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ま え が き

1）この速記録は、昭和55，56，57年度文部省科学研究費総合（A）

 によるもので、研究者は次の通りである。

 江見康一、丘本正、大屋祐雪、坂元慶行さ鈴木雪夫、竹内清、

西平重喜＊（代表者）、。野沢正徳、広田純ミ藤本煕、松下嘉米男、

松田芳郎ミ三潴信邦ミ森博美ミ山元周行（’＊推進係）

2）インタビューの聞き手としては、研究者以外の方々のご援助を

得た・その方々のお名前は、別巻を参照のこと。

3）この速記録の原本は、統計数理研究所図書室に登録保管される。

そのほか、話し手と聞き手及び関係の協同研究者が保存する。

4）この速記録の利用に制限はつけないが、話し手、聞き手、研究

代表者または推進係と話し合った後にされるよう希望する。

5）速記録を個人的に研究するため、コピーを希望する方は、代表

者がコピーしやすい形で保管しているので、それを利用すること

 ができる。

以 上
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清水れごあいさつは枚さにい†こしまして、単刀直入
一に入りますけれと．1’も、一考景初に、どういう動稀といい

ますが、どういう一事情で’、学ポ’率・業後、調査にご剛糸

Iにいす・か、その迎がらあ・伺いしτ1いと思います。

地尿 その五・は、お1話しすれば長くなつますけれど’も、

もともヒ私、た学は東洋史というのを盛んにんて’すね。

いまナよらば、目障剛采とが、中国そバのま研完の苅．尋
トする、 そういう学科バいういろ才）るわけていすけれど一も、

われ’われ・の こうに中国のことを勉議しょうと思・いま寸と、

中国諺へ行くか、中回．哲学に行くが、中国文学に行くへ
東ラ羊吏に孝子くか、 その4っしがナよい！）ですね。 中困語、

中困哲学というよりはま†ごしも来洋．定の方が、一中回社倉

といれのと取っ組むの．にはいいので1バがろうかとい
うことで東洋㍑亙へご。
 すよぜ中因を星んブど’ヵ・といいますヒぐ．。．．戦前ですから、日

本の因完の研究というのは辛ば葉ビられて．いますね。日
本 のネ±会史 ⑦研究な ど は、 中ネ寸孝也 くん と カ・、 一音ρの 方

が’や．ラておられまし丁こけれども、国史そのものけ、平家

さんという有名な方、いまの秀議院歳員のあ・欠寸んです

カ・、すよどが、私は㍑ようには評価してあ・らないんです’

けれビポ当時φぜ評としては神がかつ的サよ国史、近代

4ヒと一しての国定では汀い、 ヒいう、三、うに、みん毎バレッ

テ1レを張る。一因史学科の学生であ、るという二とはある意

味で研究の便宜1ま得られても、ある意味で平泉一派．†～と

いうことで排撃ぐれる』いうこヒで＼国史とい㍉のは、

いわゆるエ1／ピーl／ヵ1レリ†一チビいう立場で’、．目未の社

挑見ようという人1てらは、紐し1こんですね。
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 日本のネ±会もみくれてパはすけれども、当時、いま
の中国某濠党ザ云動は姫まっていましTlけれビわ、宥介

I石政雄の1中国は千種氏杷状態である、これバ世界全体の

上代化を阻害している、†ごカ・ら、世界じ中うの学名が中

肉の社加問題と取り相ますよさやいけ18いハいうよう
ナよ、半ばアジテーションのよう†よ重力さが、当時（若い学

生す1ちの心を←ら之ていよしτ1・

 いまからlO与（らい前、わう一五、。いわゆるアジ下り
生産牢哀弍というμ柊の捷声ヵく才）りまし丁二ね。日本のネゴ度

1ま果丁こして マルク又の いうよ う倉、 ヨ 一P・ソノ・。と同じ’、

古代社倉、封む土倉、並イでネ±会という椅杉をするの・か、

引ヤネ土倉のい！っ前の時イヤバとをアジー了的生産杯べ

と彼はいっで1んτ1’ろうか、あるいは西洋ネ立会ヒ合く支ラ

歴史的盟粒左と一るネ主食として了ジ了的生産律弍ヒいうてこ

んプろうか、生産棟弍’という言券は、わてソうんマ1しクヌ

の定義しt・意味の生産様．．弍で’Tね。

 そういうこヒで、どう七社倉剛采晩彦がし1こい灯
あれ1よI、中国の社倉を勉強しTこらどう方・。昭知6年がら

満州争麦が拍まフていますし、昭和6年という州、私
の中学め2年のとさで、満飲調査却というのが、詞秀と

いう点でいろいろなくを集め、あれけ国策会社で1まあ’）

ますけれども、日柚尺．学という川ガ汁、ネ±会科学の
方面は、全くの人件交にけで、研先賢はブよい、世界プ育努

の予州1ど尺学の㌣に算いという杖態て’’すから、大学に

矯と置いて七ネ土倉の実1証的ナよ研充はでポよい、こういう

状態ですね。

 満炊調査弁はもらろん日本の素律学者毛社会学名も入

れてますし、先輩七に（ぐ人ノ入っていますし、・グ戸よくと
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も 日清戦乎の こ ろ までの 中国を、 それか ら考乏の中国に問

題・意識を打って、旧慣詞糞、清朝時代の小作製舳文宥

パヌ集ナ8ど、青・）こヒきやつ一てい5すけれども、視、占、そ

川川は代中区1祉公岬宛、という二とで＼あれ†こけ大

き18研充租械があるという一こ｝、当時のハいう方面
11閃心乏粁フ人た引1とっては、大変11一触カだ’1ブ1。満

鉄詞査弁という本バいまご引11よフて数冊出，てきていよ

寸けれども。

 というよゲにとがパはしllから、戦後にいて内
心と衛・・↑二わ1プじやすよい。民／各字問係の、これは清水不

／一よくごソ手し’の、飲水（宋末郎）先生すことカ・、小山陵允

生．丁ごとグ柳田～／谷学の影馨を1受け11民俗学紬社倉苅

査！い1のは、戦初からず∴とある。そ．れ以外に毛、農

業家圭布掌の人あ湊村澗査．も、毎年頁僻汁にわれわれをT

lレ／ぐイ！l1各匁リ・して、当時パルベイトというのは

旅支こフち打ちで、調査を手1云う、チ．仁わせてもらうと

い一う．わけですけれども、農羊寸社会学、崖葦采量済学ですへ

いまの干多寸迷的ヒいラグそういう二とを交証しで・いと

いうっもつの珂究者が多グっアてわ1プーて’すね。

 林関係ではその2つしカ＼～＼。アニで’仰。戸田貞三
先生が当日手祉念掌の主イそ放校で、 シカゴ’に留学な守って、

大正年間に家族閃イ禾のフィールドワークを初めて紬奉我ブよ

プけで，すポプこがら束い人11らは、京都、束九に
比ベユすヒ、ネ上底学の人アニら毛社倉．調査をやり丁こがって

けいよレて1ね。穴隊11でごるいに1川ましTlの1ま、、戦

後でしょう。役は個人で農村に人1て／人で詞香ける
という、福武さんナよんっ＼の学生叶代はそういう。時代仁フ

才こていすね。
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 当時・の民停学者プこち．ので㌧てドるネ士会洞査」、いまと

比べて何1く並うがというと、†ンプ／シグという弓えバ

当町ぬ人けララか・でこという二とは、い之は一いえフすね。

たIけれビーも、ネ土倉澗食ですづ・ら、いまのオ・1ハ．われハ㌧

ヤいる世綱五、市場荊壬、竹に、家務桟閃、いま衛
葦でいえばコマーンヤ1レベ㌧㍑李椚という二とですげ

れど七、一い㍉ところグやrている調査～k・羊という

いけ、社倉洞査から†1いんグ）いを受けノ経いで一はい

ますけれども、ビちらカ・といえばI、社倉洞青が、、市場調

査、せ誘’・澗責．マンの子11ポ／1緯階で、調董け堕奈しプ。、
い’ ﾜよてグ）専門象の手がら案人のチに閉校㍉・し、利点毛

㍍けれビ毛、マイす又面い1帝に〃い・んll、ハいう
、

評価をしています。

丁こがら、llム自身はと1巧らか≒い之ば、柳田㍍llちの

ヤlllピ1な日本ハ民舟のいのれす、そういうい
ヘバ関心から姫めτこわけで．、決して世鴻・洞責1（ハ；τこい、

市場澗査やザこいヒいうわけて一パよい。↑ごけれども、満

倣休戦争で’萌壊！い∴。日本バ証箏れや1て
いるすべIて句とご うバ、崩壊しちゃフ丁（十）けて’すか ら・

その中でいあ・全を何とヵ・確／1羊するにはどうするφ・。戦債す

ぐヵ・ら国立吐粛澗査所ハあ／けしに、シュテッソェ／レの

7ラン又国立所完所め去担して、名称は後グ1ら国立世論

詞在所にい71わげてすけれビも、グくい㌧いしかフィ
ールドワークのち1全を澗禾に行っているとこうはすぶい。

 それで、ぞザに参仰しτ1んで刊’れとぺも、それバラ0

与に1ηつ離、ぐれハて∵マーシゲレベー㍗稚や一
て（す三一 P丁い、こういう活にナμ。そうするヒ、まこいまご

していまれ、職気に同紛ま払え才よく18．りかわ戸～い。当

              4

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



時の人．τこちは調査にある往夜関心バあるがりこそ、そこ

に人フてさτこ。プごヵ・ら、調査ヤ’けこい十つけマいすね。調査

バや1け二くて洞査や1ている川こ、当時はげ調査交務
稀関で使えるrこげ州紅払・。えるところグポてひい。

当時から調査や・ていら一しゃる舳、輿浦科学協食＜
らい†よいてい、輿論科学協会仁’って六疹にヰい、公務員

べ㌧又の平分くらいハ律料で、あそこは職員バはかに職

享粁フている。依田、高月、みんない・の人学の講師て

月給いいr小ら、あそこでも汐少もギて、洞責残関
衛ててレにうという、†ごカ・ら調査専I門でパン〃唯之

†よいというハが酌20手代ですね’。

 もちろん、あ・τ二く（毎日）τユカ＼、朝いんなんかは、

わり．に当時は盛大1こせ諭澗変をち・㍗りで、調査室の人数

1．交いよよつはるがに伽・．って1、いまの3倍くらいいまし

丁こね・そういう人tこ弓は一応職業としての調査を確保．ぐ

れていてこIということで’す。

 もう！っ、広告べ＝理店が苅糞二活動にチを染めτこのは、

新開〃論調査よ”けれくれてユす。2・年／での社く
†よると、2茅争こいろに国立直訴「テ同査所のメンバ’一の一都バ

電亙へ行くなど、広告代理店もやヤ洞査の専門職を担え

始め．‡しτ1目†ごがザ私は昭和30わ・ら仕年まで調査俄

関の第一稼で雄かにイ士辛はしてい†・んでマけれども、乏

れけ調査残閃の程営ヒいうイ士専て“、調査そのものではな

い。汐少■まレポートナよど毛青㍗しτ二けれビ’毛。

清水尺学ご卒業にすよフ↑1のは昭和／1ギー。

メし尿 ／7年の／oザ…・。

清水その伝は戦争にいら1しゃ1て。
北辰 子1牟巧9月に帰っててτ∴でごカ・らその間はブフン
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クで一す。

清水わ帰りド8つて…一・。

ん陳帰1†la1州ηて’’、匡は1芭粛詞肴1伽メン／ぐ二k

グτ1い1よ人11らが穴学吋ノてから川中間ですから、↑ざ

からとざど脅．、国立世．諭洞希所の前身の、内閣官房寿言義

I室芭清詞責η王というところに遊びには行フていましてこ。

清水 ビんは方r二いぺ…・・。 ．   ．㌧
九尿二’ ﾃいう取れポリ柵十んといけご・存じて’
す1・、依と／＼伸一郎・亡いよ’／ましllけれピポ’そ・

む2人ヅ字（力・ζ小ム栄三ぐ／）の民修学研充所におられ、

小ム宋三†ん呈、これ七．亡く㍍っτ（塚原ぐんが引っ張り

古して、世誘詞青妊をっくっr二。．一そのと一さに小ムブんご

白与は当時から宋務”で㍍いち、年に1よフてあ・られます

1・ら、名前τごけはという4＼毎日ポ（みられましア1けれ

ビ七、戎野、。＼段両氏はとが実際川上手グ1中心に1ハて

・卜山丁んを〃けろ ヒいう意・木て’初めからご一緒していτこ

わけで’す。             ・

祇㌦はわ亨吏で’、私に好学の3打輩て’’す。た

がら残榊んに引フ張られllということ七参卯しけ5
ナよ原因ブごフブこと、思いよす。

 いいは、総理府の羊務官をヤブて舳5しτ1吉辰、
世粛調査協倉の沸倉撮1．こ言琢の幸いているものバござい

ますね。依休倉く、ち字学徒の同稚生一です。

 当時、’残附ん†1引鳩託、吉原は坤一務官です。二吉原

にも勧〃）らい・しTl、浅㍗んは肯から専枢する研究能

力の高い打ご・吉辰は、仲間で㍑〕りましτ1けれども、

ああいハがや。ていて、果†1して調査ヵべでプるのかな
ど、半年以上述フていまして・。そ匂うちにC工丘のバツ
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ン／が企画してこ倉歳がある、 そa）会談にぜひ出ろ、 もち

うん出る二とには興味バ戸）／ほす1・ら、止る｝う列1

入ることにしマく札、それを筏倉に発令というようけこ
とに、ザはしτこ。

清水あれは丁二しか22弁パ月、そザう…一・。
丸尿 ’もう！人、重松†んという方と二緒に、3月の何

日かの蹴発分て’しll。ですが、これは嘱託て㌧す〃・う、

抄相1縛られているわけで’はナ1い。当時の生・純情で’

す1・ら、本職の専務官1∴て喜吋てポ1ボ）げし’やあク

ません1ナれども、けヵ・の活動七自由に†っていてくれ、

ここで何1・あるいには出て．ゴてくれという往彦の職員
†ごフす二。

 ゼめうちにドんだん身ノか移り戊か毛とにカ＼之りまして、

嘱託を専務官に州かた．る、技官に州かえる、hい
うことも並く不自由いるがら肘のれ・苧・㍗）て、ヤめ

てというのは、私自身は、祈、しい調査二．碑補1ベフ＜られつ

フあることはわヵ・るけれども、まプ1’し七ボ学の方で㌧本当

のネ土倉調査乃チ幾徒け稚粁でごるんじ’ヤ打がろうか、千ま

†こかける よ うはつ毛 つがあり ま しIて 、 当身手八旧制の中学

．で穴学奔門を置く計画バ神奈111県の私立ていあ／1まして、

そこの講師もやフていτ二。そ二に毛青ヵ・らのイ中間バ何人

わ・い一で、いい学核にし工う林ととやフていアニんで’すけれ

ビも、22年の職．例改革のとげ・ちりを受け仁というハ、

吉辰．にいわせると、才レガ平まり盟・ざτこといいよ一すけれ

ビ七、専／壬というカ・フこう川上斗の仕方に新衣1ネ1）よし

†二。

清水国立化納旬に汀フす二州’ ｺ和・→年。イれがシ

峠ほど世新調査所バあ1て…一一・。
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九隊 2『与ですね、庭上にη・τニハが。

清水駅酬時仙ご閃心、作耳という州どんいう
†8状況τご一1んですが。

岬けしし1川久げ’いけl！い・こ1が争つか才）りバ，

 ／川、宋は吉原名．とつ・木山栄デんμ、主！してそ
っちをいうんで’すけれど一も、情報巧の役推末†ごヒいう弓

えバわりに浅い。本来は情亨艮／句をそハまゴ存置しτこカ・フ

†ごめが、世デ翁調査やってよすという名前にしナ8いと、・情

板局は戦争稚進、官庁桟橋で’すボら、それで’は〔袴もら之

ナ1くl！る・困けやポかということで＼τこかげ布調
査といウ名前で併張局のやフていプニイ士乎茎一都我してな

いtこという考えグハより。弦くパはす．・だハ論調舛■

といフているあの新剛の切リ抜ぐ、もらろん併報局。）時

代で’もて・ていrこ、それがそのバ世愉調査杜の中に毛
村ち込まれていよし1（。

 職亘の敬にすると、そういう情納でヤブていτ1、稔

η令部のサゼスチョンしているせ誘デ詞二査とは倉＜閃係の

ナ8いイ士争をやっていフニ人州0人（らいいllで！よう。2ユ

年の松カ、人フrこ段階で、サーベイといラ意味でそこに入

っ†この1よ私州2番目くらいでしょうが。いよいる人てば

浅野†んバー肴中ドですけれどポ博敢堂取秤倶の佐藤
靭心着目・に入り、依いブ1私には高等学校の同級生で’
す。

清水 高等学夜はどちら。

地尿静岡1“す。仕膝君は文学は社会学で、「輿浦。と（1

ラ題の卑諭を書いマいろ。「輿論。とい1川東、フランス
（ タ1レト式’グ）填諭で、 せ訪ブ訪っ友という意味での世言翁では

㌔いんですけれど・ポ世論調査といク観Jとに毛、学全の
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時代州～’の延長ヒして舳’を持1てこでしょゲ
 浅野くんヒ．佐藤君丁二らの直梓（面執は世論’に来るまで’

け†8かフτ二て’しょう。†こf～、住藤君は社倉学て福武’寸ん

llい後輩ですヵ・ら、戎野ざ，んと福パん†1ちとは・瓶

札戦時中通して、民怜学研充所その他で美同所完ヤ1

プよしい・ラ、佐藤君け隊カ・ら帰；㍗て師けん
†1ちに〃分勧川れて、柵が二ついう／土辛～ている、

ヤこに行・仁らと廿ということがパτこと思い5榊。
 あと1エ八般こんバ、目下’君一ヒいう、 これは後に吉義会の

法制局の部長や・τ二人で’すけれど毛、・彼㍑んかを引っ張

ってごていまい1ね。後まてい朔創1剛采し、目立世論澗

査所に引亨耗グれていフで二というのは当時の世甫調査社

の！シバーではそ．の手人くらいていす。

 ですから、国立せ浦調査所時代という川丈、／フは仔
報局的は、戦前からせ諭詞章とい1いが才い／l、それ
がそのまま国立世論詞査所に引さ継れ．．れ、参祈閉ネ土の調

査も剛’というんですけれども、私はいで1市いと、培
いますね。サンプリ、シブ・ヒいう考え方が姉バ川1は

ありまセんじ、†一ベイという孝之方毛汀いんですね。

、閲さ取りをする二と、これ£インタビューと同質のもの

に考えていますけれども、 ソーンヤ’レワーカーめ開き取

りの技術け昭伽衣刀舳・ら川まずし、民俗学名州ご
取1｝麦価もありますけれども、いまれいな八ラク

千や一ドの調査票きつく・てl／ス木シスをどうとるがと
いう意咳のいまめデ㌧9の集八方という一の ｛ユ、 それ とは

ずい、ザん質バ産う口

 前の時κの専門家ヵべいτこヵ＼ら・彼ら．の助けをか1け川

れば、調査バ形まら†よいというかフこうですけれども、
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／つにはヤリすの科学的1；件賃バ産い、目的意識が・立う。

民舟は何を考えブいるかということではなくて、農村勿

慣喩資で地主制度の研究けフていると一いうグ）と、地

主剤度はもちうん小作人グある種の考え方の上1こ支えら

れてはいますけれど亡、小作一人勿孝之方セパのを門愚
にするヒいうこととはちょっと3重いますね。ナ包主制度を

ビう解体する、ま〔まどう青てる、．いいにとの中て’

閃速がある綱とし一で、一小作人の考えれいバのに弘
れていくわけていすね。そういう考え方を国立芭論調査所

けウ・ちり整理し†3ければげら†ハ1という課題が1あるわ
けていすね。

 、 天隊にぼ、若文名しカ＼あそこにはエンヒ。・リガ1レリサーチ

をやろうという二とて’人フてざている人はいナ～がホ。

われわれは分んブよ嘱託で、役人は伊諌／句の偉人で’すから、

そういう人アニちは調査ということで’1打よくて、何をやり

すこい力・というと、調査1こ関する専務をやりアニい。調査そ

の一ものはほとん㍑ヤ∫リ118㌧1～い。新開ネ±バや1す1朔

査1以ず国立世論詞査所に届け尤うとか、官粁ハ収集一
一戦前からどの会社でいも官庁で崎査却門というのバあ
りますね、そこで’ヤフフているのは二次資料の収集ていすね、

それバヤりτこい。そけバす二いんの併根バより宇価に

千に入る。社会調査とドう中り方ですと、す一シプリ／ブ1

フィールドフーフで、け仁外れの費用カベかかる。何＾

のハわヵ・らはい人間の意見汀ん勿・集めてプて、それで国

（施家の未定に何バ像に立フんτづ、国立化諭調査所η外

ヵ・らパういう非難MつましTlけれども、中ていラ
いう非難があるわけで’ブね。ハいう灯こちヵ沐鮎に
一予算所桁に行くん、ていすφ・ら、1二いしす1予算とれろわけで
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け†よい。

 τこがら、国立世論澗査所’の’、世凱調幻るといって

いけ諭けものヵ〈／仰んであるかヒいう二！いいて、
国立セ1’論調査所バ共ず’し七明白はイメージいを持っていけ

力・。て1。そパ1めに仁辛カ唯まない。

 毛う／人、甲田君という人バいて、上れは戸田貞三ご
．んのま11羊子でいす。彼11んかもしばらくの間国立世碕詞

重所にいにけれど毛、人豚入学の社紳弗に、戸1打ん

の推薦で寸イと行フτこ心行。プこという小、調査ヵ・し

にくい状況にあ1プ1ということφ／フ・川粒1二1よると思

う。俵はそめ伝崎査をヤペて昨’戸反穴にいま寸から、
てういう研究拒カ、珂完バオ向バ目立世話ア調査所、で生か

守れる見通しがあれば、決して句こうに行かプノかイこ。

清フκ 審議室時代、国立．世・諭調査呼パも、いわゆる洞査

活動という・州よ、弔うように1辛でごηカ・一τニハバ……。・

九隊それぞ’れグ）人岬うようけプ．ていて、その択一

がで’さてい材かったヒい之ると思いゴす。毛ちうん、「

冷却勿その都度調査に対する注文バあリますから、・あよ

／1にかサーベイという意味万世粉調査以外・のことをヤる

．二上にはチェッフバありまして二し、ノトム床三ごんがんか

に対して間接相1、てれはわれわれめ考えている力と少

し迷うと柿帰正を求める勅き一 熕?ﾜし1二。どこラバ、

小ム束三さんはどちらかというと、戟舳社食調査昨
フていτ1方て’すし、世論詞笠という二とについて、世論

調査妊フくるとぐに苑むことのてマ仁唯一乃文献がでヤ

ラップです。世粛調査プよんてい一うことを本当に勉残しょ

うとい点力wポ）1こいllかどうか。一着人わ，高い．
本は、．当時キャ！仁リルとでヤ ラッ プでてね、 キャ ラッ
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プの方φ＼す㌧ と わいついい。 キいヤ ラッ7。そのものが’セー

レ又マンていす。諦〕資グ）t一ル人マンとしては、テ同査孝1坪

がカ・フて産んτご景たの人ヒャ†よいかと思うんです。いよ

tシケ1コピ’1テざん・†よんてのが＼名前が並フていよすげ

れビ毛、いも当卯ヤヤラソプの柚とは比べられな
い。調査の決解て’あれ、曲解であれ、悪用で才）れ、朔査

を売り込叶はどういよ（↑れげ／｛τよいか、いいう木4
イシー ｩの’尼柊け、これけ凌で’ざる人ですれ、いい

う意味では租実務鯛パTlけんで汁、ギャラソフ・
の功績τ三ヒいう、）、うに評／面川けれ｛／けはいと疋・うん

です。

 でも、キーヤラップくんは考えがボ仁上でいいう危
けをして1ことは間笠いびい。そザたり込ん丁｛一ものを一

邦の人1よまとい1隻け取フているわけですれ。「／いレ又・

オブ・デモフ ラシー」 と いうヤ’ヤ ラップのヰは、われわ

札”茂術でデ七クラシーのパ1レ又ハ側のようにつヵ・の
る、 その民・衆グ）声で意思大足がぐれろんだとい〉調査と

いう技物売りム．みヌ1勺ですね。l1人ぞういわれ打
う18民主主義といういは、これは、面打＾引く言’

葉で、ギ’ヤラップバそ林に引いている事案ですけれど
毛、民の声；は神的戸†ご、民の声をフかんでそれに考足って

い（のが民主主義㍑いいますけれども、そ・1いう言葉
匂舛キいリシャ時代からおろわけて“てから、民の声を開い

†1ヵ・らといって、民主主義、テ“モクフンーに1ぶるわけで．

毛†よい。 マういう意味では、一丁メリカの場合でも、 も｝

弓ん当時の日本の場冶・で毛、デモークラソーどいつ七のは

神活としてしφ・ないわけていすね。

1千で・芦綱む根備で・国い意見はこ生ヒい
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う こと．バわ一かフτ：、 だが．らマれにク自フ’’て政府は未．忍決定

をし汀さやいけ†よいといr†こって、ノ金く。すシセン又で’、

実際の説帥バあるわけじ’ギバ1。しうバ、そういク
方f司1（しτこい／㌧もいま レ†こ。一全く本気で。 当目手のC工 丘

（ペッンノぐんという人わη〃・σかのゼーノレスマンです。

一当時・学者伽関心！！て考沐こヒよ’りは、当時のr
冷邦の中にせ甫調査という作事乏売り込むという二と．に

努．柱け1ていけていすね。
 仁から、小ム丁んの石前もでいぶん使わナよざやブよらザ

い。もちろん、Cエ丘勿方に小｛畦こん、関プん、柳田
さんの羊子いが木（㍍いるわけです、顧、問！して。

面平ぐんす8んかもそのノ人ヒして1け（わけでてね。・そう

いうボ1ちは学打す。そういう／・llちに本当はヤらせ

るべ汁けれども．、そゲ．、うはでザヒけいヤ㍑いう・
のヵぐ、 ・トム戸査こん、閃すんナェーんかの考えオていすね。雇貞門

的ナけぜ又千ヨンぐらいけするけれビー6、そういうけて．’

1よ動用ノトム栄三に／壬してあ1け、押しフけllよう州ニフ

ニうで、小山系三ブんはわrリ1蕃紬の委員ヒか、そう

いうことに強い恥を肺ろ竹で’、適役だと思・てヤ
ブ．てお・られ仁んでしょう。

 也諭調査班をつくるのに、塚原ぐんが中心に何フて一
一これは伍からは自民党のイ†議士ていす一フく。†こわけ

ですけパも、塚ポん毛、／l。⊥、栄三さん！伸近い

考え方だフτこですれ。

 すご1・ら、せ粛言値ヤ1て、タ教意見に従う、中央問題

を服∫にげて、中夫と団交開くすよとい1丁二ら問いやわ

ろヒいうことマいすバ、これμ、回束の基本、阜門け純

が専門家として夫めるべさニヒを、世檎調査の静果力く、

              工3
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45〆、35／と尤てさ丁二ら、45％ににわ六川れば1弄ら†アい

という斑展です。そんザというれら、医有バ忠君の
集団にどういう浄穣を求めよすハ、患者の望む宕療をし

て才）げれば、それで屋者の専門領域バ果せるというのと

向じ’（らいこ1げい1峠ていプにザllすいr三よとい
うことを榊んカ・一生懸命いいに夕牟ぐらいがか15
やいましrlね。

 中で’はそういう三とがある。も弓ろん、外では、民・衆・

州可をいあ’うヒ、国家の決定と阿が閃併グ方）るんτづヒい

う非難バ柿に族（あ．1）ます。

 日本の民主主萩が遂んでい†8いから、㌣ういう作離が外

却にあるんズ、先進国にはそういう柞難は1よいは行ごと

いう”バ、小山先生のその動すに付する評価です。τこが

ら、こうやフてバんばっていれば、世浦調査の箱乗で固
宋バ決まるように1よる、そういう一いに．思い説けてしい

まい惟1でいらっしゃると思います。調査はそうい
う毛のではな」1で’すね。          、

 だヵ・ら、 わ札われがサーベイ てつ是イ芙するデータ と いう

ものは、基本的に左う舳、け人τ1引二は柿禾情報．σ
んですれ。官庁ヵ・ラ県宍口寺1二た臣五星ヵ〉了く’、こラしな

ざいという鉦ですね。五遮バ米れば・在ハ解釈に巽諭
バあフても、五常、従わηさやいけ汀い・穴臣命令とし
て省の中へ浸丘ずる、地方へ七それと同じ’形で浸左する、

これは楕示イ青報ですね。併諌ではあるけれビ毛、 それに

従えというもので’す｛

 日本人は、戦前は七ちうん（ニヒ、戟偉すら、楕’示情
孝艮という ものを非常に求める。データを求次）ろわけていμ

†きい。調査の則夫でさるものはデタです。これは楕示
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情報とは縁が一唐｢で㌔デーIlgに直浄、矩’袴的に楕示布
．敢的素味’を符丁こセ†こいヒい＝うこ とで、 日手従一未の考え方

をわれわれの†一ベイ（」二に乗フけtこということを、私
吋難1するわ（1で↑。ブごか一ら、これは何を一いうんτご希’二

一才バという二とにナ5るわけてい、私は当時30前後で’すヵ・、

小ム．先生は何ナ件というネ土倉学の肴考をお符ろなわ1フーで

す。お・ま之らに専門家のいナ浦すれちヤ国る、これか’

う専門朱に青フてい1ていい仁いヒ思・フているτこけの

請で、私の方が専門朱τご、がんヒしてそラいう主張．で↑
ね。

 にけれども、専門家バ．本当に専門家Lいう其場を固め
るにけ、30にび1仁らもう五いんですね。論葎に・もあつ

圭す、30にして五フと。学問というものは十右jLにして

志すIんであ、て、ヲ0までに基本的立場といづものをフく・

らいヤいけllい。そういう．二意味での立伽相速帆・だ

ということめ税符がでけがっτごてマね。い少し残カ

にそういう立場で主張してくれるんバ、せめてあと1人
ア8ザ2人パ／いてくれればよカ＼1τこんで’す。

 八段すんバややそういう紬主張を支符してくれまし
tこれ。八段†んは実務的才能バ疹くはい。国立世論研究

所にずっといて、広報室の時代一まで’いτこ人です。入学は

佐藤彰ヤ私ピ）俵の方《2年先輩て’す。俵け今苛登志喜

の茅チーですけれどポ っいにれす何子間、／四七調査
のレポート書いてナよいんです。依バ㌧着やりプこかっす二こ

とは1ヨ・ノ剛糸を国民バヒう思フていろか、ハいづこと
にっいて像に五フ調査をやり†こいということ†よんで’す。

㍑二と何二めにはまずソ並大を研充し寸よ1ハピげ～な

い・い1勿ソ連人プけ叶†よ・／て・ソ産ネ学がら人1て
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いかなさやナよら†8い、ひいてはロシア亨晋を勉タ象しぢけれ

げηらけい。偉は本当にトルストイやカラマ’ゾ’フ洗み

直して二一し、ロシ了諺州崖C力・ら地蔵し直し丁こ1いヒいう

こヒで勉残を佑めましに。

 い！っ、候け七いと目林家族という問題をや1
ていてこわけで†から、家族という七のを規定している一

番身近な窄境Iという川ま何がという．ヒ、住乞棒針三とい

うんで甘口日本に迎ノ†ネ±倉、近代家族というものをっく

っていく仁川1は、日本の住宅の弧圭か㌧拒がけヤブよ
ら七ハ1。私もそこまては碕．成仏で、彼ピ箱に私バヤ

っ丁こ川よ、住ひ調査です。作業の穴部分はこ1ちヵ中

フて、依け†ゼ’ス千ヨン1すしてくれよすけれども、催バ
手ヵぐけ†ニイ主色誰つ・査というのは／フも†よいで一しょうし、レ

木㌧トも1～い。丁ごが、“すいし／lん衣之られ3しτ二。

 しいう勿は、彼け西洋良で’すけれども、 歴史勿見方と

いう七 のにっ いて、 い まいフて いるめ と同じいよ うなタ寸立

ヵぐあるわけでイね、近代史学と、い唯史といういは
先人の旅之で、それヵ・らわれわれが従う李例を引。張フ

てくればいいんτごという孝之方とて｝す・これもナ旨示情報1

日本怖禾情報伽ナていす枢。データという言業に比べれ

げどん怖釈に七指示伽くある仕度ある。怖釈という言
・葉そのものがすで’にそうです。情報局といラ・・言葉もそう

’いう二とで↑ね。

 tご力・ら、デ㌧タ乏集めるといラ彩え方とはかな！）迷い

ますね。弁並π例を李げま寸と一、字引を引いて英清の地

蔵をし、凍文の鬼殊をするという学生の行ゴ方が冶方■こ

川ますね。片すにとら・唐というのがあって、とらの
’老問けば苑み方かラ意味カ＼シ全邦書いてある、 と らハあ
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をまる晴記し㍍ナれば’、一そこの文章は理解でさτことIい

う二とに試’駅でいは評価寸れるし、予習、便習がでざるわ

けていす。 それけいけげいヒいうことを当時の学板”光生

はすいいし〕ぐんいいよしτ∴当時の中学生とい…うのは国民の

中の6％しヵ・い†よいわげて’’すけれど毛、そμリートの

中1学生の“バとい虐11則まし↑1抽。宇勾を引いて
圭で’英語を勉強する よ うなばかけこ とはな’るべくヤり仁

くナ～い、そういう状況バあファこわけです。そういうもの

を見ちゃいけい1よという先生自れ本気ではいフてい
十よい。先生†二千もとらの巻で肴って㌻τこ人プこ方で’すから

ね。

 そうじ’やナよいんで、デ’一夕という6例をむう少し穴孝

11すポデータという舳自分で’考える材料ですね、と
いう意P未て“デー9 を見ナよ．さ㌣ いけτよい。 データはイ丁もわ

れわれの行動を指示するもつじ㌣ぢい、データからわれ．

われの行動の参考にびるわのを訪み取．る努力、それがリ

†一チャーとして巧努カナ8んブごという二とがいいτ二いわ

けでてね、でも見ちゃう。その包は全く一のれんに腕押し
て“ Aいまのようナよ調査では調査ヒい之ナよいと思いよ寸け

オ！ビも、当時のわれわれ（努力が尼り7～かフ仁と、思いよ

すね。

 確かに、当時、ほ．かに甲田君のやフブこ調責、」」これは社

倉学のI ｧ紐㍑まよ忠実一にやってい’よすがら、ある程

度学間的な評価はでウるものですね。

清水 甲田こんと1しラ方は、いまはどラしていらっしゃ
いよすカ・。

九厭 痕尺の孝（援てuT、伎もノ〈イ才二‘アで万がらね。 実

際には伝輩を市てると、いう．よ1ザ」こんの剤壬老に
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ぐれちゃいよしTlね。アこがら、学問けるτ1〃・ネ土倉

調査けるτ二幻の環が）整備ヒいうことで依自身は・苦労

して、 ネ当の 臼勿＼が勉強し仁い よ うに勉強でざ仁人じヤ

打いで’す佃。

清水協会根を見てい．ましτ二ら、葎希出書に関する、社

済臼考主因はどう受けとめているがという桐査かかτパ／

平い時期に行われて……。

北原調査似解禁になつて第／回目の調査て’」すね。

清水㍑調査担当名として1し原寸んの帥前パ1しか
上州フてあ一1よしτこね。．

北原．．私がヤブτこのは、農村調査の部分です。葎肴白書

の詑まに方、こういうことを来京の区都。でやりまし一で、

直却1こけし・や竹チ師し’やナハ1か。川！は・・年でη・、

当時澗査はCエEか9傑いれτ二ままハ状態て’’すわ。†1

しヵ・・Z今の夏τ～小と思いますけれど’も、第1回目乃移

済自書、 系至ラチ白青という孝之方1本アメりカ白ヲァよ行ア文のあ

／けヒいうよりむしうイでりスめ州才でマけれども、
そういうわ州ポ㍍安定本部という毛州戦1乏グ）役ヴ、
われわれも戦後の役所ナよん丁ごヵ・ラ、タイ了ソァをしびけ

ればいけはいんレ’†ナみいか、それハ言惟ヒいうことで厭

い杜れば許可にηるんじ’ヤす～いク・という二とを主張しブこ

覚之はあります。

 だけビ、程細書とい．ラ著え方は．世論詞査斑にあま

／ノなレ’ますよいんですね。世論調董二冊王の主ラ九カ＼らいえば、・

イ行フまら汀いものを出していろはという話…こな／ノまずし、

どラて祝まれてっこないし1†ないかと・いう判1パ）まず

し。1ごが、．競1れてはいといバ態を明らかに一衛こと

自体に意味がある。当時は葎希再迎、仮喫の同趣があり
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．まし1二。、だ∵カ・ら1A紅肴安定柵小†1弓の作文バ回民6
，程希促興1二がI ｯる期待、夢、＝ハいういと．ど’れτこけ離
れている」 ﾟか、’ ｢いう．こ＝と一とあ八手、ξ、てい明らかにして

九・／・六本ヵ・．1ナこ、ら一、俊でそう1い1うことを明らかllするすべ

川’とい1意味で、それ1を甲平‘こ取11．上～’1㌃わ

けですね。

 とこうが、玖細施策η中て’臼考ヒいバのは一竿
／回目の白老書．いにハは、私の友人です。彼はエソー・

的は秀才ですね。戦前の三井物産に人フて、戟手1二行フ

†二、帰ってボニら三井物産は解体これ・τ二、程清学抑！

番で土†こヒいう秀才で’すか㌧、いわゆるエっ一トていすね。

、丁三’1・ザいいうにあ・いの非常に俵い毛ので万ね・。すごが

ら私一は、日本の移肴の侭興の本当の並と作文とは元離し

て1〈るヒ、彼の人柄がら．見て判断するわけで’すね。三打

物産の再遮．のrこめに一時穴碑省に優秀な考奉嘱託とし・て

迷リ公んだとい㍉うわぐて“す。…汁物一．産の再速バηかヴ

・が順剛1炎ま汀いで、穴蔵省に居耗けt・人です。いまは

アジ了石ラ白の偉夏に穴蔵官傑の05 として．人フ ている。

 だ1・ら、門丁二いということはいいまい二。けれども、

世論詞査杜の主流のよう1よ問題の取っ上け“方にどう一して

七ならざる皇仔はい。だから、23区の調査には私ほとん
ビタッチしていません。本当の国民の葎清復喫にか」ける

夢、何を穣索しているのか、そういう、二とはとても’又ト

ラクチャートの調査で’フカ＼むわげ1二いカ＼ない。サンプり

シク㌧人前の閃息だつ†三カ＼ら千孝県rこけ私／人」に澗査させ

てくれという二とで、千葉県を歩きまし仁。いまていこそ、

「調査に参りましτこ」といえば1、大体入れ・て毛らえ6し、

話してくれますけれども、．当時は「調査に来支し．丁・。な
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んていっても、調引こ来†二私に／可を話してくれるのか、

つ・リに話してもら之ても、それが話してくれτ・人の率1じ

ナ8のかどうかナよど、かいもくわがらはいわけで’す。

 私が何とやっにかといいますヒ．、†葉1果には兵隊のと

きの友圭がたく寸．ん1．1るわけ1いIすね、だから、ハいラ

人フニちのいるヒこうで’・そうい．う人τこ判こ後から、私が

インタビューしト人を取材しても、≒って、ごよラ変なの

が米ブニろう、 それで’石・ま之何盾之τ・か、 ヤれはどういブ

乗味で芥えτ二んτ三ヒ．いう衷情祇をも㌧之ブニんで育ね。

 それで、万音写版刷！ノめ 「千葉果にあ■プう葎清自書の・沈

まれ方」というレ木。一トと幸うよし仁けれど’も、そのレ

ポートそのものけすぐ’ナよくけつす（んじ’ヤナよいかと思いま

．す。†こがら、季萎希白者に関する言惟とい／っれているのは、

23区に関する調査でわフて、千葉県のれ調査といシの
け、紅はTlれかチ予1ていると思いますパ…・。

 そパ大にや1プ1祝祭日の調査、これけが有名一右
名ヒいうのは世‘鯖の析禾する毛のをそのま迂回のネレ家θ

しして挿定でウる ヒいウ、 寸っざの挿示ノ晴亨艮とデータに

木やるという考え方に非常に近いで！よう。そラいラ桐

査のつくり方バで’ざます。

ラ青水  で七、あれは尺長節と糸乙元節の伐岩を望む声が〃

かllこ・で、それは峠するのは差し支之あう↓いうの
で、公表しすよか小、押さえて。

1し隊押れてないと思いますよ。祝祭目に関する芒・翁
調査、あの中には柔乙元節1京確ヵ・に外していますけれど．も、

禾己元節（1フいて（希望ゲ仰っす・ヒいうことは、書かれ

ていると思いますね。 カ うグ産児†よいと雄かですよいです

けれども。ハいう問題、雄かにありましたσ才）りまし
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｛ぺどい1い．ll！lはヂ果が土て’か’1の話す｝’
す一ポ

初めてせ諭詞夜㌧しい、国民の望む二とがいまま国
彬菜にI ｶカ・芒る、てういう＝らもつで＼小牛先生以下欠

いに薙’け川しト1こ’Iの1張1川方が㍍かったか
ら二そ、允元節、尺．長節ヒいう（バ払てごいに、r令．
邦からチエーソクぐれ丁二、これ一は日本の一民主左義を阻喜ア

          、るいであるという意見と、その村1ちが、残く椅11れTl
で市。そういうし／・うにrよるて“わろうヒいう二とは、わ

れわれは。当然や1前から子率一」をします。1ど．から・ハ

いうことに1よるよ、という、ヒころが、司／岬は民主．主義

を日本に肴皮すう丁こ州ニイ土尋をしている。民間併報局の

指示．でここは／士専している、軌のタ叡意見を帥する

よゲにとを司令邦力灯るはず’ヵ州ぺ・とい）が、小ム
先生フニちの意見ですね。 まに役人の青見て’’すね。 ゼれ・は

ノトム先生の民主主義の神話を突呪ぐせtこいという希望も

あリま寸けれビ毛、役人が宋積をつくリ丁二い、自分の時
代に何をヤ、†二とい一 ､ことを記刺1残し仁1・、ハいラ
希望い非常に弦／袴サ合、ていまして二ね。

 ㍑荊の2有間という舳、調査を禁し’シれマあrlリ
圭之1ルですね。国複をこけ1・い、天皇別賃成！い1

州グいことは、吉崎民佃戸を、開けば、一わかりη1て

いることで’Tね。破の表明する．表面卵声を岡げばそ

川るという二とであフて、．天皇制プよんていにそれは

ど㌧…一・・。、われわれは棟宰考㍍いう気符ちが私ηんか戦

前ヵ・う 清水くん1才何年あ・生まれですか・

1青水唱和2手で’す．．

九豚そうすると、．いまの、中央詞査にいる曲中びんかと
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ちょ うど同し’イですねφ 田中君は、 甲田君バ国立世論句列

査所から限たへ行くとさに一変な話びん一で’7けれども、

文一部省と総理府との岡で／対1で人間の取勾バあラ江。

豚だて助手をやっていまし1二田中臭彦挑地理府に挿っ
てくれ、そのかわり甲四君を一助牧梗で採・てあ1ブましよ

うという、そういう誰し体いで限たから来r二人で’す一そ

の人と向いお1年て’あるという二とは、戦禍の天皇制の問

題でいえば、戦前の人、あプ灯二くらいの今の人というの
（よ、戦争がちょうどノ㌻へ／ポー一・？

清水  終．わっτこのバ19で’プ

北原 ／ユ～／3から木平洋戦手に危ぐ込まれて、少年期乏

ご昔心1よゴれ1二。禎害を受けμいうこ・ヒで、当時のだ

人r二ちバー倖尺差について何を考えていアニカ・というよう

す8ことけ・耳ピ？・寸バれていτ（と思うんで’すね。と二う

が、戦前1ごつてだ’れバ兵隊11行㍗こがバんていす1・。軍

国主義ということで表面はそういう顔をしていますけれ

ビ七、天皇1こ直訴レでうちの長男乞兵隊から三区してもシ

い†こい、私の長男を戦’争でμκち㌣フプニ、天皇ばとク
・謝罪するの々・ヒいラことが当然にあるわけで一万。脱走兵

はもちうん巧る。脱走してそれを憲兵が射殺しに、そう
いうことカベあっフニがどうが知りませんバ、目洋茶飯事の

〔にいいううわ用．流れていまし1こ。軍・隊というと

ころけ人間を斉てるとこうでけすよい、こういう戦争のや

け産して日本ヵ嚇てる1まずは†よい一ういゲとは当
然われわれ承，知の上で戦手に行フているわけです。

 ㌣がら、天室例貫一皮すよんていク戸バ1本当の民舟の声

“んで思・1てナよい口1ごが・朔査刊！ばマういクニとに

す去るで’あろうヒいうことも知フているわけて’すθ本音と
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ナこて’ ﾜ之甫という州士そ’ ､ドう間庭ザ部をとら’えてい

ますね。1ごけれビ毛、㍑尺皇制を全面的11’香定してい

るわけてい1ま†よい。尺室の神1監ということはある准度評イ面

している、戦前もいまポ丁こがら、、了メリカが天皇を、

歴史卵遺物！いllご一けでな（て・㍗文／巳パ／一ンつ

／っ勿象徴として評伸と下すのヒ岡し’いに 日本て’
本一 �Pいばれるも岬何いい力・ら、軒に同牒ネ土畑中一

でい、日本勿存在価値を強くいお・れすると、といシしても’

n勿剛1／よい日本・の特殊性・そういう毛のを弦く辛面
に符ち土して いウτこい。 そういう意味で、 ある変十）フた

仰民主主羨一」いういザとを、戦後の民主主養
と天皇刺乏ブ8いまぜにしr二擁護打こち1まいいよし寸・ね。

戦前、は才一レドリベラリストヒいわれ†こ人τこちですね、

安倍能．成τ玉とか、戦争荊には尺室例の犠牲者τこつブこはず

の先住11ち。戦依に1よ1て、、日本ハ別ぴ旭に純一、・こ

れをど’うやって再逮していくヵ・、秩序、グなくていいとい

うことはηいわけで’すからね。何かの形で日本に秩序左

つく・り打1よいといけ1よいという人．†二gは、天皇のカと

いう・いに牽夏つ。てこ．いという、／・うに思フτごて’しょうね。尺

包は神様τミと’思ってびいけれど毛。

 そこ一のところ朴、われわれが調査。を推あ仁尺、さげ理由

なんですけれど毛。I民衆はバカτこがら天室を神様だヒ思

フていると・いうのがを■{能氏先生．の考けで仙。民衆
けベカ丁三ヵ・9なんていうけれども、それ一は光生丁こ巧が学

習院にいて、責枚ネ土会とパ合いが〃グアニし、全くの

エリー←ですよね、日本の社会月中では。プこがら、民俵

ヒ自分†こちと距離を置いて考えていますけれどI毛、われ
．わ．れハラ考冶＼は、 くす グに大二正．デζ．ク．ランーの彩饗受けて
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いま寸から、小学枚で天皇津／批判の小学征衣師ヵくい†こ。

特にそれは長野県と欠限に多か。仁。・いま日教糎0）す1プ1

かれている巧と同し’ように、先生の左傾化とい、うのバた

正⑦末期11、蔵い問題として拍摘されているわけて“すね。

そういう人τ1ちの敗れわれ．われ受けて肴フでいま†か
ら、牢倍能成、甘ん丁二ら、オ 一1レト リベラり又トよりは、

すいつと日本勿民弁というものの知恵というんでIすか、も

n考え方といソいを停頓して商一て一いる／・1けです糺

われわれ8リ両親産．は欠字公ていまでんね。文学ポいすよ

く†二って新間は読めるレ、地方η顔役†～し、1灰治亜一動㌣

フてますし、そういう人τこちバ育てている民主主義とい

うものの正しい孝という毛のを日本の上層却はもう少し
矢Dらオよざやいけはいということがあるわけで’寸ね。

 そういう立場で見ています〃・ら、戦前ダら、日本の並．イで

化というものは、ト（てん（人ガ・柳田ぐ一んブって、あ

る意味で、そういう；と表面に土してぺ1いまセんけれど

毛、日本の近イヤ化ということを考えて（に克いてよい。社倉

学者、政ヲ今学者、 七ちろんある意味で考えτ二と黒ラーんでt

すね。ブこと之ば、／今＼中次唐でんという”と戦前の政古学I

老としてわりに私は尊枚していよすけれど’毛、俵の場・会・

トは、オ奮．力だけで立己代ネ士会の政右が。緯持でさるものじ’ヤ

1よいヒ、柿にけ1さり．いっていよすね。て・うい1形て’

け衆の鮒ヒいういに対する津目のイ士す、けバわ
れわれのケーベイの直接の先祖τ～と、思ラんで寸、けれ一ど6一、

そうでナよくて、いま世論詞査すれ、ば、天皇列支持バg0％

                          、レで’あるヒいうようなせ諭梱奮狂有仰、これと私は之ゼ写

者1ごヒいうわけで、いいう、／、ラ十よ理解パ吋け、日本

の．／鴻にはない、と思うんで’↑～軍国主的けで学者
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卜却にあって’う叶。いまでい’ ､1’・う酌の調査の

考．之方といういハ弦いですね。・

 もう1フの誤解け別にあ一1）ますけれど毛、せ諭桐査、

市場調査の本、これはデータ．の誤同、悪用以外の何もの

でもないと思フています、

国立鏑調査所崎代作事吋が、国立世榊査’椛ﾏ
には12本の調査を和州まくフちつやっていましτ二。1・省

庁ポ）ますから、倉名1本ず一フヤつてあげバ12本にナよ
る。’ 鮪桙ﾌ穴蔵伽祁は、桐査貴をどうい仰でっけ
るかというと、調むプマについて一論議を重ね、てう
いう、吃、はすよるはど詞司査やる必寄があると主計官か納得し

て、てれで調査貴ゲ砧に入るわけで’す、一

 ≒ころガ、われわれφテーマはそのと・ごにすよらないと

わ1・弓1よい。せ諭調査は．問題が忽こ1T1紬で’早急にそ

の同房を得る1こあにヤるのて’あって、何の調査かと紬

て、テニマご’とに十二分にオ重み上1ブて．、それで予算を清

末しているので’’はない。請求の形は12本の調査貴という

†こけ＝で、イ丁芝う二一マに取っ上け’るカ・は・その目半Jと、で一着た

辛いのを取1．1土1ブるという提素のイ土方で’す。いまでこ

イ、そういう子算七五つよすけれども、一当’吋は欠麦亙つ

’にくかフ†二…ごか㌧、初めに／2ネ州調査責バ八ると、

それをがμ1ブすることはしばらくの間全然規～れな
かフ†こ、↑ごがう、伍（方一にηりますと、 いまつ才ムニバ・

ス調査ですね、3ノ本ノかのテーてを／本の調査に人一 黷驕A

／ペジけ住宅州題、2べ一ジ川祇伺案／b，3ぺ一
ジけ何とかヒいうようすよ、そういう乗リ合いバス勾言回査、

それでやっていましてこけれども、12一ネ勿調査というのは
’い・右・けっτこ。1
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 世論調査とい・て いますけれども、 プロ／プラムサーベ

イという灯政官庁が意思衣足に共零1よ生のデーg・乞隼杓

る、マういう形での洞査ていす。丁こがら、住宅玖第ヒして

何と望むカ・、そういうニヒμあまりヤーらい・つ丁て。いよ

〆住もの窮乏の雌、．そうい一八のを見†1いヒいラ形の

澗査にすべてをしτこわけマいす。プニァごし、最後のと二うに

にいま往軟れしては打んは政府にイ衛堂パす杣、
そういうもめ芝フけいのようにく1つけプ・。・μ1†ん
（太、いいパのが／間入っているというニヒで、・何と

乃・納れτ1ヒいうこと打。

 フ。ログラ∠べず一ベイの尤・し仁カ・っτこのは、住宅にタ寸す

．る馳柊は、ビういう各観的紳かシ角・ニブてくる1・て’’

す。 当時け未食住の問遡を やフ て いたhけで’↑。 衣食イ主

ガ崩壊しているんて’’すから、衣食住の閃最良よりほかに取

り上け“るも舳1よい。い麦と巾’に、．レジ’ヤー、桐旅

行、交互争借バどうのこうの、それ七問越としてぽあり

ますけれど毛、そんすよヒこうまでとて毛国勿施策の重点、

ヵべ回ら†ハ㌧トがら、衣食住てごけという二とすタんで†ヴ

れビも、俵、衣汀ビは、毎年夫侯の号タ饗受げτ二つ、戸た行

ヒいうことは当時ヵ・らあるんで’すから、ハいう七のを

丘いカ・けてみてもしようがブハ．・。国民生活の必儒需要、

これを基本的に何に哀め．て、何を．剃査に加之’．て去・ぐべく

ヵ＼私は住も門葱を置いてこわげていす。12本分の調査全邦

で’住宅閃匙に駅’）組んでもいいのに、住乞問題．は／午k

ノつくい1し力＼やら忙で毛ら之けかフτこ。

 住宅ヒいう七川まあ・庵を使いますグら、どういう調査

結果けして毛、住欲策バ澗査祷琢で直接動くどいラ
こ川あ‡り考えらhい。まして、現実と非常に遮フ
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仁住も状況’を日本に埼㌻ムみτこいというのが私汀んカ＼の

当時のれて’す。吏納の建築研究所の人Tlらの孝之て

いろバ、†1と之は前夜分離、7歳以上の男ははヅよ
くとも別の寝室に寝二なゴやいけτよい・大婦を除いては、

Lいう就窄分離の原則というのがあるわけで’す。それで
ヨー口・ソ／くの住一宅政家は一’動いてざている。 それを日本・に

作ち込み1こい。圭μ引主乞すよど妬まってあ’らす’、互

間貫全て一民剛1主て’る住街中にハいう原則を持ち込
み丁二い。夜食のか離、こういう原則もある。同し’部屋てい

寝1土1）依辛をしてこつは榊ようじ’や1よ・いう・、これ州乙染

坤一の原因にllる・食堂は乍堂・寝室は寝室ヒい・ても・

現実には／つめ部屋で’寝たり起ボニ‘／、飯を食ゾてこりし

．てい1んです1＼ゲ寝使分離の原貝／を目柿すと〃ば、
い／I Dの国民バ1μそうい．1状態で満足している勿ヵ・、国

い声として1寝．依棉住宅けめる柿に粁1てい一／－1
は、建設省はどういう“をし†よけれ．ばいけすよいのか、

こういう調査に汀らでろを得ないわけです。

 いすると、国の予算として、住むと扮吏諌と歌道
の再吏とどれグー香大辛であるグといつて、30弟、ラ0戸、

30／・と、 そ”方がず㌧ とセ祷プ諦1査らしく見之る。 そ うい

うこ〕げり1こがろけれビも、住宅以並、住宅隙と
いいのをビういう、いに解夫けめてい／か、そうい
う試’、瞭データを集めるという二とは非常に困難バある。

けれど毛、官庁乃やる調査というめはそういうものでな

けれげいけllいという主張は、曲が！川りにも．一応通っ

ているわけで寸。

 ．国立世論調査所の如ま。†こIときは、穴蔵眉が国立世誘

調査．所に吋の調査麦を許し、そのク＼わり各帥調査予
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算はヒれ1よいということにし1こ。各省の桐肴女を国立せ

論調査所に入れてお1（τごけも仁’がら、各省はケ皮岬立

世論剃査所に行って、そこの朔査責を使フて荊査を六わ1）

1けμ・そういう町ゲブに
’ネ州の2，3年はそ．うでし．1二。各省け全部う引1将1

てさて、トとえば、農林省1ま牛乳の殺菌に。食バかかる、

そん†よに全～・か1てよで’雄）する一足穿ゲあるτごろうへ

どうτごろ一勺力・、高温でノ処1哩して／テ皮1茎冷即するわけで’す

ね。丁ごカ＼ら、2回の鯵料費がカ＼力＼る、上1ブる例と下げる

のと。ハいう、いにやフ†こ午乳は嫡効果としては、
初心シ々未して老いいのビや．1よいかヒいう沈カぐ当時一

却にあっτ二んで’すね、相菌の案殖．を防ぎ．甘えすれぼいい。

初めヵ・シ低湿にしてあ・けば、／合にぺ当初値段で／9
円くらいでしllか、・／円宇く1よ！）手間も省けろ．／円牛

い午多しけバ国民一の需要に合うのではナげううカ・という

飼査、こ．れは農林省が本来パやるべさ調査一で一すね。そ

ういうの去てい国立芒蒲調査所に粁1て、くる。害い方がい

い二川わ1）け万フていますれ。ところが、農林砂中

で♀つの意見バ判れていて、割れている雌を竹バ国
立世二祐テ調査所に符ち主ムんで、調査やらナよくて毛わかり切

っている、90〆の人バ高熱処理を佑い†こ牛乳グ）方を望んで’

いる、こういうことllして、農林省内勿反対者に帥茎
ヵ・け丁こい。そういうす1あに国立世袴調査戦利用してい

る。 爽にフま亨†よい1斉庁の汀わ張りめ†二めにせっかくの

図立の予算ヵべ使われている、 という二とは初めはこっち

はわか弓ない。一生懸布す動カするわけで’すね。 司令吾Pの

指示で、いいう熱於理をヤけれているといゲ悪い
ことはすべ．て司ノ宇都の抱策に結びっけるのバ当時の丸行
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でて1・ら、本当け司冷秤を説得する努力を．してナよいヒい

うこヒです。

 司令部バい1↑1ことはすべてはllはいお就ごいとも

ヒい1て引さ受けてさて、目立芒諭調査舳けと同し・

し’けいか。司令部けカで紀元節カぐセフかく町〃数
11支村㍗して毛、実花でけカ・1†ごし’一町いが。司令・邦

の無理解で’目榊国民の意句作稼して・んブ～といいTlが
ろんて’すね。

 もフて川1カ・で、司令刑丈ど”がと1．、えばI、当時・

司令部の世論調査閃／采者は、パツジ／一㍍は改古家マいす

けれど七・そ（L手力・ω人はみん汀理想主灸肯ですね。．ド

がら、了メリヵ（疎府稗閃でやれ何ヵ・っτ二よう†よ・理偲的

岬査と行政と雌びパーういハのを日本て’吹現
．し†こい、そういう意向左．l／常に弦く符1ている人τ1ちで、

税制久革すよんカ・で七、アメ？カで矢呪で打よいよづ†み理

想的な税例を臼本に持ち入みτこい。r却け急進的汀、ど
ちら力・というヒ、左翼采税の．アメリカの脱奈看バ目。本に

理想を求〃）て、日本め司冷却にもぐ／訟んτごといラ定情

ガ片方にあっτこわけでマ。そういう八列！7の巣窟でも

、あフてこわけで1す、民間併叛邦は。rごかいビちらがとい・

えげ、私朴い†江場アよ5㍑人仁らと≠舌し今之は、二
ちら”一いう柿に就任で汀（と思いますね。とこうグ、

説得の傍カは一切し汀い。禾己元節は天皇別復活の基盤き

残イbてるkめにわれわれはヤり仁いと肥って いるんτごが、

†二ま†二ま川を国民バ文粁し仁、だカ・ら、調査結果を尊

重しうヒ形の上ではいっているけれど毛、せ諭尊重は形
の上丁こけ（話で、実1ま天皇制恨活の基盤をフくリ↑・い・。

官庁稀ご棒にセよ、イ可に一七よ、そこの上に主フてさ丁（わけ
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ですり・ら、そうし†1いわけてIす。その二と芝ま†かr々

刑1い1わけにい用い・私11本当は司令升の占硬双菜
に反対である、ヒいうことにびつてしまう。丁ごかレいわ

ナ～いわけです。し11方くって、司令部グ．正しい意見昨放

し†こという三と†ごけを一いう。ビこにでもそれはあフτ㍍

 そうで’灯いんて’す、司令部バめてい仁ことは。一面

でけ確カ・に占領政策けバ非帯け／喚／しして、I残く行政

の並二代イヒーの方■向を・チェソフし女官め↑こバ、それはレットソぐ

一州とウ1・ら・朝鮮竹れさか1です糺朝蝋争
ぽ戦時体刺ていすから、レッドバージは七ちろん戦争株剣
準備の†二めに泊め一rこ二とですよね。戦時件串リ下．て’言方曾の

自由州るわけ州よい。か州声1飢し・1ここいま雄ヵ・で

す口．ての前の司冷却という舳衣していて’は～・っ↑1

と思うんです。

 それはいろん、官万機構Lしては賄賂しいういハ
横行し†二、そういう二とはあイこでしょラ。何カ・の口実

にするφに、これを司令部め主張のよ・う汀形で’押しフけ

ろ個々。人間は毛ちろ、んいてこわけです。γごけれども、デ

ータに墓ブいて議論をして、正レい丘を星んぐいさまし．

ようという基本姿勢は非常に強くあフ†二と．思うんで林。

ハいう議論をし†！かつ仁、ブる前1・ら柱らめていTl

といケこれは日本人1才みないま丁ご・てそう一で寸。自然
孝十字ですら、データに基プかナ8い一恵見が稼行するんで’す

グらね。ネ尤会科1字の分野で、ネェ会科学というと誤解榊

ますけれど七、新しい言業でい之ば、人間科学の・ケ河で、

データを徒侠することで’人間の問題を明らかにマるとい

うれは、非常に薄いですね。
 30午の間あ・ま之何㌣ってい†こといわれユすけれどIも、
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悉戟争闘しτこけれゼも、何七効果は上がらブ8が1仁、．白

・かヒしてはそう、恩フ7いま’ ｷ。

清水 3◎牟ですか、中央澗査杜に行かれ†このは一一一一1・。

ヲし尿 手ム、 いま＝でも中央澗査、ネ上皮ということで’関イ糸し

ていますけれども、中央澗査は2ラ年トでく丁こわけで’す。

いまで21年目で、仏カ峨後、調査の世界に八フ丁このは22

打すヵ・ら、22柱ら調査パ民川土手はい茎で毛・引さ

系亮さやフているっもりでいます。

清水  中央調査社というのは崎専通信の調査邦のイキ争を

引す系産いぎごと一一㍉

炊杜茅いうですし、組織いって’すし、人間七そ
うです。時辛3亙信の調査室がこれまk千斤報局と同・・じで＼

外地を列さ揚げて帰。てさ1・同釣人†1うを共同と時事
Iでラjさ受けブよ．さやいけ打．いわけて”、丁こん丁こんイ士専以上1・（

人間バふえる。占領域各／隼にばらまかれてい丁・向亜の

言乙看バ帰・てくるわけていすから、商売一にガけう†バ。

は全御通信社の仁多め中に租年入れllわけていす。そめと

さに1、毛．ちうん時序・割書万人は時事通イ言の桐査のナパ3

穴祇の調査よ！）先丁ごといいますけれど毛、3尺細ぐ華々

．しくせ諭調査帰巣を祇衝に併る。吋辛通信の場合には、

新剛ニテ9は足侠で††よい。新剛11ニュイ・左提侠すI

るあは共同の仕手ですカ・ザ調査データをとこ1・に売ら

1はヤl！らηいという二とで拒よ1丁ます・丁こがら・責

粁調製という二とに一番早く飛びフいにと1ま雁かです1
当時は、われわれが国立ていやっていますのは行政施奉

調査といって、世論詞査じ’ヤナ川。世論澗食・は共同グや

って、芙向が各紙に配信する、3た祇は臼れところでお

や’）にすよって、地方紙はみ一左以同から夏フて、自社詞
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査という形で’紙・面を飾っ†二わけです。新開に夏フてもラ

えないと、客引こしか夏フてもらえ㍍い心官庁に、夏フて

いうこといると、い圭までヤっていま一ｷプロゲラム
サーベイという官庁の施策の改善のτこめのデー9の提イ共、

三れでな（てはなら†よ．い、τご勿・ら、われわれのまれを一

番先1こしτ二め似時卒逓／言で’、／0年間同し・ことをやラてい

†こわけて’ Dす・

 穴蔵省からあ・全をいって一加州うちは穴蔵劣く
らいしか汀い。穴蔵省け各省0）調査一予．茸といづのを全部

押さえて、調査や1け1ければ、国立の全使込、初めの2，

3年でその辰則が崩れて、われわれの12本分ヒいうめは
そのままで’循之置ヵ・れ、．そめ乃＼わリ、合有にどんどん調

査責が八フていフ†こ。その調査ヵ化二まで’いい桐看1～・

アこヵ・は疑問ですけれど毛、ヤはリ戦前の調査の／確に非

1、転に族く傾斜し†二調査バ各省のナで、順次復活し†ことい

う、3、うに見るべさでしょう。

清水マーケソトリサーチという州ま・、昭和句竿ゴうか

ら、3女～36年ごろり・ら盛んにナいて二んでしょうグ。

九尿中宋詞査ピ1くる段階で、いて一アテ1ンゲりサ
ー千という考えは強くありましτ二。・中央詞査フくっでこと

さに、部長～／。いまして．、／人は私で、調査茅！邦表。

宰z却・長は、新開、マペメディア調査を受託する。第1

刑丈、官庁、l11・明立でヤーてい†1㍑ままパ士争亭

引さ雑ぐ。第2音Pと一いうのは、マ又メディ了を在文主k

して、そこカ・ら剃査を受1主しτ二。世論朔査は3大ノ約ま初

めヵ＼≒華・ぞしくやっていましT（げれども、マーケティン

ヅリ寸一チ剛采の、合新開社の広告局の調査の組織は一、

初刷用い。禰集と圭って、支局、正信邦、そういうも
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24964

のと洞査に動良するという．カバすよか？仁6

 仁から、・広告局の澗査で↑けれど七、広告．局の調査は

いまの紬洞・査ですグら・初汐）からこれ岬粥査です。

字3軒、これは企業、いまのマーケティ／グ／サーチて、

一す。マーケティンブ’り†一チとはいえないような毛ので’

．すけれども、マーケティ ングリサーチ6そ七ぞ毛の景初

け22～2年ごろつ・バう才）つまず。

 しいうのは、当時、惰板収集葎跨が破壊くれて、末浦
小売店で何ガ石れているのか、いボよら系列／」・売店かう

の情赦でフ州る末端の亮れ！プ、流通一彦路、在庫の状

況、．こういう七のバ全く・本ネ上例にわからない。つく．つでこ

い～迎春別こ丁ニエっている川・、消教者”手・に渡、

ているのが、ハいう報告をもちろん・」・売。店に七ポあて

．いる。小売店けバh．いう調査票に記入をして進1）迫

して〔、てれ神テいれる叶キ年かかる、これし・や

ビうじようポよいから、お’まえのとこ．でヤフマ〈れ・、フゴ

／・ら、分度はけわれが調査察差持って／j・売店に行っヤ、

グ・で売リ上げ、師坤いて、そいメーカのい
†～〃・I 迥ﾙ柄列ですれ。それを符フて帰ラ㍗て、報告を
．して一あげれば3ヵ月てべでざτ二という時期似数年あるわけ
ていす。

 いまのマーケアィーンゲリサーチと速い、 当日手はマーク

ットリ†一チ、 ま†こは市場桐査といっていましτ二。当時

のアメリカにはマ’ケ・ソ1一リサーチという言案と、 コて．

一シヤ1レリ†一チ、商業調査という言業バ赤）・11ましτ（。

戦影の日本で毛呑采で1す澗査部を杵フて、 そこで官庁・情

報を集めにり、官フ了季えラすをヵ口工じず二つというこ．とをして

いフニ…1い1二とを了ハカ壮菜1辛匂㍗稚部門
             33

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



でやって、プこん丁～んそれバサーベイというす向に秒行す

る、 そういう血ネ主のアメりカの企業の笥司＝査のこと乏そう

呼んで’いに。そういう形では、戦詞からフーっと。タ1さ紀く

の七ので’∵す。

 マーケティ、シク“ll†．一チといラ右前に写フ才このは、日

本マイナ／シブ協底パ32引こでさτ・・そバラかい
ういう言葉にηフす二わけていす、中央澗青は最初か5月1こ

／回、「中央調査躯。ヒいうp K訳皇土していますゲ、そ

れに「マーケティンゲリサイ．。という言業バ出てプ・
のはヲ0弁からぐす。

タ青フκ テレビが汝含まフ仁リ、糸委肴の高度成幸ガ産んプこつ、

夕川時期、日本の市場調査残同バ．アニくぐ人ふえましτ二ね。

九豚テレビの択速～言ま・1二のは28年で’、私、麦†ご国

立1こいにころで’、高度成長とは少し離れていハ、しク・
し、 アレビう文主．カベ十官‡ ！）、 ㌧1よl lよ広告隣†代＾来る ヒ い

うめてい、亀通も調査部門の依一え1㌧に舞1リllしましτこ。

いまは専塚に調査†三’けヤ1っている人バ屯五にパ・・人く

らいいます1実務澗査稀岡では／00人の従葉員才色之てい

るところけ2っ3フしカ・ないでてヵ＼ら、日本ビ中うの調
査残関の促末長庄弗集め仁めと定質的な貢ε柱らい之ば1

電通ニノ社の調査却門の方（カバ上だと、思います。 そのこ

ろの電通ていは、ネ土気に神’肋全を土してテレビを貫わゼ兵

しアニ∴当時ま1～貸しが1†・ですからね。「毛吋戦後で’は

す‡い」というのグ、程済自考ηうτ。い文つに汀フすこのが

引合で’、 その前で’すがら、ま†三戟考乏で1す。私バ毎日ネク

タイ締のるいにナいTlハバ卿コ2けて一1、それまでげネ

クタイ†よしでビこトて歩けγ1。兵隊脈て一、帰って亨て、

兵隊限のままてい実にの㍑で、六変よかラ木ごてブ。いま
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1こって、私ネタ9イき、いで↑。作はり／0代で身につけ

ナポい七の1よダメ打んで㌧すね。

 ・その人τ・ちグやっている†場調査で’すから1全ヲ舌又需

物買†ごけで’す。 いまのマーヶティーングー若～3c年ヵ・ら

の高度絃肴成長時代に何フて、商，皐の持っている情依価

値なんてことバいわれ始め、それで洞査の中に毛価値意
識所†（いな七のバ非帯に弦く取り入れられるようにアよ、

マ、グゲ．ツトグ1レーブとか、心的竹㍑1て、哨
貧者貢粁を分けいやいけ†よい、高度成長と前後して、

そういう問題意餓ゲ符丁これで衛しτ二ね。

 †ごけれ．ど七、 それはそ・ういうことバ共要といわれ†・と

いう二とτごけでして、†ことえば価値観バ〃様化し・↑二のは

いま．勿ようば二といいますけれと1’も、戦前↑こって価値規

．は雌1いす一ぐ一ソすリテ／－！い1言制1・そへぞ木
の人ヵくみんなそれゼれ左う意見、価値観を持っている・と

いう二とをいっているんです力・ら、ゼ．れピれ2プん1よ左う

価値駈持っている二と剛蓋い†！い。τこだ、ある価値

観と持っているのクグ1レープヒして一フかま之られて、テ

1・いう価値駈対象1こして紬を榊すると、それがあ
る規模の需亭を病プこすものになるとい一つんで、初めて価
値種見め汐チ泉イビ』とし1う こ と 外、 マーケティ シグ’リ ブ ーチ句

中に取っ入れられ†1というすごけで一す。’．

 取∫）入れてから毛、舛紬価値観〃様性を稲がくと
ら之る努力をし†こかというと、調査の基礎科学とぐれる・

請科学、†二と芝ば梓済学、で’考えられている人間は、最小

の対価て長尺の葎済価値星手に入れ仁い、．そういう、？・う

に合理的に商昂き逸択寸るいであるという前提め上て’1
あれ一†ごけめ学問バで亨」ニバ．フてい・5プね。そこで孝之ら
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一れている人間は†帝に抽象的な人岡、人間学ガなくて丸、

仮定て’さるようけ人間て’てね。葎済学者か柚毒的に考え

れげ、そうい＾のレか仮定ぐボ8いとい一うてミ’けのい
でし．よう。

 それけ社’会学、心理学、みんはそうです。人間ヒいラ
孝之バすよい。調査け笠I ､。戦前の社倉調査の場冷は、イ
ヤ、llス、 7ラン又て’ネlL倉朔・沓が女含まって二そめ日守、占、で、人

間生活と一いういか1どういうふうに貧乏パこハに中がめ
られているが。丁ご1・ら、社倉閃趨ω調査といつがフこう

で推1つているわけていすね。だグら、人間ヒいっ意識が

舳か弓あるわげてI一す。動物がえ寸を食うように、メ・間

がひれれ剤・し㍍†ればllい、そ．ういう’孝之はな
いん下イね・

 ビころゲ、日本ハ場合は、杖貧ラ麦とか、そういケ社会

的変革を程でいまゼ1んからご・‘人間というも（は、だれτご

ってみん以需仰尤それに肌九てtlる、衣例圭と七飢

之ている、何かえ㍑ヤればいいという考え方てやって
いるわけでしょう・人問というものを探す・共要が†よいん

です。動物τごつてひもレ（す8れば之ぐをボめて歩く、人

間だってぴもじ’くナよれば之寸を求めて歩く。それは住宅

一吏築珂究所の人ガいろいろ抵柘じず（、し†こけれども、

最初に・でざた郡彦住宅1よ、雨†え隊1／込れきヤーそこで

募らせるという考けで；すね。ウ付小屋という批判を

日本で幻1す．るようにナよ1いポ最近ハことでポて、
基本．的にはウ†ギ小屋でも六ノド屋でイ、 ないよリいい、

稀勿下で幕㌧している人毛いるという孝之方の住宅です
ね。

 人問生活がそ’ごて惨」まれ，るというふうには求めていぢ
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！∵、いま’ A公営住も1ぺこれじヤ妹五ゴる、3LレKボ最
。ト険度、4LレKはいやいけ1よいびんていっているけ

れビも、4LDKと一いって毛わず’かに7oか馳平米で、そ

れこて鳥小屋れい11千畳チの部屋を3つフ〈1て外
とこうで一、そ二で人間生活が営めるか、こういい丁こい。

堂か†よ時イでにい†二といっても、住宅。問題はそういう白

本の貧しぐの後1童社1ぐ非倖に蔵く穴1ているわけで木

 丁こがら、価値観の〃採他何んでご。とは、それはマーケ

ティ1 塔Q学者ナニちが、了メリガヤイギリスでは二う一やフ

ているよヒい1て、日本に料地．／。で・さて、臼・かの原稿

ハ種、メンの程にはしま．し1・が、そう．．いうことパこめに

企菜が甥カしているわけけすよいで’すれ。いまにプよ1て

夫τこ、情報1西値ブよんて二とで商品の値段を・プ1上げてウ

寸こそ（ころの二とと青々，しく思っている人仁ちバ、日ネ

バ商品生産はむ丁ごが〃いな々てことを改杓ていい土しτこ

りすると、結構苑得カバありますね。、値段をつ1）上げる

ということには確かト天変協クカしていましτ二ね。

 私、中米詞査を経営している場合、．最たハ眼日をどこ

に置いナニカゾ．いうと、どうすればヰい値段で姫なデー
．タを定供でさ・るかという二とでしTl、、そういう、〕、ケアよ説

得が卵40年くらいまでは社内でで亨ましたが、4o年（
らいヵ・らドんドんさ力・㍑（7川まり㍍高い料金をも多

フて高い円糸倉を払う、 その方バよフはビいい。われわ牝

は何も公共辛末や。ているので’帥い、ネェ団法人1こがら・

多ヶの公共但バ†ふさ㌣いけ行いか屯しれ†よいが、つり上

げ’る丁～け伍般をつリ上げて、それで㍉ちい月袴を弘之、そ

い経営君の利壬で．ある、ハいう㍉非常に履く1よ1
てざまし．丁二．。仇は伺い．ちの老い人†二ちすごけバ変わフ
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†こ（、ではtよ（て、30手代はテーアレーバーじ’ヤ†よいけれ

ビも…るべく守く、必需品パ艀を満†・すという竹〕
で孝之てい仁人がま†ご〃く残っていよす。

必需．果にはマーケティンゲりザチは零、らない。住宅

1hい振立まで’、住宅．公団の師家州題が駁がヰはし
τこ川よ3年前でい、それまていはどんなに高い家をどこに速

てようとも、必す’、／、才クフ↑・わけでしょう．住も需馨と

いうものは飢餓的ブ享需亭τごプアこわけで’寸ね。住宅でIあり

ごえすればいい。選一折の余地がない巳住乞が一着最後ま
で’ c・τ■三は笠いないけ札ど毛、ヌ0年代とし1うのは衣に

ついて毛食について毛、まず’そ作’11．二と思いますポ

 デーン乏束レμ産を拍パ1のは12年で’すア束レの
衣料レらの調査は時辛通信が昭和2身与ク・ら手グけています。

常ぜ当時ナイロンの調査バ手グけられるがというヒ、織
稚の種別バけカ・の繊維は消貴名に答えられなし’・。木綿丁～

といフて毛 餓雑の品質表示バ制度化されTて川まつい
・最近で’しょ一 ､。木綿だと、思っているγごJブであフて、木綿

紡のは丁ど肩をとれ↑～け買っている舳ということは消

賞者にはわヵ・らすよいわけで、ス7人リ、合成織稚・そう

いう区別バー相こはイりしア戸1㌦
一ヒころグ、ナイロンは東洋レーヨンた■プバつくフてい

まし1・から、束1羊レーヨ．ンのマー7州1て・いろ二とで・

これけすイロンという二とが消費者にわ力・ポすイロン
製昂でそういづ毛のはナよいと、東レハ保証二する製品グ、・

製品別、餓離別に調査すると出てくるというような脳
バ〃少i・哀発生’する。すごけれと“も、すイロン製出口という二

と1千～に調査でざる。

 すイロン製品いちろん．共需品と一して允してい多わけ
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一で、稿にヵ・」 墲?七のτごと’い’う．宣一イえもあり ま しτこグ、 当肩手

馴1いうん看て†8い。桶に一ﾎする需要の一都’色より安

く徒／共ていウる七のとして、すイbン托下という必稀島が

公て汁。当時のすイロ／と，いういは一いろん文久ぐ

一点、張ザ昭和・・今に買1ブ1．ナイロン製の手袋を仏1ま

だ使フている。全然傷打よいですね。大ギ用の千袋と
けかに買いまし十こけれど’も、日常生活で町歩＜と才ばず’

フとそれていす。

 3ユ年に了メリ〃に行きまして、7／llカで’ダクロンと

いう餓雑バ初めて製品㍑れll。いま・の外ロンていすね。

帝人と車レ（両方で’手ゲけて、向こうの商県名1まダクロ

ンざすバ、 日本で’け千トロン」いう。了メ1ノヵみて・・げ1ま

何げ1てこい・1τ1－11れと七、τトロンハワイシャツ
だけ買ってざて、これは．丈夫11という折り紙フげから、

州可れれ1．1ころうと黒フllけれどポ／村ダニ！・
1こ†よつましτ（。

 ヲO年イてというのは、全く必需品でごけて“、ほかの調査は

等らナ川＼フ仁と思う。てニプ三＼フむ亙葎勝の再吏の適中で’、

い1で’こそ、問屋例度毛復れ㍗ていますバ、戦．前の
問屋制度が戦争のダメ’一ジ’てつ．！lれ、メーボバ問屋稀

熊毛臼かで引さ受けゴるき好打かつてこのが、20年代で寸。

†こがら、当時のマーケテ1／グ調査という一のは全く門屋

イ青幸艮の撰一侠です。門屋がないから。当β守の大メI一フターは、

自動車はま㌣興フてないです〃・ら、秦屋寸んと家1雷メー・

一ヵ一†ごけです。．そこグ白／かが問屋づ幾育巨と・引さ受けτこ。問

屋1よら特1ていろべ’さであうラ併稼ま自分で集め仁とい

う二とで寸一．これは榊毛必帥であればあるほ’ど∴問
厚情釈は共零アこつブニ。それを」てういう形で求【めていてこの
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グそのころの企業の支隊の調査需要丁ごヒ思いまマ。

 あ・菓子屋さんでは駄菓子屋という勿が＝でごくマんある。

砂糖“乙検刺でフ、ドれまし仁けれども、復活しτ1。㌶

ザまホ1リュー会、重量が書い。丁三から、地元で製作し

fニナバ盈棟責刷がヵ＼1・．州い。一その中で全国メーゲぴ

あ・策子の販除けごうやって広げるが、こういう問題もあ

つ†㍍

 あ・菓子’屋†ん・の場合には早くから備裸仲値というよラ

tよこヒに飛びっぐまし仁。マーケティング1脇倉フくフブ（

とさに、一番有力メーヵ一け明弟装束、2イで目勿会長ブ

んが明冶製菓の人です。それかシ森永、．．そういうとこう

のわけてい↑。千ヨゴレートと食いうの1ま、噌．仔品で’ク）って必

需品でいブ8い川・、20今何カ・ら千ヨゴレー←は出㍗まし

ll。星俵貴州・カ・ら†1（て、単／四の高い毛の、単価バ高

ければ高いほど、一t般貴のん重が麻1てざま寸が弓、そ
ういう七のをあ・葉チはまず未めブニのです。

 ドから、問屋情報にせよ、メ・需品の需要にセ1よ、これ

けみんは生物的は人問の釈求であ。て、人間り欲求’芝松、

うものでバい。植物rl’って末陽の射す方に禄を伸ば’す

のと同じ・ように、必需需奉、紬を新二す11川11よに

ト群ゲるという、そういうようは需要で’榊。

 だから、マーケティンゲりサーチヵべ人間き・無、視して日

本で妬まったのは、当〆といえば当然て・、マーケティ／

グ’11サーチに人間研完のデノタを瑚符す るには、 その辺

1まご’っいにして考えてはいけない、マーケテ／／グ’リ

ザー羊毛／日に何本、手間で何百億という澗・重が行わ作

る。何百憶というのはかガ／ハ・かビす。国勢調肴を昨

今や．りま←仁・人件貴11列で千1れども、酔稚責と
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い1．のは国の予算叶イか一1ク0億しかない、けで’悉宥

調査べていぐるわけで一す。ゼれ1こ匹敵するようは市場調査

へめお全がいよ、日本全国では宏ているわけてぺすね。そ

れ↑こけ潤沢な調査貧が8）るん，たがら、 ヤこがら人間珂完

のデータけ、てくるはず’τ～。

 私、もヒわヒ調査と推か†・一のは、それにょフて社倉と

一いうい乏勉強し仁い、ネ土和解明パ1めの実証的デ㌧
タを槌．供しτ二い、ネ主含は、毛ちうん人間バ構成している

の一ていマから、人間の欲望という毛のとネ±会の制度と．いク

も舳どういうハに矛肩し・あっれξ．を延こしている
か、その制度をゼう．．変之ていかなさや．いけブよいか・すごか

らあくまてい人間ガ中心で’当外て’ある。戦前’”ネ上含。調査ψ

伝統をカ少とも知フている人は、〃んいう思っている
．と思います。そういうも．のは紋辰のいにマーケティノ

グけ一チでは冷て去られ1千し、世誘維でいぢう一ん
で’す。

 新開社の場合に、いよ世清調査というのは者のす分の
／毛やって1よIいで’すね。夕）あいうねけでは、民主主義

’という神話、「民の声は神の声、という神話、いいうもの

1こ寺9かかってあれ丁こけ等々しい商査右勅をやっ仁とい

うご．とは、当然いまのよう㍍帰結に至るすごろう、われわ

れの朔査の悪椚、誤用、調査にと1て六変ぐあいの愚か
つす二二とτごと、当時から私、いうわけズす。†～から、皆’

さんにいやがられて、 あいフ にしゃべらセるなという 二㌧

とにnる。

 餅覚であるニヒは打ん毛承知フしていると、迅う。丁こグ、

錯覚であるとい，1にんで’は、．一いうば1・丁よごとが1いく

llいよる一デかザ1け、っていけがはでで石’グう
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い。ノ＞すよくヒも一生苅査やるっ毛りは㍍い。自／かが言回査

却長れざ1二句をやるカ・ヒいう2年い3身川という
ことで’考えられる。そうすると、ヤー一げつ1主日．を列＜こ

とをヤり†こい。それが詞、査の碁碇を養うことになろうと

1よらなかううヒ、をんザとは11が州これ1・が考えれば
1一

Eいこと．て“、ヤはり成果ですね’。

 す二と之げ、マーケティンラ“リサ丁チ彬倉といハハを

私、一生懸命に1よってフくllましτ・。ハいうい川
ければいけ1よい、業界団わくあ・て初めて葦堺がせ川ン

に公認†れTこということ1で、それが六よいう引ガ調査業

1よどはどこまでいフてハぐりの業種である、早ぐつ＜

ろう。、無理にっくっプこゴらいバある。 っ．くフ7みると、

そこていやらパやいけない二とは、調査俄閃を育てるこ
と、調査稗閃プごフて月槍払十フナよさや稚打でざ†よいで’すか

㌧。調査残図柄危バどうやればや1）やマいるか、こ
れも当然協会の／土与1こはる。それヒ、リザーチャーを着

てること。日本の尺学といういは、ご承文口のように、

企／の卒菜免杖の発行所に1川まし一11から、にで学問一

を育てているわ1プで’はアよいでイれ。りサーチ㌣一という

のは学者しいうのとμんど同意諺で、’リゲチャーで’

なければ、サーベソがIて’さ川）けが汀い。†こがら穴学の

学問の碩句とは無関任に．穴学の課程と終えて・ポこ・そう

い㍉人間を星択し、集め、てれにりサ’チ㌣戸として’の
生け左伝之1・い、リザー子ヤー乞膏てるという／土ハ・

協会のイ土専にす8ります。

 それは亨同査機関そのものバ当’ボやるベプで’すけれど’毛、

洞査俄閃は右から庄卜注文を二すよすのに三皇一われて、とて

七ビやないけど’、宇た学木τ二とゴに将フてい†こもの差入7
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てから1 Q1，3一カ月社内教育して、一そこで’速し†1・jく率、そ

れ．を10争使むう、こういゲとで精い一・ま㍉1でI寸。†ご0・

ら、協会竹でそういうリザー千ヤーを育てる／±卒け

らいやいけ†よい。、朔上磯閃、リ†一チャイはかに澗

査㍑いを育てる、これはだれいわってナ川ですから、
それも当然協会ヵぺ引ご’�ｯすよ㍍いけない。

 その3っ芝私は初代理専希としてカ池し†（。々れで〃

ん剛二稔又カンを食う。伺いっているんアご、調査桟肉食
え一ナよいで’困っているし’ヤ†よいφ・。当時、すよぜ協会バで†

†二がといいま寸と、石1由／っソ7の後で、マ」アディ／
ゲという川ま、いままで6度1／板グら極沸に．下降し仁。

伸年というのは、了メりカの調査僻関が年間て’受注し†こ

調査量が㍑前の年のヂ分に／ハア1年です。日苓で’い
一ち多んでうです。調査僻．関みん㍍ア・ソファップしていろ

わけて’す。

 私は伽／0舛七郁・ら脇友乏つくケ．うといフでいま一す

カ＼ら、 フぐる㍉っくろうとみんすよバいうのはクジ、クJ・㌣で

六変色1ぶいとは思いま．しτこ1アれビも、この飢地しては

っくれ†よい†よと、迅うからっくろ二とに賞ノ戎しましてこ。 フ

．／りましτこが、注文バ午域して月検バ弘之’1よい、これを

ビうしてくれるんだということのプこめに、盾†ん筋合フ
くることに賛成し丁二わけゼすφ・ら、調査を青セようの、

リザー子ヤーを着てるIあ、句あ才ってのこといっている

んにと、ど’うしていういう話になるわけでイ。
 その3・っ乞やらアよ5や、業界の砥他にならナよいわけぐ

す。調査．機・閃バ白ノかのところの膚kゑに月表参を払・ラηは、

これは企菜傍カで、それ1ま．各澗査残閃で勝子にやり㌣い

い。そんす8二とのアこめに、政府が立資をすうわけう、刺
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皮をっくろわけもすよい。飲綱メーカー㍑ら、政府トノ王一カ

つ＼けることいいぐるけれども、われわ牝零糾よ、吹けば

雅、ゴよう㍍一グにまりが政府に月カかけr二って、鼻先で吏

←1れる1こけの二と、・何の援助毛多は士、セ’㍑い、そ．んτよこ

小いまでこけ明ですけれど毛、夕午前はハいうこ
とのに州二塙寸ん協会を工・っ＜リにすよっプこわけでイ。

清水 箱詩的に多少ダ’フ’’るウ・もしれまセんけれど’も、ケ

後の展望をお臓いしよす・。

ル尿ヤつげ！／帥、に返れという柚象的ブヌ言い方に州

麦しょうか。調査のせ界1ま二棒分4bと1．1う形ト、 いまな

っている。1フは生物学名ヲ行人間の麻衣、々れ乏どうす
れ．ば満I 撃激[るカ・、それを人間岬充伽にしてテークで未
、叶い、そうい仰の調査で’、これは代替テストという

形に州打。仮補’を2フ兄セて、ビちらの方バプバーし

ろいと、恩うカ・を開く。†5ゼ’ま、もしろいカ・はいてい“

初〃）からa）桁立通往州こん1～んあ・て、最終案としてハ

案、峠にレ．ぽ’られ†・、ど’ちい方が〔中カするであう

う力・というとざに、け2フを兄セて、どちらを先に見
6ヵ・、どちらのゲバそ二でいわれている二とを、 ！姐間

t二って再調査して覚之ているヵ・。実物を示してそれで盈

ばせる、これバー看いいわけで一す。

 Hいうザ／方の一着’のグどは、口！．幸生幻・タ離れる

という二とてuす。アハの場衝で’のテヌトバ青果、h

いういバ昨生加中て灯1して争当す今のかじ1よい
のカ・ヒいうことけ、律11ぺ帥惟です。
 じ峠うτ・んを見セて、トど’ちらの柄の方バあτ汀（はせヂ

グ．」と開く。Aという図案乏好プよ人が1メ。〆あフても、
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｛I 轣Dh’いう図案バのいくれば’危れるということ

Hま、バ“しいいい。兄て柊し’がいいれ、それ芝
1買うという二とと1追う、ザて臼伽置／却屋力くあう
わけていすから、 その部屋一と冶・，うか合わはい〃・という二と

け、寸二に兜てデザインがしlIし．1ヒいう判定とは左い5す。

 だから、どういうやり方牟するヵ・と｛1いよすと、てれ

ぞ’れの柄と星ん．†～ものの中がら／σ人k／人の割合で星．ん

†ごものを進呈する。 その進呈する†こめのレレレう丁こんめ羊差

責一は、調査食μ凍せぐれる。「あ1よllガやいいとし

て、ビれがれ’†1け一番舳グ・と閉・／。伽才がり帝

生活、㍑人の呪突の消・童生活パ中11根と持・τ1盈択に
プ8る。

 プ又／バどうすれば昨生活の楊に迎い状態のデータ
を徒侠マ“さ るか。 これは．すべ’て 「テス ト法」 といフてい

ますけれビも、そこでは人間研究も何もプ～い。禎栃が1丈・

陽の方を向くのと同’し’ように、済貧者・バど’ちら餉い寸・

ヵ・†こけが矢口1け1い。．㍑ことでデナインの衣．幻で’こる。

 わ・ら中ることにそれをヤる．。こういう床わんの形、こ

の†1ばこの包装一包装フていう舳2つの肺バある
わけで寸。／つけ†・ばこを保護する、い1フはあけて
尤すとさのイ更利さ、その両者は、ヤヤ矛盾する粁住で一す。

柵からいえば、．か年入れ’て明し仁ふllバでごるの
バいい。そのかわり、．それはポケソトに入れて特フて歩

きにくいし、取／ノ土すとぐには、一々カか喋るつ ヤの両

方の矛盾し1こ放れどういう形てい調和㍑れば、一着そ

の巴装rlばこポ買わすカ1二はるか口こラいうバ、／1う

いろっくって、 そナして“芙隊にテストする。

実卿肴沫飲料を」フ／つ、て・、・．l／れ㍑Aヒい1納品、
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βという試作品のど石らの方グ味がいいカ・、肴・）バいい

ヵ＼それをその場で間＜というや1）方もあります。もラ
とあ喰をかけて日常生活に並い†／で’やろう一と思っ仁ら、

内方の試作、易を／0タ㌧又ぐらい祇洞査着の家に置けはい

ピ1．／月す二1てから昆．Hコく。どちらがよ1／夕く使わ十し

ているφ＼げそ’れと†こくル値っτ1表がと’’の’いいの

率がということを見れば、マ（場で省疋ませろより、ずつ

と日1常生活で好・まれるll’ろうということめテ㌧タ11並く

川ます・一ここでは価値観も何も門超トしれい。てうい
う ことを一切抜さにして手1J用てうるデータ。

 それガD才人向ウη川ま、マの楕禾ノ晴扱偉で’T。ぐっ

さの世論訪1禿と同ビいに、〃牧は多数・であるというこ

とtごけて’’説得力にブよる。 多数．の意見a）オバ国としてそう

失めていい衣児で’あるというふうに、矩終的に孝之たバ

る。白ノかの計画の中に、デーgがビう取！1入れられるか

という、一データ利用一の場ウをす女さに、大ウいものをその

まま梓帰〕すればいいという形で、データが使える。 これ

を弘け胆季納データ州刊広といプ7います。
 もう1つ、微調整的データ利用と毛呼んでいま寸。清

涼依粁なんていnくτllて／lいんで’すね。あれは6
どもと代田丹で、者Jヘベ行って、∠上、の岩から湧†由る清

水を倣ん1～、そのとごに尺変あ・いしがフ†こ。・ところバ、

いまヤブ山の頂上まてい万乗． ｡牝、清水、帝列η傲林水、そ

ういう毛のは郷愁ピしてしかない。それで人工着色粁、・

人工のにお・い、味、．そういラ毛めて’清次1飲料といケかっ

こうiこして、これは清水舳’帥口ですよというものを待

伏すれば、そのあ’が用い1へよく売れる。清涼倣粁バ

売れ一て売れ以ブニって、日本人の速度の噌地に何に
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’もナー 宴Xに十よ’ 驍墲ｯじゃナよい。むしI ､マイ寸“影筆の
すグはるかに承いわけて’寸。

 まして、清涼依粁のびんを！リッいレ入’H二するか・

。λ，合入’ジにするか・／れんの大．さ列1寸るか帆てい

うこ．と、ビけヵvれバ売れるグ、メーボにとつては
穴牟十月遡がもしれないけれど毛、ビ’’うで老いいことで’

すね。

 そういうことは、リコーの市村清ルて方がいまして
ね一、府名な松下幸え肋と対比して誇られ↑・葎悟の神様。

手ム、 その市方寸†！）にしがられ仁こヒが・ある。「マーケ・ソタ

ー1ま世息レを考えちやいけ一一すよい・ってね。世直しとは関

徐†ぶい．、企菜のネ土倉的責任を云々寸るすよという二・とです

ね。充れブ之すリやいいんでご。どうヤっっ↑二ら売れるか、
人を．

y、し才ぺうと、†ごま．いヒ、とにもかくにも売い

えす∫けいいん1ど’一八引て’Iすね・ハし’ヤポヤ
企業は就乎しているんで’すグら。

 丁ごヵ・ら、人間”錯覚を利用しよすワ人間の弱寸を利用

しま，す。それから流行、人馴バどもと群居牡の生物で’

すヵ・ら、他人のヤ1’ている二とをまね†二いんマいすね。’プこ

がら、人のやフていることをまね†こい、そこのところを

利用し汀θそういうものを時放い1し．llんぐは六変ま
ず．い㌧二と．に俗ること1よわかク物ワてい．る人間力弱、点を、．

こヒ’
D’

ｲとく綱するというかフ．二うで’、商，弟間伽以、

わけでしょう。

 その中でハ製昂のすバら製品より売れ↑・ナ沽ていフて

み1ガ売れllということは一の企業の稗茸にある．律
皮プラ又にナ8フて1という†～けで、しかいラいバ州、
、そう呆．く一はもち1ニナよいわけですね。すごから、わずφ・に
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／年か2年の㍗い1よ利益のr二めの調査帥の表貴τ～と

思いよ↑ね。そういうようなことを年限に葎！ばしてい
る、

 それバ企業に与える影響ドニ、て、イ諸けとい．ラこと↑三’け

／1限りて兇1二1て、．全．く紋調整的ですね。いまや〃旅の

製品を何有とそろえてフくフて、’／フ！つの製品につい

て片ん†よそ・盟桂バあるわけて’す、、包装をビう寸るか、

戻量をと一うする勿・、値段をビうてるヵ・、ネーミ／グはど

うするか。一生懸命に名前を孝之る。確かに人のカ長を

引く石前という川まある。す～かい川二めに調査を↑6。

結構だけれども、そんほいは／年1二つヒすぐ乍めかし．
く†よる。

 食ネ上のマークていも、τこと之ばそこ岬努舟も最近ネ土の

マー7け之ましτ二ね。変之ると、いままでの包茨祇と
フくる郎と1・何一 ﾑ三と勿・全邦6・ダドハて、冷却っ＜リ

φ・える。天変尺ポ雌責に1川ますね。けれども、㍑
枚貢に見合ラ売上げ増があf）さ之すれば’よいθ

 ムダに靭をかけ．ているようザとをれて、企業の孝Ij
澗にいうプ7スにけさなマイすスにもナよレ†8い。そ’

の意味で、人間生活に基本的に肉体〃いθアこがら一これ

を微詞登的デ’タ利用 ヒ、私は石プ’けるので’す。 いまの

デー9杣刊の欠卸かがそれで’す。

 も㍉／つは、すこと之は今度の日程新聞、あれも商売上

手†よ新開で一すね。「13ヵ国価値観」という調査を寸クフて、

それを珠液へ人間を’ Wめて、仰すごかわけのわからない雑

談。を寸して、それをゼ’Pツノ7スに広若貴を出、ぐゼて、／

週間に1日ずフ2ぺ一ジ’広告主戦っける、そ〉いう二と
でいろんη人間が同じいデ’タをもとにIして話し、合グあ
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れて’見ていますピデー9利一肱といういは1、ヵ・に君
フてい†よいか、各自ヵべI 氓黷ｱとをいフでいま一け。そ
ういう二とのデ七の効果はあ！はすけれども、「／3カ同価

岬観・などの調査のデー9は実裸目的に！才使いようグな

い。

 けれど毛、人間研完の理論化が全然地んで；いないとい

う段階で’す1・ら、とにもかくにもデータといういを、
すこくぐんの人バ共通に見て、マれひ利一 ﾊラ麦1こフいて〃少

と一毛考㍑交換するというところ1・ら推バい限！1、・そ

ういう二とにっいての理論化は並ま†タ・い。すごから、六変

ムダ†よ師だと．思うけれども、「共帥ムダ1浦カ・です

ね。いまこっ方はそれt手探1）で拒め†こばか’）。．

 生きがいけんて日李謬が外国訴1二なろわけ行いから、

吐きがいについて、各因、で瑚査している二との1中年バま

るラごり違うと、匙う。「生さゼい」という言葉をかノ！に外

蹄に訳し1二ら調査結果け■いす・．かということの比
較では川ますけれどもね・
 瓦板1字というい、ネ土倉人碩学というものバ佑まっ仁。

椎ま、す二とδに、拒め仁人たちは、何七外国・の社会†こけ

、が研究して1グったわけじ’ピ♂いと、思うんです。イキ’’1ス

社倉に、も迷信バあるし、’あ1かしτよネ土倉償行バある。だけ

どそう・いづもの乏ビう徹底剛：栃摘し暴露し一、それを直

す原動力を高めるデータトしてこいヒ馬ってモ、ぞういタ

ネ士会五、念で咽まっτこ社会の中て“、ハいういは売れや

しませんね。rこれは帥引ウ受．け1よい。引す受1ブて1

れても、ノ今・度は本バ売れ†よいワ「イ町を亦わ1τここといって

るが」と、変人枇いにぐれる†ビ1け。しょうバないから、

llがρ文／bといういをほヵ・の文化として研究して11る
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ように見一士で、実はヨー■ソノくの文ノ巳というものも、同

樟川局見の上に氏1）立っているんによという二とを、こ

っちを見11グう考えてほしいということで1比牧人像学
というのバペ貧まっていますわね。

†1小弓一両値釧ご、ぺ間リ様性†1といウよゲにと

を、デ㌧クセそろえて一くつ宇の微調整的データの一
番ぐ石いが悪い川ま、これの包葉H玄イ史えて、一あれの包

装には役立τ二1よいというテ㌧タばかりになる。†こがら、

これとやグ）と、思・うとまτこごれllっいてヤらτよウやいけ

ない、あれをやろうヒ思うとまrlあれにフいてヤら†河

や、↓’けない、たがら無限にぐいの河原で石を積んでいる

よゲよことてい、調査を希らヤって毛坦久．の蕎絞にηらナよ

い、ある榊ドについて「九し†二けしと夏プフポいとい
フτ1人について、あし丁。ボつて一 ﾉ†よフて調査して引・
ら、それを’夏フす・／。間バ何／ぐ一セント、買わrよがってこ人

が’何ぺ！セーントいる、†ごグらあしτ二の葎希れ為について

のネノ・の予測1ま、ビ’め程度のイ言徳性バ方）る。ゼいう謝

文はτこ＜さ人ノあ！〕ます。 あるけれど毛、ヤれはリ／コ“の

場合とテー7・レコーダーでけ違うんで’、商鼻ごとにそう．

いう数字は払てくるわIけで、 そういクヤフり方は、データ

の蕎絞11い†川。だグら、永人に洞査の並・歩とは閃保

ナ8いという二とになる。
 そういう愚を避ける↑こIめに、ヤブは1）巻辛的すよ人間の価

値観、そういういに立・て、い麦の豊ヵ・け摩カ主人
間の全・活を高めるた一川1使い†こい。仏典磯閃も企業グ）側

方、そういう詞脊／艀に目覚めてさてあlllは之でμ。

それは全くの正粛です。まだ佑まっ’ 秩iばかり、何グ理．論

化七でざていまセ／ノけ→tど毛。ブこと之ば㌧ビ1コックスバあ
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れ丁こけの、あれどれぐらいのあ・倉かか！けしょうかね、

l1ヨ／か2ぺ一ゾ広告を買い亡ηるわけて’すがソね。りぺご

けの窒ヵ・な企栗グあるダザそ、そういうことをしても
ら乞うという意味で’、宇定．戎永に入り、高度皮表は終わ

．1けんていい幸す（すれどポ／・与利子力べていまけ
バすっヒ堂ヵ・†1’と思・います。丁ごが㌧、荊査に割けるお倉

’ずと’フて、負担でさる企末が／σ年前よ！川ず’フと、／、之てい

ますね。 †こがらイ ミディエー←な飼査で一いっても、イぐ

ディエート・よ需管量ピピ8＜て、／・争、21手先の自．佃
企業（柿未のポリ／一を孝之るτ二めのデー9セ集めブニい、

ハいつ需亭ヵぐ何．と†よく一時よ1ハエ底く．、ありま寸ねりそ

ういうものは、お1全と直埠・に枯ぴフか汀いんで’、・すつぐ

の郷稚的データに比べれば、いまのライフス9イ1水
とカ＼、 て ういう両でのデ’．一夕の提供は／／予†よいと思い

ます一学会と協’カし、桐査稀閃が学食の先生†こ㌻バ企画

し11調査の実施を引さ受けろ、集計を・列ぐ受1プる。実務

調査残閑の中の、比較的企画徒カけリ、デー9州刷
1亥ということに閃心のあるハ。ちが、みん1よいまそっち

餉いていますね・残念1けら、調査残閃で1ガいもと
．そういう能力のあ・る人は非常に少打いで’すカ・ら、全部バ

それに取り組んでみτ二と二うで’、・本当をいいよすと、／

つの飼査き／牟バかリ．でやるぐらいの人材しか、㍑1て

い†8いと思うんて｝マ。それていノつの’調査稗関で、〃いと

こ引文年間毎日グ）ように調査をや1、て．いるわけですから、

微調整的調査に舳幕れてあrlリま之帰で’、τごか9零

細詞査碕閃バ村立し合1ているんレ’ヤ1よ＜て、何が州

で一私が一協机フくフす1意味は、そういけ同調査ケ
．†こいη毛のの†こめに．・操有望。入を！人でつ牡す†工い々＼
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それで30人”チームをつくって、それがこういラ固菜の
／0年光の大門ノ通の†二めの調査茎するどい一うことならば、

これは政府カ・らあ1全を・引っ張っ土下二ヒが一で下るんで’は

1よがろうが、hいうグ1こラで本行□洞刑・人11、調

査を紬上げ・似行㌧タ州・そうい1虚．は開けは
いのカ＼。

詞勝数を減うセーというご．とを、、までいいrlいです。

荊査稀閃という毛のは、大倖社長！／＼で十フていれネ±

長パ着企画花々“り、ち、灯んとの榊能林あつ、
作業椅秤0能力もある一’猿／人が全知をやフマいるんぐ

寸。ほ〃・o人岡けみんτよノ＼イヤー1“／・ンド、日本読でい

うと了！レノぐイドですね。チドけを借り上．げられている’ノ

サーナヤーで’、イ戸業カとして、作業カ〃一邦を擢二侠して

いるアごけて’す。 その20人ナパ）30人を、／人のネ上長バ把之

て調査桟関を星営しているわけでI寸から、売っ上1ブをぶ

村いヤいけ†よ1㌧長期的六よ（はとてもやフていられ

行い。なるべ＜短期に調査結果を納品でさて、それが目
に㍑るい、．二としの一 �ﾌ新製品の改善パ1めに、こ
のデータ1ぐ二う依え†二ということにパはすと、ま㍑
丈七来る、

 とこうが／0午伽ポリ／一昨舳データ1ま、／0午岩
にプ8ってみいや使える．か使之ないク・わがら†よい一†～か

らお金は文変わらいにくいわけで、長期の調査ははとん

どでぐない。あ1全グ土、ない、ぞのあ・倉左多1ぐ尤すような

倖例バ、リザー手ヤーサイドにでさていない。

 すごけでtよくて、調査の仁方そのもmガ寸っざのアス
←法というの1よ、これは実1こ初が＜技術」的祇二対が並んで’

います1そのテストの神界左問笠之下競〃取っマは困ク
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ますハ～†～かう要因配置広て三＼失駅証跡夫τ～、そこ

のところはいままでの稜計学のあら中ろ成果を全邦取り

入れる努カク並んで’いよす勺

 ところが価値の．〃様性ナポんてことに州よすと・、妹

峨言†という川、毛とちとケ度の訂帥全体として統
計ですけ牝とも、勧、寒データにフいてあ二となんていす。

デ㌧タを識別して、†ことえば人口続言すというのは、ます’

男ナを／かけよ寸ね。野七というのは開いて疹えていつ
すlrこけし’けいんで’すね。戸籍の1中にど惰鉢寸れ．てい

ろ力・という二とで’／かけられるんです。’それから今齢、・こ

れだ’フて戸締の中でどう一ノ布あ1〈れて届けでこやっは

／、∠キ走い人間として、戸矯に執っている。たがら、統計
でい ｢の間産いをけまんま率町る。
 稼計の綱査票も賀門バ書いてあってそれに答える一よう・

なか1こうにいていよす。．、見て歩く人手が足！け1一いか

ら調査1票1二よっていますけれど毛、竜ともヒは調査員バ

「お1ま之は茅だ・「ち・ま之は女だ」と尼て・かけて、自ケて’

記録レて、集める。

 同・の鮒毛企祁・いです。農作物の鮒というの一は、

農作物は・物ユで’すね。だ〃・ら生産量、これもいうんは

毛のを弘一いますけれど毛、土しして全。観で’柊うわけで’す

れ。個数と単価と、それ1・ら稔全領、これはみんガ物
です。皐観伯すれTこ目てu児わる物で’すね。

 人間研知という場合には、内面でイから、そ一うではな

い一々面は行為にあらわれ仁どころで’見えますけれども、

その行為は左う麻未が同レ’行為に†よることもある。’ヤぱ

／内面は誇り合うことによってラい打ナハ・豚／／、デ㌧

タけ得られ†よいわけでて。そういう意味で’、入間活動と
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い一㍉．も川・ま1推言†の対象にけlllて1ハ㌧マれをし

†1いという伽と、そういう意斌ブルにや・ているから、

いるい問亙いゲ起こる。アこがら澗、査箱乗といハ舳
当てにい㍍いと、打ん思っていると、引んで’す。清

水不んrl’1て雛とい．うい£職菜にしてあ・られるけど、

調査彩果というのは当てにナ～らηいと、思フているんで．し

 、よつ、一

清水当てllい†よいとい1より‘三、それはそれとして

  ○
兆尿楠’助デ．一夕として・、見て乗1一しむ州こはいい・かもし

れ†よいけれど毛。

清水 紀対の毛のとげ陪いポせん。

九尿絶対とピづより、庵観的データし’や行いと思って

いる。自動車ハ生犀景ゲニヒしこれTl’けあツ七。乞れは

夫今に比べて何ジ・えていτ・という州よ、同ビ稜訂でもこ

れは各観卵デ㌧タです。ところグ内閣支打率バ麦れ
12回の調査で平均は12／σくいらいプ三1仁、ことしは5ψ（い

らいある一ごヵ・らいま月内眺国民は本当に支符してい
るんτごろうヵ・プよんていうと、穴子内閣と飲木内閣では友一

利牲質そのいが連れいう話にすくいγよる。32と切と
いう㍑数字を数字として尤依する二とは不可能で’す。

下ご力・らせ論調査・ていうものは、ど’うデー9。を積’什工げ

てみても何に毛記録しll．ことド沽ない。
 †こと之ば、イやリスのコニりず，ベスヤ王が日。李に未τこ。

中央朔査・で「好ざτよ国、 きらいな国」 どいつ”を乎げブ

せる綱査乏20与朴でいる。仙は「ザ’・シャ／ぐ二一ズニ

1ニライ／’ヤワーが引げ〕しているくいらい右后な洞査一、特に

タ1一国で有右な調査で’すね、
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 それで「イやりスバ好ウ」という毛のが’、エリザ’ベス

バ米る前と後で曾〆産う。「イ午“りスグ好さ」というのバ

太件20外・「丁メりカバ女チさ」といづのグ／lまや5o〆乏超

えていますカ・ら、イヤ’りスというめは才っよリい・れてい

ナよいんですね。

エリザベ又す王1／来たての次の月の綱査は・茅％で、冒

ヅふ之ている四／月て㌧体何外ふ之τこんτミヒいう二とに

†よると、われわれパれ澗査剛禾看は、それはマスコ

ミカ順り上げプ1量†ミ。イヤい1）スザヒバ毎日の…．に新

聞に出、ろわけて’す力・ら、τごヵ・ら好ざτど＼ ゴらい†ごなんて

い1ても、ど・ち刈田がで’見るトげし’や行いて’’すからぐ一

マ又コミを通じて’ｩている毛（の木’リューAが朔査移果
にレわ寄せぐれ札

1ご1・ら、隻李のピの連呼といづのは、れ岬査マ
ンの考え土、しr・／フの細、もて1あるし、名前を覚いセ・る

ことが先決に、3人川東柵老の政策を桁寸してそれで’投

票しよ．う、 そういう丁寧すよ、家巳切寸よ布搾者はいなし㌧打

ってみて、覚えている柵を書くというのは、技察の実
態丁～。ドカ・ら、．とに毛力・くH名郁覚之㍑うという

のガ、調査剛禾看のすべ’てのいったことて’寸ね。星学を

やっている人も・そう、堅っています。いよヤ速呼というめ．

l1唯一の亙苧追動叶いは形11†よ1ている一れて“覚え」

て枚栗レて、それで日本の玖冶へよくナよるいま、Tこれ毛

見って衛い。更挙そのものがいい〃・げん彼ものプよんτ～が

ら、世椅調査は、それに輸をかけていいかげんで一句に
棒わ†よいじ・や衛いが、及孝と同ビように悪ヵ・プを競って

いればいいというようτよ評価、これがてごんドん定着しち

・ゲていますれ。新開杜が洞査をヤいくけつす1フて、
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あて（りま之すよ話ぐ’†ね。 まヒも†8人問す8ら 「いまの也乃

中てI言回査をやつて何1・τ8るんT～・二ういい↑・く1よると思・

ゲ
 それは、洞征を悪用、洪椚／いれて1げれの果てバそう
芦！いうことTl’け6こ．とで’パて、本来の調査。てもの

はそういうフまら1よいいで’はηいよ、そこグ調査のP

民に丁8る｛っげぐす。 ヒころゲそれをやる人バい汀い。私

1ま桐奮のO厚がそれをやるペコ†ミと思フています．洞責
を†んゴん1食い七州二し丁この．丁どヵ・ら、そパ罪ほろぽしに

毛。

 ますますわさ笠に行㍍寸ゲ和、、／栗守ポ’1いうい
沽いていすよ、吋の将来と侮守派H壬．せて工・いていい

と回フていよせん。†こけピ、草宰ケ派11ていうものは、仔

守派y入上一に、イ茅守水にナ本りそこねて入れてむら之㍍いか

ら革新水に以フ丁二というチ合いバ多通ゴますね。丁こがら、

そういう、中て’何党左支持するんド、ていわれれは一、 これ

けやっばリ「イ釆等比」といわごいるを得才よい。イ昇寺の本流

ということからい之ば、伍添地理なんていう川よ大変り
っぱ†よ人という〃・、哲学はすネいで’寸けれど毛、魂実政岩

の／くラ／又を見るカというのは’、これははかの人とけブこ

外れにマぐれていゴすね。 そういう男にやらセ1てあ・いτ（

方ヵく危ブよくηい。丁ごヵ・ら歴代徳理め咋で、、私は住蘇が一

番代末的才ざ、こう思って． ｪ藤を「政者家」と11フτこわ1ブ

です。

 ハじず1ら、彼は健康併除を利用じず1といい亥す仇
保険という七のは、貧乏人で’イ采陳を利用し汀さ㌣医者1こ

がヵ・れ一†よい人間が利同するポん打んで’あ1て、総理六屋

が何万円．い往診黄を仏・。て、た学敢夜の先生を呼びフ
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けて、その費用の一邦I �駐�G林下矢ヵ・ら土ぐセーるとは何二皐

†ご、（笑いういうげ1・π純理大臣、それじやいげない。

そ川ヨから反佐寮に川まし仁。（笑）

 そのくらい制度フていうも州、剛引しトシビんア州
度だフて一τ・まりポ8いんで一すね。でごヵ・ら、厚生年全は

6り二㍍ればもうえますよ。けれど毛、’6oになっ↑こグらと

いってみんすよバ毛らっτ二んじゃ、イ禾陳粁ど’れτごけがご」二

げして七問に合わはいていすね。 仁から6ダまてい月茅舎をもら

之名人間は、何とグ幸曽してで’七月絃毛いハト、そ
れで’厚生年全はもらわ1よいで清ま寸†けやいけ181Il．ヒ！l．

け之でデ†ご／・ら者ノがば厚生干全をいわ1よ／てれ
社改（月糸倉は毛らフていますが、本当は毛．らわ†よく†こフ

マ、厚生年企乞もら芝ば題としらや同ビなんです。丁こが

ら使うこと．l1力・1すては乏しい生活ていすけれといも、私は・、

生か乏し㍍いうことで怜州気持小全れら1よい
です・全はあるプこけ伎1て、な1すリや．使わいヤ／lい・

だグら全を騎けようといづクいよ一切才よいでイ。

 調査をやっているとδに毛、調査で倉を儲けようとい
うのは、私は非常にいやでし↑（仁。倉もらっていい調査

．でさるか。すごかう全麦毛らわ．ないで’調査をヤブううと、思フ

て、1菜は中史詞I査けパ1、「いい澗査ち・ヤl／ア灯い。私、

rllこてチ仏1てあげます・・と1・1二とを、かヅ／いい朔．

査をやりアこがっている人、企業に声をがけてみよしτ二け

れどI竜、／対したよいんで’すね。「調査稀閃という毛のは、

みんす雌ハらうτ二めにヤブている。調査機閃か9並い
土寸れ†こヵ・ら、おまえは個人で全を館け↑こいんブうう。

それを丁ニアこてヤブてあげ灯といフて毛、だれ州言嗣で’

きますが・．フて根切にそうい．フて＜れアこ人バいまマ・一
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 †こがら、全を七らわ†8いで’責司重を中る二ともでざナよい、

全をもらえばいい調査はでプよい、全をもうわτよくて老

いい調査がでさない。しよ㍉バはい．んで、’澗責のP民τご

けはヤブ＝ています。耗言す研修所でも意識詞査の話をぐゼ

てい1てい汀。これはい6～！7年や1でいまT。
けから、尺学の非常勤講師、こ㍑やフていよすけれ
ど七、緋†研修所は・まだいい．です冬、国と地†と両方η

耗言す関係老で、あそ二は終了前一に試聯1をやってケ人優等

老に優等賞を虹すんで下松。ドがら、／回岐阜県がら岐

阜県がら†これ力・来て優等賞をもらフちゃうと、その次に

来るやフは4憂等賞乞もらわすよいと々．フともτよくて帰れずゴ

い。プこがら有望アよ人間をよリすぐフて丈こしま万。rこが

ら講師わ一流の講義をする。開いてllて、よけいブよ話を

するとすぐ実フ公まれますし、これは穴凌張岬・て請
がでざる一これは年間で／夕昨一けて．’すけれど毛、大変お

もレういと思ってヤ㍉てllます。

 た学というのは、庄／幼稚回生の如、。ているようなこ

とを矢口ら†よいですからね。諸グ閉汀二いわけしいピよいん

です。忠庸をとれっていうヵ・ら、しょうが†よいかラ広弗

毛とる。出席という州、枇回してヤると、／けよいヤ
っで亡どんど’ん反星バ名前乞書いちゃうわけで7。†こが

ら／人1人に／秣ず一フ瓶を渡して、カードをマぐ土して

いう、これバ上席のと．l／方です。セフかくそういうこ

とをヤるんだかシ、㍍う話し1・二とllフいて何か疑問
があl／lら哀に書いてあ1け、その次の時間にキれのあ・答

えを〕しょラといっ仁。μへ助人いるんですよ。裏見
ると何にわ書いてブ川。何か書いてあるのパ私はさよ

うは層眠りしていましτ二ので、先生のお・話乏十／かに伺え
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ま’ｹんでしτリそラ書いてあちτごけなんですね。（笑）そ

れは何1・や1て神ようと1召わ1よいから、全／講義・を卵

1こ来ているわげじ’や†よいんで↑。大律して単位にしτごい

に’ ｯで’来ているんで’すね。1こがら、何を詩レても全く意

味ナ川んで’↑・

 もうhは、寸、でがらい1ていよ十ように、人間は

生きていくllめの技術といバ州どぺよに亙くてもラ0
までい卑にっけなさやダメ。私は30週一ざ’マから人と荻肴

する二とは推あ仁ごとで’す勿で’、そういう放育のイ土，方ヵぐ

身にフ〈わけはないんで’す。τこがら、・こちい話㍑七

のが’ Aい’ ﾜぢ、開きにげつていてけ・わヵ・りでしょうけれ

ビも、大変桁受で’、岡／方は骨が折れて、李氏で・聞こう

と1㍉学生にてけ変恥プらい語いってしまう。
 これけ、自／かの同級生びんかで、30年間欠字で教之て

い†こはんてい1う人の絃左†こキ上け〃・のところで’開いて・〃

6ヒ、定に六去レ方うまいで寸ね。石あ一．い1れ方を・して、

これけ幼稚園生的だ’フていうことを耗吋11肝に糾て、

幼稚周生にもわかるようにといラ詰し方芝しない限りは、

学生は剛いてくれないんていす。それは残念はがういまハ

．ら身につける二｝ていけい，（笑）

清水い・時間以上・いろいう！有意義咋をあ／llぐ
とうごご’’いまし仁。

尤原 こういう話わ調査勿戸Kに役立つと忠之ば’一生髄
命協力し仁いです。F民バいまの私めイ土，享で1すがら。一

 ヒさビぐ県ク・タレ手んで’白・らいます。 2目、の6日に末考β

雌訂詠へ行ハす。これは・京都の市町村の鮒郁
呈朱めて県の紀計課のゼミす一をヤるんていす。4日間の．

講習、そのうちつ1目、朝ヵ・う晩まで’しゃベフマくる。
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／年にI ^一2回、あザ弓の呆で呼んでいけ・くんです。
これは実務をヤ1ている人いですからね。

清水銀1ぐでしょうね。
ん豚 質問バ丘、てさま↑。質問』いうの1ま一稚に見当外

れ1いト破かに、白寿．の鮒叱界に冠11る紡打ごτよん

てヶん†よいい・ますけれビも、これは危ないび、て勿がし
ます机下こって科1学的卜物れ観毒し、それを文一寺他丁

るという二とが基本的kダ’メ†～んていすヵ・ら。

 丁二と之ば、私、調査で’工・世話小すよりますから、伯江の

市チ長所の耗討訪十脊のあ・テイ二いをヤむを符ず’ヤ・っている。

伯1エというとこ多に引っ越し1二舳匂，享和1・手で、㍑次

の国勢調査から、国勢詞査一柄査員を引．う受けてあげ1・

わけていす々。最初にやプア1と“、狛江という川村で

す1・！ゲ去秒．稚灯帥でてバ回稚亘わて
いるといづ川よ、私ともう／人、2人く’’らいしかいびい
わけて’す。

 いまプライベシーの問題パ1めに、国勢調査を何年先
に打ち古刀6が、これが呪定的な日往に掠っマいるわけて、

すね。中岡は．二としから括めるフて・いフていますけれど∵

も。フーライ1ぐソーの閃慮舳か1二、調査員がダメτ～フて

いうんでマね。4台ラコニ乏児てまTと、前か9ヤっている人

には．全邦「ことしもやフて／れ・という誘い・グ来ダこ
としぽ住しい1・げ／ll：、「年とフけらダメTど・∫チ株は

やれそうドけれども、子舳紅一勤しちや1い・らダ／†も

いろいろ断る人バ土、ろ。ことしけ、狛三五乃場合は〃0人

φ調査員バ管ろ。 それを市勿広秩て一「言回査良募像」と虫

色は、応ノ象・しマ／る。それを倉却採用しても灯～足りな

い…らに／割くいらいの調査員を、市役所の人の個人師
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顔てい時バ集めて、それで苅査嫡をつくフているわけて’

し狂う。

調査員ギ苅査をヤ／lて何乏反省し〔＼そけ41含三
間いてはしい、こ／川〃分徒計局の辱望ぢんでイね。そ、

ういうことは後か9間いkんで’Tけれども、洞査員に、・

集ま11くτ㍍い。調査についての艮雀幻催しτ1いと思
います」二ついう案内バ束τこか一ら、喜びい丁んで灯。7、

埼ざんゲ何を紅マ6がというのを開いでい㍍と、全
く調査の「飼・の字も矢ρらブよい。要求という川まズ峠ち1

全ザ等ボですね。「六よせ伯シエ市け特別π子算を租まブ1．、がJ

一ことしけ同の市町村・全評、洞査員予算というの至

組よい・1卜全部皇徒言†局η予算でヤー・て、ぞ．れで’、

ラ・・庵にはる．わけですけれどポ葎訂／引ズいろん、P

けわ会次）て子れもら、，て、1緑堂を皮フて、稗’敢堂

グ目努荊査〃Kを一チに流・しけ）けビ丁。だから’、す

固い立まで’ヤっている中でいは、ことし．パごいに至れり尽

／せつに日・分詞査のPいテレビコマーパレていやフ丁二

与はない．プごグら尺変な進一歩㍍んr～。

 ところが伯タェ市の初めての調査をやフ仁人からいわせ

ろと、私ガ言回査に行1て毛、国勢調査のことを知らない

人のテグ〃い、†よぜもう少しP尺をやらないんすご。国の

予算ガ服られている（い、市役所だってい少レ予算
を組んでほしい∴調査員バ個います、ぜひ協力してあげ
てく†～ごい・、そういうPRを何でイらナよいのか。すよるほ

ど子寧は組んで’いま亡ん。けれど’七、狛ラエ市は、9ぺ一

ジの床板を目2回出しているんですね。これは戦後、．荊

けわ†か2000世帯のところへ、ベッド9ウ／でサラり一

マンが住み込んで’、い表7万人立超ガ（とこうで’すから、
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青の町肉食弍のコミュニケーションぽ在く伺いよい。市

役所と住民とのコミュニケーンヨ／け広報以外にはいてい

ブボけで、早く．から月川、曾へ一ジか土。している。

てハ斗分以上．も埋〃）て、国勢澗査のP Rと十フているん

で’すよ。新しい子算パ8〈ても、どうセ出、れ灯こがら、

それはでざる。国勢調資に協力をしτ～い人バ†こくぐんい

るグら・い少しPけ一て吋1．1とい小、・祷訂深の
人も一生怒命、依らヅでさる．絶図のP㍑ヤ・つマいるわ

けゼす。

 すよぜぞういう洞査夢、乃芦バ比マくるカ・というと、PR

をやれば、一一PRは．．効わ一Llブるもパ～、こういう亨美糾

符1ているわけでI寸ね。効果バ上がっていナよいのはPR
が足ザよいか≒，す1色そうし’ギよいんzい↑一よ。プラ‘イバシ

ーの仁めに澗竜一を拒否せよという並〃民けラている
わけてぺす牡、いま一生鷺．命に。だヵ・ら関西は狩に多いんノ

ですけれど’も、高槻市なんていうのは！団地苧げて調査

拒否するということグ、現に在．こるわけゼす、これはP

民グ足‘用いから協力しナよいんしペペ8い。並のP Rと画

すが就争して、それで拒香という暇が起こフ㍗ていI
る一

墲ｯて’すね。†ご1・らP斥干草の問題じゃllい。いい

うことを全く知らナよいぐらいに調査に疎い人間バ調査し

て歩いている。

 第一、われわれを集め‘て一番初めに稼計凍長が・7万

人を超之るか足え打い・かで、国の平衡交付全の頼べぐん

と査う。伯ヲェは残念ながらUター／てい一守ク万人差イ夏に

超之てい†このに、いま7万人がすがすになっ仁。ブごがラ／

人も言回査稀れのナよいように、ク万人といラ系泉はゼーひ守っ

†こい・・こういう要望バ先で寸からね。こんブよことをいえ
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ば、市を’ ､ナる気持ちの寒い澗査鼠は、こいっを入れる

／）は尾1よいナよと思フても入れちヤいま村ポそ牝で’、終

わっ丁こ とさ のその 反省／トでも 「窄寸 んのご芳カ によ ！1よ

してどうヤら7万人を上回’〕ま、して1・こついうあい†フ

で↑。「何をいってるんτご」といいてこくオよる。

 ドから、徒討いつぐの紋調整、／lテ’1ユートすよ効果を

それに期／与する場合は、みんす3一生懸命τご。もとわと！

叩耗言†というのは何も誇ら†よい。夕与前のチーgと比

べ’、／0年前のデーgと尤べる、それはわれわれの了ドホ

ッ7にやっている市場調査ドって世論詞査τごジて、’ケん

ナ一うで↑。「イキり又が好プ～」フていうのがビんすよに

っまら†ぶいことであって毛、それを20年間積み上．1ブて、

それを〃た中†するニヒによつて、イ丁によつて動くがとか、

マスコミハ取立．貴に地但↓する≒ヵ・いう実証的デー9にな

る。綱しllい限！1は・調率巾1U洲に意味があるデ！
夕は提供でポよい。

 ／回の調査という川ま何／あフ1こという†ごけであって、

そう，いうこヒを使バヒ忠之ぼ、夕／れ廷え↑1意見カ切

ればこれはた如意見すごろうヒいう、そういウ便い方に

†よる。6で％というのは、人間はと二．の社会でもみんな付

知雷同住を持っていますから、イ才和雷同する意見がそれ

†1’っすllていうことを示↑τ三はの二とであ・）て…まかに

何の意味毛すよいていすれ。 にもかカ・4つソす’、 雄一統桐査はま

ずあピけつ州い．ですね。     ・
 3尺納、内閣支杵、支持改1む調査をやって／す～ぐ

っていま†けれども、それも／年1こ今回ぐらいのこヒで’

しょう。年に今回では、その剛・液が’ある。それのて1ま
ナニま どこを調査 しすごかヒし1う こ とで、 そ．め交す奇率バ束ま
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っているすごけの話で’、前回調査し仁のに比べて上。かっτこ

の下ヵべっT・の、イ丁をご・、けい†よ一ことをといい†こくすよるわ

けで’て。いよてこがフて’さてそう汀っている．めか、上がフ

てさてそゲよっているのか、全くわからない。でもぞラ

（1うニヒが大手立才反フ．て、いよめ臼苓の世’諭之列フ張る

景たの役割／け担っています。い麦ぽん丁こんNHKにと
られつつ来）りますけれどI’も。N．HKめ視聴者／言探れ求

めているので、ニューズを火ずしも求めてい汀し㌧ ニュ

ーてでは†つげ‘けレビガ）粁閉の方バ就肴の放い同心

を引いでい＜と、1ゼんですよ。そめ新開の調査箱界の夜

いすバ何てざ’まか・て、こ・一う／lい仁／ナ川辛寸・（笑）

清水調査の枚いというよりは、．李れも1と調査がでI
ぐるといいリ迅1ていろ・ん1～けれピカ。

ル隊 それはそうプよんでイれ。いまあるデータでq景、穴限

／ぺ．ジ埋夕）才よきヤいけ†よいヒいうことにすよると、九茅）

いう書ウ方しかでウ†ハ1。そφ中で精いっけい努力して

くすござつていることは調めます。だからといつて、荊査

のP尺に役立、つてい打いヒいうてイすス効果は、捕摘せ

ざるを停†よい、こづいうこヒですね。

清水この間（昭和舛1・月中旬）、イに4祇同時期に
発表してベラバラ1ご1仁のは、ちいとまい1τ二でマね。
朝目刺’開のは上一平、 こつ．ちけ丁陣。（笑）

ん尿それは量挙の世榊昨」いっと、どうしても人気
才支粟パ1い1よことに1川ま寸〃・ら。人々枝票、というのは、

非常に㍗いザヒで彩零を受け、本質的1沖舳がす
んじヤ1う。

方本一も未時間あリかとうございまし㌧
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清クk 中央詞脊ネ土、あるいは日本世袴澗査協会、マーケ

ッティング協会といフす二、調査を交抱し、進ノ）マいく工

での組織の問題、 これも広い意味では、枇計の応用か野
ヒしての世論詞査の非情に欠享汀函すこと思いますが、そ

の、占、もさようはひとつお原員いします。

北辰 せ諭調査のナは、ビちらかといいよすと、わりに

社会均常識の豊かな方、州くヒも新開社レベレの物”
孝之方をするすで、榛成立れている、とこうが、市．場調

査の．方は、全くめ作業屋といいよて．か1商売にポけ之

寸ればいい。

 たがら、われわれは一番初め、一伝椚調査桟関と市場調

査碑同とは峻別し†い㌣いけはいという二とを・ヤかよ

しくいつ†二。信用詞査僻・関とほぼ同じ’。〔う㍍感覚で、調

査稀閏をおやりにすよっていろ．ナポ1（プん．いる。 ニ

 イ吉川調査残閃を、われわれがバカ1二する乃は、情荊支乃

詐取ということていすね。丁ごましてでも、欲しい伊敢は取

る。。いまの市場詞宜俄閃は、どうもヤ分信同調査に足を

突っムんでいる。そういう二とでは業界の信用バ保てぢ・

い。本当に開さTlいごとを拒否すれることにすよる。すごか

ら、㌣けリわれわれが姿勢をj日立二とバ中心にびらすよ†

ヤいけ1よいという二とを、I竄ｪましくいいまし仁二
 外国ナも．、世論詞査剛禾芳は、言回査の倫理綱領という

いすよいを、わりにギくかゲく1ている円ところべ
了．メリカ・マーケソティンブ’ u茄会はηか†よかっくれすよい。

ど巧らかといいますと、ヨー口・／／㍑方グ先にフくつ仁。

 エゾマー（戸90“R）というトロッペの澗査問
イ禾看の集まつバあllまてね。これは個人の・紬餓している

              65

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



脇倉で’す。団榊口盤じヤ1よい。澗査剛禾着倒人がメ・／く

一にすよっ†こヨーロッ／ぐ全体の同イ本ヒいうニヒで’、7ラン

又、イギリス5）丁こりグ中心ですpそこカベ年くからエンマ

二の倫理綱領を／9舛一べにつく1㌧
 ヨー・・／バ1こけし’やプ、世界全件ハいま詞むれて

いるエリTです。〕シブりマ1しトのようすよ世界的才よ公

業バ、世界本因を横断剛1調査アける一ういうと汁、
各国乃調査の碁率バそれぞ’れいいかげんでは、世・界／全・体

力哨査でさすよい。†こがら、せ坪全知倫理綱領いくる

べ’寸すごというニヒて’、エCC（インタープI…／ヨすIlレ’コ

マーシャル・手・シバー又、国殊商束倉承所）バ、それ
よ1）数年前に、まず’広告のイ街・・理綱領をフ．くフ丁このに釈け

て、次に調査の術理綱領いくフす二。

 中身はエゾマーのものにかびつ並Lいですね。調素のイ有

理綱領というめは、ポイントが2フあリフて、／フけ、
相手の承請乏得†よけれげ質問しちゃいけ†タい。ナこがら・

㌧づいうニヒけ答之い†・でご1↑ま†か・「序之てあげ1ま

↑ゴという人τごけを、調査の対象にせよというニヒです。

何だかわ力・らす8いうちに盾えTlことを言乙採しちヤう、そ

ういうやり方は蛙けるべご丁～。もう1つの木ソンドは、

τこれガ何をい1丁二が、新開倫理綱領の場合はやや似てい
ますけれど’も、†これヵ・←取材し丁こか、その個人の名前は

絶対に館果にくつっけちゃいけない。匿名でI仰。禄調

査れ保護てるピ、ラことがらいえば、け2っバホイ
ントです。．

 †つさ、日本の信用調査稀閃はずい㌧llんいい州ブんな

版ネ才を守る，それは、湘チが望打～い、雇之τこく行い二

とでも、開亨本し†こい二とは幾らでも矛）るわけτ～から1
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イ言回詞査機関はそういうI綱領とは一切無関係でてね，粁

定個人についての・情報収集をむ全をもらフて請負うわけ

でη＼ら、符定個人の的パフいト情板を足侠すること

が、もけと停1禰査俄閃州士子でしょう。われわれの
場合は・純計雌果1こけ星、競抑に集剛1フいでこう
いうか布ブ、二ういう平均すご、てれだ’けを報告する兼務

ガあるわけで’す。そうし行いと、危一なくてしでべれない

ことにすよつます。

 ヨーロソバて＼すよぜ一番和州こそういうことクベ文化

で沐が。やっぱリキリスト故の影響才～と私は思う。．そ

ういう二とをビ六よブこもお．っレヤいまセんけ｛ビも、牧師

とい惟全的職花バある。だれにもい之†よいニヒ．でも、

牧師には一ηを話す。告白という二とで、これが／’フの

人間杖肴になワている。わ牝われがリザー手ヤーとして、

ある人にあるニヒについて意．児を開ぐ1こ行くという二・と

は、その人の孝之ている本心を聞きすこいからで、丁こてま

えの回答を得たい†こめでは1よい。一そういう二とは、牧師

に対する告解、拙ヒして、社倉常餓ヒしてあるこピよ

んてごから、わ年われガ、二の人には何としゃべって老い

いという相手の信用を得弓れこ之すれば、丁二てま之に4・

ヵ・わらず’本当（本心が開かれるはず’で’ある．。それバで㍗

ナぶければ、本当に内面的な個人の問題。までわれわれバ丘

ち八フて調査でさるはず’グすよい。

 そのことを社会的な慣習、制I度として確立する†二めに

は、まずわれわれ調査マンが、そういう、3・うにみず’がラ

を赦しく律し1よ㍍、とても調査という桟育乞を満足には

果たセす8いというのバ、／命理綱領の孝之方ですね。

 それ乞っく！／5しょうといづことを、一着初肋広く日
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本の関係肴に訴えまレTこ州ま、工CCの綱領がでぐると
き・手6有く’’らいです。これはせ界し申うで枕堆してほし一

いから、世界し’ψう勿同意を仔下二上で1㍑け・いというこ

．とで、工CCの日卒ブ’ランチヘその率案を三室ってウて、

これについて日本の開イ采看の意見を取りまけ）、攻幻．

べさ点、が方）れば意見を土してはしい というみ柘バあり弐

し↑二。

 そのとぎに、1包五の方、世論朔査の方’で小ム栄三こん、

博叙堂の瀬木くん†よ／〉カ・バ、工C Cの人から相談を受け

まして、ビういう人を招集すれげいいカ＼、調査業界て’大

変発言力の蔵い舳粁閉ネ土と広考代球／汁’から、そ二が

ら人を土してい†こ†｛く。あと第三老、学部程駅看ヒいう

ことにアよるわけ1ごけれども、そういうヒごろで’調査の術

理綱領にっいてわ考えになフているす1よ、残伽けら全
く†正い。 どうぺわれば衛かるカ＼亨同一重俄関の人は大イ羊そう

いう二とを孝之ているので’あって、自分の調査する二と

を自粛しよう、一自戒しよゲよどという考えは、っめのあ

っ＼ほど’亡びいし、そんなことをいっていτ二んでは、商売

」ニカ㌧†こリ・にナよってしまうヒいうこヒで、調査機閃がら一

は最初4・ら人が集められなかってこ。

 そ勿工CCの術帖鮒かろうじ’て第！町～けを開く
ことカベで‘さ†こ。 本目手の言午百一首受けすよけ十し1丈諦］査φくでぐば

い。てん†よこどをし仁ら．全都拒否になる。1相手バキ巨否し

て毛調査真のしりけ。はて二いて調査に苓えブセる。そ

れバわれわれ澗査機閃のイ壬務なのであフて、「耕査してい

いです～「いけない」「1ハリと帰ってプτこんでは、千分

は拒香になる。だましてでも何でも取材してくる。特に
新開社禾ρ1人はそうあ・ラしゃいますね。それがわれわ牝
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のイ差テ秀㌔んだ。 そうでなけリやサンプ1レが萌牝、 国民は

こう1包・ていτ（ナよんてい之すよくナよるで■ガよいか。

胆衿的に、／回／回の調査で孝之れば確カ・にそうなん

ですね、けれど七、長い年月をかけ朔査浅岡グ）信用を喋

ざ、その二とによ一フて調査拒否を滅らしていこう。そう

やいいと先々の調査は守れ1よ．い。調査員とい沙前を

開い仁†ごけで、ピシャソと1窓を閉幻られるので1ま、それ
こそ調査に†よらナよいと欠い1こ弁じ仁ので＾すゲ、た勢は先

々の二とは先ぐ勿人～c配すればいい。われわルはいよ
の稚をI帆するということで、納会議1ま／回｛で・

ご破算にい†二。

 それで、D李に調査循理綱領をつくるには、か．くかく
め、点、は少レ変之なざヤいけないと日本ブラン・チカ＼ら土じ
ず二意；一

ｩは、すべて私仁け介意見です。で一ざ」二がフτミエC

Cの綱領毛剛系宥十広く配っ、で二。  ．  ・
 それ色覚之てい仁人間が、洞査稀閃の中に少しいまし

て、畔の石油シ1ックのピi1荊査稀閃の商売1玄千域
し、 二のままし’ヤっ、ザれる。イ可φ＼団結して一と一いうね

らいは、安値。競争をやめようといゲとで↑。けれども、

値段乞高くつ1）」二げることは、公正取多1の原則に戻する

カ・ら、最低価袴例設定のτ二めに団律しょ・う．では、公正取

η委民会の耳に人フ仁らひと↑こまりもけいんで、そうい

うことで集まること一はでれい。まτこじわ集まる勿であ

れば、苅査の傭理綱領を、これは世界ビ中うの調査問休

肴バ、最低の基準として寺1ているから．、そういうもの

を守ろうというて1舳集ま1けよら、呼びかけ打能て一刀
三。

 調査残閃という毛のは、すべて零細企案で’すけれど6，
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い中で2’つにノかがれている。／0億前／芝の受注量を狩っ

ている調査稗閃は、私の川ましT・中央澗査ネ±とりサー
千センターくん、ビIf才リサーチくん、その3、ネ土ぐらい
ゲ当時ノOイ恵乏庭二之ていブニ。 それは言珂査業界のけがの／＼か

弔いうと尺手ηんで’す。／／恵〔に俗らない年商の調査稀

閃も†こくぐんあるわけで、中央詞査の場合でもそうです

けれども、調査稀閃という’の1ま永刈（ノか製を株つ通レて

いる、

 なぜそうなるかというと、松下さんなんヵ・いい側アよん

で↑けμ毛、お、各寸ノ）州査機岡にいを襖むと、梱
査則二払、う葎食、印刷星に払う葎責、集計屋プんに払う

葎責一れグ調査コストの3フの存で’す．ね。それ丁ごけい

ヤ職員の月検が払えよセんから、㍑3っバグ）に払う
耗責バ大体夕0％。だ力・ら、ど’こブフてみんすよ自ノかのとこ

ろて’、自／州剃査一員、。集計犀、印刷屋を彼1でやれば〃・

1・るコス←ハ、2伝の葎貧を私わいや、詞在の外1主が
ていけいわけて’す。それバいり・にも．ムハこ見える。をこ

で、自／か。と二分専属の桐査稀閃をつくり†てくなる・調

査業界というのは、千／かは注文取1）の競争ですから、漢

文脈！Hこ来τ二やフ左見て、ノグレで一さそうなやっバいると、

「衛之を／くツブ了ツ7㌦てやるφ・ら、調査残閃を州・

つくれ・。九把えですから、†つウ’句切％を負．担しなくて

も、その人の人件責ぐらい上乗セしマあげれば、ビうヤ

ら荊査稀閃ゲ姫まるわけで寸つ1こがら、ややましな人間

は、何毛こ・こ11勤めていワくても、独立してネ士長に†い

てそこ（イ士専£㌣っていれば、注文（方は保証ぐれてい

るいご勿・ら、わけアよいという気㍑よる。

 中央洞査の場合でも、いまのHR s社は、うちにいた
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・人（一斉がそういうことで引さ根がれて、つくイこ会社

でて。HRsの中も、ま仁次力・ら衣に引さ板かれて、右

ハく1σぐい1の朔査機関バ、〔㍑から州・れてでウ
てい、る。 毛う／っ、 中央桐査と友人／で吉，くからあるのは、

トケッティングセンタイんです。あそ二を母／ヰとし、

そこカ・ら何人川／かかれてフく1す1調査チ幾閑バ／0ぐらい

川ます。その両わ集め㍑けて、20ぐらい肺査残
閃Mポ㍑／かかれτ1調査袴閃の人Tlす1から見ると、

秋1川本／州の舛で、綱ヒも剛禾Mる・だ．から・
最初の公表にはああいうのを列フ利生すと、同叶・納
得がいく†ごろうというニヒで、．．私のところに執助に倉乏

フくれと来たわけです。

綱即問題の1川1・リサーチ梯柵納としてい
／フ、調査機閃偲談会というのを、リザーチセイg一の

鍵ムくんカ雌長の二ろに、9二社でいっ＜1ていてこ。これは

調査の社納信用、ネ士的地位をい少し帖寸．ゼ8い
ヒ、いい人間バ集まら信い。その丁こめには、情報交換芝

釧二しようという二とで’、具律榊目白フは何い♂がワτ1二

価・ら考えま．すと、共体白州題を表面㍑パカ＼ラ丁ギ

けていす。当時安永ぐんという葎企庁に’い仁方バ、すでに

R C lこ移フでみられ丁㍍依1育程企庁時代．・、中失調査ヵ・ら

捌貧・）尾種い㍑一ブ・1けヅ，3。パらげ見積い
皇出 して亥）けII斥。

 れもと茄手入札という二とには、私は反対というへ
これけ吏築才勿の見矛貧もっと1ま圭うんです。速築物という

のは、で†上クフて、成果が丘に並んで兼人の目に触れ

るんで’すね。丁こがら、／00億円で見積もつT1家グ、欠隊

に奈札寸れて、ビういう社帥奉バ走っ†こかはて～れの目
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にも兄之る。どこラバ、調査は、／億円で八キしして舌、

㍑稚果ぽ舞人の引1一切紙れηい。何がの意、恩来定に
イ史フて、後は全序の中1二等÷れちやう。丁ご6・㌧、本当に

／、億円川上手をし†1州・予郁をして〃・万円の／士専

をしT1州＼全くだれ．にもわ1・らないわけて“†ね。’そク

いう業界で、達筆業界と同レ1よ性就争入札例虞で、注

文皇受けるべぐものじゃない。rこがら、競手人札にぼ一

航川’！い作でま之で、中本稚をヤブていlllつ
けて“て。

 †ごバ、宇氷すんは、就手入才しでは†よくて、移企庁とし

てそういう調査予算を粗む仁めの参考貢粁ヒして淋しい
という。それで一うちの見積も！）碁一率巧一一η、中央訂司査と

いうとこ引丈、こういう基準、こういう仁専はこういう

単価でヤー1ている。それをみやげの／つにして、白・かバ

そこへ引さ取られ†こhけですね。

 その寄氷くんは表面に出てこず8クフ†こんで寸けれど七、

調査俄閃、リザ千セン9一／フだけで官庁に助成全の
交渉1二行って毛I、才8手1二寸れないんですね。そラでなく

て、調査稀関a）追分俸として、調査に対してこういう抑

戎バ共要・であるという発言をしす二方グ、官庁に対して兵

力がヵ＼け㌣すいヒいうものヵぐ、もともとの安易くさ人ノのね

らいτこつ†二と思いよすげれども、鑓ムくんは・そこまで安

永ぐんを見抜いでい†こかどうかはわかr）ま一ビ1ん。

 でも、桐査残閃の日約く州れば、人バ育†こす8い二と

iま確かです。調査稀閃に人ヵvo／＼いても、全邦州士辛に

丘われているτごけで、そ”中で／人の済い人を採って、

その人乞育マてあげようという二とまでとても手が回ら

す8い。 ／社でっでやっていろと、 どうしてもそういうこ
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と力慨く。乍がら、／0祖アパ回ネ上パ）ヵ崎。て協会をつ
くり、そこで’必辱な貴一ｿナよどけ共同に使えばいいんです

グら、共同κで’衛却・かは共同にしけバいいで（まない
が。

 孝迷⊥、寸ん1ま、もともヒ日銀に育フた方で1すから、日銀1

の銀／1局長左ヤ1てち・られ7、ゲて“定年丞馳すけ1
τ二。τ二まで二まりサーチセン9一をっくるとさは、員宇菩惟

也委艮公グ1く’・ソ7アップし仁わけですね。 ノ争に1回の

調査はいまでも紀けていますけれども、それを火し．て才）

げるがら地ムさんは引プ灰れということで、’、地ム市んは

そこへ行かれllhけて“す。青巧が雌けで十から、勉

強し†よければ仁専がでざナよいという考えオハ六変殖いへ

ですね。それで私らのそういう考えに、もともと非1、苛・に

同感Iを示してぢられ仁。．

地〃んとの閃休は、リザチてン9一太一橋系統例
人で織れ固めてい多んで“す。飲いんは来たでI了けれ
ども、いまの専務理専の二木くんヵ・ら後は、全邦一橋ズ

すれ。．うちに一橋の人が’吉崎1人いて、㌣の人をうちに’

い一↑二τ｛’㈹いがといゲとで、わざわざ訪ねて朴之rl。

羊’れで意雅合し仁という1・、調査残剛まこうでいや
いけ・llいよと・いう帥・わ、／に馬／評／面して／い1†1

んでしょう， ／人引さ依さに来られて、それいやそれは

差し」二1げますという話の直後なんです、調査残＝関の連合

／牟をっくろうしいヤすよいかという活は。

 産束審議加下都にいろい委員会グ矛）1）、けの情
報都倉というヒこ引こ安永さんバ参カロしてみら一黷ﾄ、安
永マんが’、洞査機関の竜見乞代表して1サ〃で’、㍑都会て

発言し†1かっ一一て1というごヒ・もあ∫口卯・けで情報邦
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倉で在中が終わ，ちヤうと、ヰ永さんの方は熱意が†ふく

い㍍うわけて’、3。回之いらい集まりましてニバ、自然九

合ポこいにご腺利二ηつてい仁。

 そのいに、これμ全邦ネ士長の《ヒいうことで、槌ム
さんは来られ丁（・し、一安．永さんはそのお・侠升τこい†よがっこ

うで来仁。 マーケッティ シグ’センターは吋父旧プ姜於土てぐ

ていまし†こし、㍑いに、みんτけい人を並れ㍗て
いrl・ので、曾社の食合ですけれど毛、2、～3人すっ出て
いま し†このてい、 ～O人くいらいの含后＼勿、イ可回かあフ†二。 その

とさに、私のことを覚之ていτこ老い人†こちもいるんでし

よ）フ。 それで旬年にナ8っ ’（、綱令亘を善度†でラ、 そ うて’

ナよいと調査の将来が守れ住いし’ザすよいか．という私の老ざ

ましτこ作文を枝立趣意者にしまして、いまのマーケソテ

ィノク“リ†一チ協会ヒいう”が追生一してこわげて’す。

 にろグ、一番’初めに申しましτ1ように、ハい・う団

結が必要というめは、値下げをチュッ7しょうし＾や†よい

かという（ヵべ拓ま1）。最低炉袷中しかわせをしょう。公

正取引香艮倉は、どうせわれわれ川こい†よ零細企業に冒、

をっけるわ1すしや†よいから、ハいゲとを市イとや
ろう。

 私けヤらπいという立場で、公正取引委貢倉という1ク）

は、そういう法律ですグら・尊重し†バ㌣い・けまセんげ

れど七、どちらかといえば私は値段一昨い方バいいと、堅
ラんです。何も／剛直の．1よい情狼に高い値段をつけて売！／

ムむというのは、調査の発亙と妨げこそす札、何の意味

もすよいことτご。宇値抗争をヤろんであればやればいいの

であフて、宇値観手打んかヤっていて二んではダンと1冬つ

人は・臼歯す朴ばいい・そういうことのプこめに歯どグ）乏
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協会の栢冷でムすことは、全くヤろべさじ’ヤないという
立場でし†二。

 いいう二とし’や困るわけですね。ぢまえハニうは
衛†／企打こがら＿卓一値抗争けううと思えぼれるで
しょう。 うちはそれで一は困るという。τこがら、競争入札

をヤ州よ㍍い巾よい一ので’才）フて、競争入才しには中米苅

査は一切応いい。郁いそうすればいい。師には
随意契約ヒいうのゲありまして、本来は競手入札ですよい

と、官庁は発注でさ1ハ㌧ヒころが、特殊11壮専で、．え文

に’応じられるとこ引まごこ1社し州い、しててがワて、

そニベ榎んドという随二意。釆約という形ヵぐあるわけですね。

ドがら、中詞け鯨吹杓の注丈しか取いク・フTl．わけで

す。ハいう可〃で、ゼいう問愚は処理れしばいいこと
であフて、そういう門趣三．は和、はダツ手し丁よい。

 †二とえば不動産算看は、自分仁らのマンション〆芦・告

をするとずに、不動産協会の．／／／くぐ∫三’ということを、

中づ’り広告なんかにみん†よ入れていま↑ね。マーケッラ

ィンブリ†一千協会のメンバ㌧†ごということは、注文を

取る上に有利でいヤいけ1よいといづのカぐ、I当時のそう
いう人τ二ちの主張二ですね。丁こがら、マーケッτインブ’リ

ザー千協食メンバーというご離、臼伽と二うの宣伝
のちらし1こ入れ丁二い。そこに入れるのは実車バフよいから、

構わ†よいヵ・ら、 どうゼ入れてく†～ぐい。初めはそういう

も⑦乏入れることてい、何がお’墨つさバもら之τこように、・

お’各㌦に灯る税符カ州・之るん／’ぺ1いヵ・！いう気

軒ちもあつ仁」．恩うワ

 それも入れてみTlフて、そん／l．と二うは↑ごい開い1こ

ことカ｝いので’わ・ら．、あ柔り効果州い。てれと消責
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引二まで．、説得力乏符†こせよれしにんですね。拒帥
れ一ちゃ〉フと、「うち1まマーノフツティンゲリ†一チ協会のメ

／バ㌧れんで’ ｷ、綱領を守・て朔査をヤブてい、るとこラ

でT、τごがらお・芥之い†二㍑仁い・といづよゲよ．二とは、

ある柱帥効果はボい・もしれまぜんけれビも、㍑
†よに根芥剛1、リザ与協納会長†ごグらといって向こ

うガ信同するヒいうわけにい々・1よいで’†れ。どバ州

名前と矢口っているわけで、も何てIいよい。

綱姫といういをつく1．て、それを守れば商売上つま
味があるんτごと、廻って、・うっかり綱領びんていうもの（こ

賛成してこけれビも、ヒんで’いよい新ご。茅一お春fんの

とこうへ行って、「うい亥綱領を・守・ります、しでこが。て、

撤調査者n石前をつけ†こチータ1京納品でウまセん」「それ

じゃ、お・τ二くへ頼まないよ」 といわれる仁けナよんですね。

それはピ1よんで’ｹ。調撮鮒企業毛必す“しも調査が
してほしいわけじでびい。

 †こヒ之はマンション業者は税務署へ行さまして、／000
万円以」二所得のある人のリストーはもら之ろ。それは東京

丁こけ．でも数千あるんです。その叙チの人に・全部セー1レス

を回すわげにい力・けい。しτニヅフて、ノづ意円一マンション

というのが最初に剛ポれllとラに、「／億円以上めマ
シン1ンを械麻布で牟り血し’よ．す・ハい・うものに関

心舳・あリてしようが・、それ↑こけ闘いて〔くれればい

い。イ丁七マーケッ1一リサーチとやるわけビャァよい。セー

）レスマン乏回せるあて先のリスト外欲しいす～け1～。そク

い㍉ものにういて、一着宇く入札して（どこラに在丈を止
す。

 けで、こういl／士号に応じナ5いかと、1中納査に何

             ？6

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



回も来ましに競争入札にうtパま応じません．それから
相手の名前をくっつけているデータは、調査寿凋々頁グ案じ’一

でいろ丁こけし’や1よくて、徒訂在τ三・て禁じていることてい

寸ね。国勢言回査をやるJ住瓦センサス之ヤる。 ビの家が

どうすごとい」う／図案のデータは、一切公表レないτ1てまえ

す8んですれ。調査稀閃も調査という情報を集める以上は、

績計湊の趣旨を寿らでるを得†よいんで’、そういう調査に

は応じられ主せん。

†ごゲ、現文はみん†1｛じている。／フでも駆ると．こう

舳れ．ば、そういゲとをいつている’と・注文を取’け

ニナよう仁けですがう、そ・ういうニヒをいうことは、でし

あ†二つの商売ヵ・らいえば全く灯／ゼン又ですね．。何フ

まら．†よい二とをいフているんだと注文・主にいわれるアこけ。

頑強にそういうニヒを守．。ていナニのは、私がい†こころ月

中央調査ドけ1～ろうと思いよすよ。いまや中表詞査も・、

わかソすよいて“すけれども。

 †三が、ら、北辰にだまされて、綱領と守るという協会を

つく一フすこけれビも、一仏けτ1てま芝として、ザている
こヒに．してぢけばいい。守る。必要はないじゃアよいか。一わ

れわ牝だけ牛・て外1て・ほか力く．みん1よ骨1てい†ハ・

ん丁こがら、1主文が戎るllけの祐じ’ポよ．いかという二とは、

射ん、最近はよくご存し’で’す。ヤーれじゃ、綱今夏を宇る

ヒいうことはうブこうのをヤバ1らと作と、こ1ちはい

うんてごけれビも、いヤ、それはうにフてお1いずこ方バかっ・

こうがいいから、それはうllう。けれど毛突隊11は守ら

ナよいというこヒに、いまポよフています。

 それけ何七日本τご」けではηいんです。世＝界中そうなん

ですハンプ／シグ／・朴が稚卵のチに疲一フllら最
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後、これ一はみんアよ調査の発注者、クライ7ンいとこう

ヘラ皮る。†こがら、本当に匿名と宇みうヒ思っτ二ら、対象

考の家乏訪問しtlその時点．で、市ンプリンケり、スト乏降

沖てなさやいけ1ポい。本当11綱領をヰ1け1いというん

であれば、私の定家に．賃成してけしい1よどという請文が、

にジャデす1レ・才ブ’・マーノフ．ツ†インク㌧リサーチュの

よい雑誌上出てさま万。τ～力・ら、．いがに置名の原則バ

牛られてい㍍いη・が’、穴凌にょくわかるわけです。

 ／億円マノンヨ ／1こ限っ丁こことではあ1）まセん。 丁二と

えばブ／，タニカけっています。これは調査剛季名惰
僚に、非帳に1す・ガ）残フているわけですハ、．．これは朽

舛のことで㌧す。 ブ’りタニカという有手十専1喫のセールスに

行5τこいわけですれ。セールスをヤブみく丸ト歩がセるよ

いま、調査員を今いち1食て’雇って、これは学生子1レベイ

ド醜時雇いめ調査更で’すけれども、「あ†汀二は英帝に関

心があ1はすか、子／行い教育に関心が川ますか・
という、い力・にも子イ共の喪誘致膏に湯する調査ヒ児之る

2～3問で吹台ま6わけて’’すね。斗間目には、ブリタニカ
の宣イ公物を見セて、「÷れ左予糸勺なごいまセんが」・それで’

予約†るとい1†1人川ス←乏つくフて、それをセール
又に渡すわけです。ブ／タニカは、版元がイでリスがラ

了メリカヘ移．フ丁二殺陣て“、世界中でそれをやっ丁こわけで’

す。

 そういう先例バあることで’すし、日本で一番それをし

フこくやっている乃は、保険倉ネ土ですね。イ呆陳というの

は、毛ちろん外交互がいて、これが歩いて契約七取る。

それに支えられてやフているわけですけれど毛、やみく

も1こ歩くよリはまで調査気を回そラ。寸らに保脈に追加
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加入’ ｵて七いい候補’君み丁二い1よいを、／oo軒のハか

い～古軒に紋1て、ゼーをセーし又マン畑れとい1
外交頁の枚育をやっているわけていすね．

 「私は世論詞査、†場澗査に参りましてこ」ヒいう二と

で、〃バとを2～．3間いて、それで／呆険けヤーして
丸いいということを、保険の勧誘に来られllと思わせ・な

いで、相手にいわせるわけですれ。 これは明らかに情報

の詐阪てイ。

 そのあし丁こぐらいに、冷彦はセー1レスが来るわけ．です。

「ざめう調査艮バ伺いまし仁。その人・の話によると、・お

にくは保障とふやして・い・とい㍉ご冗句ガあるようですが1

という二とズ、セーレ又圭楕炉）．るので’は†よい。や。みく毛

に峠に尿ぴムんτ～とい仰で1保険のセー1レ又をする
わけです。相手は契約の気があるんで’寸ヵ・ら、や研く毛

に飛び込むい1は、はるかに成約手ゲ、高いわけて．す・・

 ハいうことをヤめようといづ州＼、綱領のいフてい
ろ二と†よんですけれビも、そ札で’け詞責け役に立†こプよい

とい1つの一力派村老の言いかです。市場澗査が、各企業の

セー1レ又を助ける†こめに存在している。本来そういうも

用いあるこヒは疑い工うがない。けれども、それは目標
と守る消貧者の集団についての集団サ脊孝艮乞擬二俵する二と

が、メーカー1より、充血業者に役立つという仁てまえて’

ヤ1ているわけです。稚がセー〕レト手先に18るとい
、       、1

つことで一ま↑よい。

 ところが、そういう亙健・は、もちろん声舌代理宗バま
ず’寺こフす8い。 いまはもう ／フスーノぐ一葉界も守ら†よ．し・。

スーパーのいまの調査は、品ぞろ芝の調査が／つありま

す。毛う！つは虫店計画でマもビこへ牡店し才二らいいか
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を、いま出ているスー／・㌧を対象にして調査をやる一で

の又一／ぐ一ヵし体肴らの亮1）上げゲ才）るハカ・。いいうこ

とが1聞き土、せれば一番いいですね。何もナよいと、ころすよら

いいてぺ付。いよ友）るところ、ど二め地、寺、に出ていろス

イ寸けぞれの充1μげが培うである㌧ハい
う二とを、妊いト1番欲しがるわけで一す。

 そのことを、又一／・。に行フて閉げれげ一番いい。開

け1三い。そうすると、柿・は又一／ぐ一の同1）の1肖貴君を

ケ00亡帝ぐらいヒワて開くわけです口「あ1汀二μ’の迎て’

お’買い物をすけいま寸が、あの又一1ぐ一へは行かれます

ヵ・、あのスー／ぐ一で’あ・†汁が1月にあ・買いk汀るのは、

食ドが努らで、繊御く舜らですダ・・そ．の情報を又一／べ

一に（つづけて止す。

 ㍉いう形で、伸列の店の売！山ヅ高を知ポ1れは
停’汽自司査と全＜ 同 じ’やり方ですね・イ言別言同着祥麦閲がいよ

まで一きマと洲年ヤつてざ11川ま、ハいう調査です。

ゲいういと左う食味のマーケッティ／グに役立っ情
弗」三いう こと で、 土尻し丁二はずでIはナ8いが。 又一ノ＼。’の

生、忘計画調査は、全くイ書椚調査役閃の弄支階にわれわれをI

引さ戻してしまう。そういういはナ巨否し†よざヤいけな

いヒ私はいい説けるわけです。

 で毛、メーカーの方は、そういう七のがすよければ＼商
品同発に役に立つ情報は． ｾられ、†よいr～ううヒいう訴に、

I比校句耳を頂けます。流五葉界は全く耳を嫉けないです。

洗ざ業界ハ求めているマ」7ツティンブ’リ†イ情考足1本、

ゾー千情報．レ’ヤ†よく、個別信用澗責情報と同ビいてい

す。銀行グ信司澗査をヤるとさは、個々め享。、食を借りに

来た人の信用林態を知ツー1わけですね。いいうこヒ
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にも、いまやわれわれのようけ調査機閃ガ悪用されてい
ますね。これも日本†ごけで1ま†よい。世界中みん打ハて’
す。てう’ ｢うところて’調査綱領†よんていフてみ↑二ところ

で、 本当は乗、味カく†よいよ うσ．bめで↑。

 現則二子メリダη場合には・はとんビ調査でざてよくな
．けけていますれ。あそこは一荘ﾖ詞査といフ仁って、・悉

智調査じヤない。／色以て詞釧1歩・けすよい0という社倉秩

序の問題もパ）ま↑けれども、そうで†よくて、調査稼訂

という二と11対レて、全般的に信椚で㍍い・疹之、てあ
げてわ付にいいい。こ㍉いう多順・バ非常に弦！1です

ね。そういう気風が、ヨ．一ロッパに丸れムんでくる、そ
れは了メリブ7の椋陳家界やいろんすよ業界ヵぐ、ヨー．口・ソ／く

の市場を食い表∴らす。それブげしヤ打く一で、俵い荒らす

丁二めの先兵として調査力、悪用廿している。ハいう二と

に対する抵抗として、まず平ソマーの調査綱領バでさτ（
わけで↑。

 それで“工CCヒェソマー、同じ’ようτよ国境にかかわ1）

パぶ＝い綱飯を、2つの団体が別々に准レている州£’か

しい。てれぐ63今にエゾマーと工CCとの共同綱領、こ

れをいのものにして隼界に浸透けようし’ピ1いか。
われわれバ1∋本マーヶツティンゲリサーチ協会力綱領に

’し†このは、工CCの綱領が手重奏にアよ1ています。

 共同綱領は、内春力・らいいまマとヤヤ後星ですもエゾ

マー（ものよノリ、工CCの方が後がらで’ざましτこかタ禾四・

力・い。†二けば枇椛柊して2フのいを微み応べ†七

るといゲゲにとを、リサ’一チ僻閃はヤろんで杣。
けれども、それ・は相手き†ごましているニヒにすポら行いが。

中れレッテ1レを凌之ちヤワて、ある考沫飲料を、その
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ま支倣ましτこ場合と、それ一に左う銘柄を張1て飯ましτ二

場合と、稿果が走ってくる。いいう調査ド対しても、
ある程度相手をてごましていろといづ要奉がある、んτミから、

いいウこヒには慎重でナ川れ1ずいけ†よい式の二とグ、

士CCの方に1才書いて．茅）る。

 エゾマーのころには、ま丁ごそういう間タ星が発ノ生してい

ませんでし丁二がら、わりに辰哩隊則ト細れている仁’けで’

す。丁二とえば、最初にも方ろん了承を符て、「鋼査にお答

えい†二丁ごけますグ・「答えてあげ’ましょうJで’冶まフて、

籾査が逸行していても、．相手はイ壬1もの目寺志、で訪コ杏を才丁ち

切る権利は、固有（権利ピして持っている。ブから、佑
まっγ二からといフて、あるところから後．の二とは弦創し

てはいけ†よい。相手カぐ打ち切1ドこいとぐには、その希望

に応用ければいけ†よい汀とと青いてある。

 調査のデー9ヒいう川丈、調査を拒否寸之しすよけれぼ

情根グ狩られるという問題じゃナみいですね。相手バ、本

気に匂／かの1）の・中を探㌧でみて、相手捌開いている二と

パういう二となんブ、それにれて疹之てあげようと
い㍉気符ちがあって、それで答えてくれ†よければ、いや

いや茶はぐれτこ疹之は蒼之にηら行い、あ川虚当に
フげてち・いてくだ甘いということで、調査ゑが適一当にっ

けていっ1二んじゃ、惨之．にい†よいビやナ川がという現

場を知っているヵ・ら二そ、・鰍夏にぼ、神チけ任創こ拒西

で’δる。†～ヵ・ら、ぺ官まっす二期責1↑べて・が完箱するわけてい

は†よい。血中で手巨委にすよる調査票形あるんτごヒいうこと

を、けっさり書いているわけですれ。

 ナよせ書いであるかというと、調査拒在だけしいやなくて、

調査の中塗拒否も尺蒙理由．の中にあるんて～ということを、
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梱在役閑も調査（’発1生者もといこ知ってい18ければ、回

収字と’いうhの数字rごけで、言惟の質を云々で汀い
し’ヤ†8いφ・。いい’うことぐらいに、寸めて常識にしょ

うじゃτよい勺・という主張バあるがらで’す。

 ／＞段め工CC、エゾマー共同綱令頁には、その文が消え

ちゃっているんで↑れ。ということ！ポそういうことに

」は、7ライ了ソトの方にもか1川租弗グ方）り㍍。フラ
イアントのオは、’毛ちろ／し回→又率乏1高くしTこいで1す。青司

査機剛回収琴の競争をしているわ一けでて。いまや．一稚

の1脈綱宜て’、特に個人調査で帥・帆という水率は雑

符でき†5いで’すね。まごまごしていると7o㍗†之卯・！．が

ね†よい。それ†～け調査拒否は一般化していること・ていす。

そういう状況の＼十で、＼中途拒否もあf）得る打んでいうこ

し主いっていτ二ら、ま寸．ます欠専テよ問題を調査すること

がでさ林く†よフちヤういヤ河いか。す三が㌧、 そういケも

の同フ払めてほしいという調査剛禾・看も非常に汐いし、

調査の発注老は〃んηそういう立場ですね。
 てごから、6時にでウ†こ共同綱領ビjすヵ・後見1Iエしている

んていすパ、後且していていよいよりはいいんで可。てごが

ら、その綱領乞マーケッティング｝協会て“枕堆しまセんカ・

という二一とで、マーノフツティング稀倉の中にいろん帖研

充邦倉があるんでてガ、その中に市場調査部底がある。

市場調査都会とい㍉州ま土1ナーを1フや1て1－1ます。
各企業の中で新しく市一場綱重課卜湧乙属すれτこ／・↑二ち．に∴

実務に即しτこ市場調査の論義をしてあげなぐゼいけ†よい

んし’ヤ打いかというんで、セミす一もヤっています。市

場梱肺加）一いhの活動として、愉穆綱領め間越を
服∫）上げてはどうφ＼これ・を3年。ぐらい前に・市場稚
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都会長に、杯さんの名前は市名て一＝†から、杯ざんを担ぎ

土して、一生懸命にお1願いし↑二。それでその中に佃迎綱

領門題を取り上げようという二とで’、林†ん．はいやいヤブ

承諾し丁二。いやいやというのは後グらで、初めはそうで
†ぶ力・つ†二かもしれお。

 ナよぜそういうとこう’で、 そういう問題」を論議しょうと

いい比しず二かしいうヒ、これ．は電通ナよんて“す。‘われわ牝

のや一丁いる綱領に、景初の起草委員の一寛表がくつフ
いていて、調査の古くからの剛禾老が、名前を逸払てい

る。その中に、私は電通．を才ミ、ソLし†こわけです。そう

いうも（が、世＝め中てい＿人前のもののように横行レてい

るのは困るといづのが、．屯逓の内部の意．見で仰。†こが

ら、ああいう七のはっ、〕ミしちヤえ。 っ、？ごしちゃうからに

μ、も）フ少しれつゴビし†こ田舛”マーケッティンブす為ノ会・、

これはいまヤネ土日泣人て“寸か㌧、そ二でフ＜っプこ市場調

査綱伽れ世の中’に亙らゼる。．ハいパのがで㍗
えすれば、マーケッティン．グリサーチ協会の綱領びんか
は自叙ラ肯滅する†三’ろうということが、ねらいていタいγこん

†ごろう。これは私の邪推だという人もいますけれども、’

㍑とお・！げという人のナが多いです。

 それで電亙の烏井君   いま電通リサーチ。）所長です

けれども、夜ナ8んかバー生懸命に†よって集めてくれ†こん

です。調査稀関の方からI lま、われわれ2～3人バ土て、

それっ・ら調査→幾関のユーザー、 トヨ9とか日立ヒか、調
査を㌃こくさん使フ’ ﾄいらつしゃろところがユーザーです
ね。’ ﾅ、は桐奮のメーカーとユーヅーとい、うん・で†けれど

も、ユーザーの方がら7～冨人、メーカ一のナがら2～
3人が土て、 これは／年間ヤりまし仁。けれ一とも、イ町に
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もまヒまらない。 そん．すよものは薯ら†よいというんです。

 ユーザーの才力・らいえば、調査の質は、使フてみれば
わかること†ご。膚えしく捌査機関トィ上様・苦を出して、 その

／士枚をれ・せ㍍すれば、一包水杯調査はで・れる。て
れ以上グ）ことは青司査稀こ閃い何も注文し†よいし、調査機・閑

を育てることはわ1・しわ4・しのイ土手とは楽閃休で’ある。われ

われは、いまのレベ1レの調査機関をどうやフでうまく使

い二†よすヵ＼・それ丁三けを．孝之る。／oo年毛、抑尭の調

査の質をどう高めるか、ふ1ん1よことはれ†；すが跨手に

わや’）ナよ†い。われわれは関係がない。

 それはハfよんです。ドかソ、それは外因で日ヰの企
業柱常に評判岬いっと全／同ビで’Tθ稚と・いう機
能11あれば、それを食いつ、ズして倣け／ヤいいので才、・つ

て・調査残閲を着てるすよ一んでこと1よ、われわれと何も閃

係カv8い。 それけ…まフさりいえば市場だってそデよん

でTね。日本の市場が将来どう†よるが．。そんすよ二とはど’

うでもいい二とであ。て、いまの市場カド求める商品をな

ろべ一く平く克リ公んで、ナよるべ＜耳く備けて、そういう

も（グ他相点に星マるとさには、ナよるべ＜早く撤見すれ

げいい・それ1よ外国市場に対してポ全く同じいでTね。そ

うい’つやリ方が世界かシ碇だ仁さに笠うんだ。商売亙偲

のイロヘを細いよい。わけで’すね、世界州常識から見れば。

あいっらは怠け者である。われわれの方グ勤勉で才）る。

†こがら・そ二の消黄老に句く物を売リムんで何バ悪いん

†ご。悔ヤ1しけリヤそれ以上に句こバ売り込州グいいヒ

ャすよいヵ＼各因国内のメーカーグ怠惰ブごかシこそ、われ

われの商品バせ平で㌧番危十しろ。自動．津メーガモ家電

メープもみいそうい！llプ1－
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 けれども、そ4しは、本来ヤらすよさやいけ†よい二とを／

っ手を快いているわけですね。その術～け安く†いてい
るのに間亙．い1よいと、私は思㍉けれども、一 ｪいっ二と
けタド国で’いえば、そづτごそう†～という。日本でい之げ、

パまけい・こヒいつ．てヤがるとい1話にllリます。．そ

れは、りサ’千綱領ノつに対立る日本の尺企業のや’）方

†ごけを見ていまレても、タド国人がなぜ日本のメーカーを

㍉う川＼大変よくわづ・．11ます。

 丁こがら、1ヨ本に綱領㍍んかでさっこ†よい．ヒいうこヒは、

私は前からいつている。．プとから二そ、零細調査機閃の律

1首がア1まτ二ま舌坑にあるめを、彼らのいうとおリけごまレ

て、調査綱領というものを承認†せ†こわけです。そんすよ

ニヒを穴企茸に求め†1フてでざフこすぶい。それは電通の

烏舛君と十い、ザん議論をし†こ二とで’寸けれども、あ・ま之

バ調査残関†三1けでフくフ†二二ヒは、大電．通とマーノァッテ

1ンゲ協会のカをもフてすればでさ†よいわけ1まナ川。彼

1‡数与間悪戦苦闘し↑・わけです。けれ：ビも、まとまllよ

つカ灯よい。

 清水さんの同業の、朝日の広告調一査の村ム君なんかべ

綱領、め茅／条、相手八永認を得州れば調査はや・ては
いけ丁よい、’これをまず削れ・という。 そん†よものをわれわ

れガ牛る二とにナよっ†二ら、調査員から突さ上げられる。・

ろ・ま之け、調査ゑバ牟否に産フ†・い、その郁良友勺を

いつているのに、あ・ま之ら臼卑はこういう綱領を字1．・て

いるし’やない勿＼。それには禍千ヵ蝋つ仁5やつちゃいけ
すぎいヒ青いてあるヒャ†よいか。ハいハのに縛られて

いる調査問イ禾考バ、ナよぜわれわれ調査戻に、調査拒否を

少1以しろ†よんていうことをいい侍るんすご。
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 それは全くフ欠厄の速う閃麺二てべすね。われわれのオにそ

ういづふうにいわれるララ味芝フくる綱領は、朝日新開と

しては断じ’て承服で’ガ5いといづhけです。一村ム君は旅

矢口乙た寸んの愛弟子の／人ですね。共箔も残っ力・持って

いる。

 林さんバいい†こいのは、耗言†関係は、一純粋叙学と速’っ

て応用牧掌で、学問的価佐は低く評価†れる、†こがら、

佐際ぐんという方が長く’ 藷｢をやってお・られて、ク0歳に

ナいて叙勲†れても、勲4等し力・い之ない。それ丁こけ

日本は、統計！1対して社会相1低い評価しヵ・して1州・。

新開綱領ガ何をう↑こっているグ。｝れわれは真．．実ザこ杓

．に闘1ていゼし↑1が・て、われわれは一一一・と・1小1・

うに、真実茎知り、知ら亡ろ二との社倉的意義を高ら一カ・

1こうτ二っている。τこがら、調査綱領をフくるんであれば二

調査一がいヵ・にネ土倉相こ、必辱ナ式いて“あるか、それを3・カ

条でう†こ之ばいい。これゲ林†んの主張で’す。

 私は、新開綱々貢を肩珂雀負とは．思って行い。あれはスロー

グンτご。又1ヨーカ・ンは高らかにイ画イ色をう†こ之ばいいので’

あフて、われわれが片てがら臼／かナニちを視例するもので’

あるカ・らこそ、イ翁耀綱領とい．う。あれはペイ翁理一榊夏の倫

理もわがらナよい人バフくラ†こがら、新聞綱領も広告綱領

も全くのスローガンアご。人ローカ・’ンと私ヒは関係がナ！い。

林立んとそハとざはけんかですよ。（笑）

 そんなこといフ丁ニブて、どうセ1日本人は、ヤリスト荻

いいで’すし、循哩バ方）るわけバナ／い。儲かるものはす

べて儲けよ、 あ仁りま 之の こ とτご。 τごヵ・ら、 そうい う日

本人の商売血キ、もに吋びソ・けて片†こフて意呼グす工い。その

どお・りで’す。けれビ’も、意味バナよいのは日本丁ビ’けレ’やすよ
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い。世界中みん†よそ㍉で、1三カ’㌧、まごまごしていると

桐査という稀能が雑狩でさすよいよフちやう。t三かゲぞ
世界が手を結んで、 イ育τ望和事々夏といつ翌効をしよ、うし’一やは

い／・。盈勧を守れば、そういういが’守られるよプに†よ

｛んで、↑これも思・っ．ちヤ川い。けれども、やや良心

的1よ1け一千ヤーが、悲痛1よ思いを込めて呼びがけてい

るのすど’がら、仙にこ丁二之てあげるのグ、多少とも調査

の将来を孝之る人川上等し’や柱いヵ・。

 ある得度わ1・るヒいうんで’て。けれども、マーケッテ

ィン／ブ協会の倫理綱銀神徐で’あれナ｛’け†りフてη・ても．イ町

／っまとまこフ†よい。 じヤ、 もう才レはあさらダ）るという一

（グ、いまめ杯寸んの～1境で†ね。狼は．、リ†一チ綱領

†よんて却公をつくフていても意味パよいからヒい1ので、

マーケッティンブ協会で共同†ンプリンゲ校言立邦倉をつ

くつt二んですね。初めはみん†よワイワイと賃成のよづ†よ

殻をするわけで’す。 ヤれでそういうものは、人めフぐつ

1こサ／プ1レを、ぐ、ぐと臼・クニちで独占することになる

んtごよ、俵い荒。らす二とに†よるん†づ’よ、丁三から、・芙同ブ、

ノブ1レすよんて い う考一えは」、 日本ハ1中では、 それこ そ 育てこ

すよい。つくフ†こゲ最チ乏、一人占めに’ ｵて喰い煮、シしちゃ

う。与目のように言回査に行1て二んでは、相手↑～フていヤ

になりよ†φ・ら、 そうい．う榊の利椚のイ土方て㌧、人ガつく

っ†ごいを†二1三’で’使あ・う。

 どいつ川よ、サ／フり1シグはいまヤこういう問題があ

ろわ1すズす。軌間グ）世粛調査の場合には、あまり閃趣．に

ならすよいけれビも、サンプ。リングはいまは住民基本台帳

トよってヤブています。住民基本台帳1よ委任・事一務で∴臼

辛省がっくれといって、市町村の予算で、市町村バ市町
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村《行政（にめにっ＜っている。何も調査機：閑に見セる

†こめにっく1ているわけじゃれい。
 ダイレフトメー1レ屋がいけllいというめグ、桐査・残関

の、言いノかでIす。 タいイレクトメーレ屋は佃を†・るかといい

まTヒ、住瓦台帳で、二とし6歳に六ら†こ人ハリ又トを
全知抜いて、マれをランドセルのダイレ7←メー1レに使

う。2／歳にl！lτ1ナ性をすつか！）リ・ストをして、花■嫁家

具のデイレフトメーjレをする。

 住民基本台中辰は見セろヒいうことにでよっていま寸。見

る二とを拒否してはザ†！いと住民基本官帳に書い十、あ

るバ、それがイ士争の差レ支之にはる場合には拒否で1ざる

とい㍉τ二だレ書さがついている。 その†こだし書き．を発効

せざるを得†よいわけでri。ダィレ7←メー1レ屋ヅ次ヵ・ら

次1三並んで、住民基本台帳を見セろと11一†こって、戸矯

の閲覧と同じ、で’、フニまに見1三木る人バいるというプて・ま

えて“、ハいう法律をつくフているわけで’しょう。とこ

ろバ、 タ“イレフトメー1レ屋が列をなして．そ千フている。 そ

の中1こ朔査俄関毛いるわけて’す。

 調査浅岡は、 いけ†8いのはダイ レク トメ・一1レ星τ～とい

うけれども、9“イレフトメー1レ屋め手先に打って住民基

本台帳乞丸写しし†こ舳、’みんl／調査残閃で」てね。ダ’イ

レクトメー1レ屋にそういう∠人ダは人手バいるわけじヤすよ

い。調査役関が雇っ†こ了1レバイト調査更グ、「世粛調査の

柏土、にまいりましτ（Jヒいって、写して回フているわけ
て“ Aそういう二とけ自走体ザ家務乏女方げますブら、当然
拒いれろわけて・す。「稚残閃で∵ざい止す、といって

も、住民基本台帳乞兇セてもらえ汀．い、「いま／／亡しいから、

さのうあ・いでい†汀い」といわれてあ仁りま之て＼ そう」い
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う自粛、セルフコントり一レを欠い仁ものは、社倉φヲな

場カ・ら追い土す以外にどうしいいよい。ハいうい
を認めてい†こんで’は、社会戦徒バ麻癖してしま、いま’ヅ。

 †ごグら、閲喧拒否は起二・て当然なんですけれども、

閲’覧拒否はげしカ・ザ松い㌣打いカ・というのが林†んの主

張です。 それは†シプリ シブの竜レ本を知ら1・よい。 サ シプ

リンゲヅいかに稚に尺専である力、を1室／氏け之すれば

見立る 見ヤヤしませんよ。そういう宣伝をすれば、
それに恨啄して 、 ま丁ニダ’イ レ ク トメ 一1レの丸写・し力くもう

一通勢い乏’ ｾて推まる丁こけの言古です。

 そういう状況にから、洞査機関バ見に行けηいんです。

電通寸／㌧の場合は、や．っげつ名前が通ラていよすから、

ア）る程良説得力／さくわけです。3大紋の場合、い1ん

遮挙のどこの調査で量挙人名簿乏見るのに支障をむ愁じ

に†いでいtよいヒ息います。零細詞査俄閑州・プり／

グに行けば、全都断られますね。

 ハいう体況†こがら、これも私が㍗グソテ／ングリ
サーチ協会で、理専表をぐつぐとや灼τ（戻囚パノっです

けれど’も、セっかく言回査機閏協会がでポて、調査機閃協’

会の石前で住民台帳閲覧拒否のところへ抗級を1キし込も

うで’は†よいヵ・  抗議を中し込λ・前に、われわれは什マ

から正立べ’さところは、正立なラやいけ†～い．。いまめ調

査稗関のやっているニヒ’をそハまま訳めろけんて、それ

けトといよくてい之るかというのが、私の立場で’す。・

榊んいザとを拠めるわけで’すね、てごから、共同
サンプ。ルをつくフて、それはて｛’れでも使之るようにしプこ

ら、マーケッティング協公としてイ主民台1脈を閲覧に行け
3じ一牛ないヵ・と彼が’いうんで一寸。
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一こ、れは・この柵詳！し一111・どうかわかリまセんけ1・

ビい中央1同査で・日本けメーカ一・家亀、臼亨1車メ

ーカー等文手曾杜の仁〃）に、共同†ンフパ1ンゲと二いうの

をっく111んです、それを．省貸し土・し仁。いしTlら、

人に見いt仁くナよい御分乏すフμ依いて、失してこら
にるわけていすね。坦してこられるヒころの名前は中し上

げ†よいけれども、一†こ、〕1んそうていわろうヒ・思1て、こっち

はコピーを持っていまして二から、それ！マ・ソ手シブして

みれば、けを依いτ1ヵ・穴交よくわヵ・るわけでT、、．汀

の市ンプルのうちノ・・ぐらいけ枚数／て玉！て二ら
れるわけて’す。その200、というのは、い主業界でそうい

う層に一番目をつけようと思・ている共亙め却／かを、依

いてこられるわけで一すね。板〃・れちヤうと共同サンプ1レ

の意味バ以1よフちヤう，

 でも、B本ザ光メーカ．、は、その師の商売五徳で、
ヵ・ろうし’て商免をや1てお・られるというヒこゲ8のすミ’か

ら、そこをとがめてみても館まり㍑ん。そづいうこと
をいっていtlら、日本グ岬てい競争に艮け㍉いますグら、

とヵくめる気は・あリまセんけれビ毛、日本で美同サンプ1レ

など←いう川ま考えられ†5い、亙刷し†川んプというご・

とは、非常にはっざりい之るわけです。共同†ンプ）レを

つく1IP打いと、旅ぐんはけしがけるわけです。そ・クい
’う二とは、林マんもわれわれ調査俄関業界の実情をご存

じで材いがザ調査僻閃（よみんτよ応枢してくれる。それ
じ’ヤ、ヤラ）フという気に㍍られるわけで’寸ね。

 それは、林くんの、名前を杖フて、自ノか†二ちて㌧は枢、1プよ

い†ソフ川ンゲを、臼／か†二ちで簡単に手に入れTこいとい

づτこけの二と．で寸から、夫同サンプりシグとい）フことが、
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市場詞宜の村来をどう助けるかということとは、全く無、

関係γよんでて。杯寸んは最後には腹を立てて．、私はこの

作乎からお・llますと、剛糸宥に手禾氏を土、して、rマーヶツ

τインプ協会市場調査音戸倉表はあごけ）ま。し丁こ■とい・う

二あいhで’ギいいゲヒで’中断しちハ。
 すべてまじめ†1仁専けううと思つい、中断とざる
を得11いで㌧す。中断せざるを．得す享．いい1よ情報クく来ても、

中断しすよいよという覚悟で惰め1アピ限リ、何にもいい土・

セ†よいでマれ。

 でれば調査稗閃協倉をつくる場合もそうていブね。調査

機閃協会とい帆前ヒャいヤ↑三、ジ†パンマーゲ1テ／

ンゲりサーチ脇食という名前ビでなさ㌣いけ†よいという

んで寸。てうヤブ仁らト有伸パび’する†よ、マー勺’ツーディンブ‘

リザー手ヒいうのは、電亙†ん七目立さんもおヤブつにな

っている。ハいういはマーケッティンゲリサーチと
い之†エいというのグ、われわれの立場、 そういう二とバ

い込る川ガマーケ・ソ†イングリ†一1チ稀閃てごけπんで～

カ＼ら、マーケ、ノτインゲリ†’チ機関脇倉という名前の

ナハふ†わしい。仁’1・ら、私バいるいは、マーゲソチ

ィンブリ†一チ機関協会。私バ理事長をやめ†・ら、）欠の

ぺは寸一つそくマニヶツティンゲ’リサーチ協会という名前

に直し表しず二。

 マーケッ†1ンゲ，け一チ協倉の方ゲ、がフニづいい
です。けれども、変に背伸びしたんでは、世間から菜・わ

れるプけで一わる。マーケッティンゲり†一チす島倉という

のであれば、間イ余名∵メーカ一もユーザーも含めて、全

邦で’一フくって表刀めていえろ勺 リ†一チ布幾閃丁ごけでフ〈フ

て、マーケッティンゲ1け一千一 ｦ食はエ・二ヵ寸ましい、
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 私は、いまでもマーケッテ／ンゲけ一千協食の顧問
ですから、悪口をいっているわけしいヤありませんよ。そ

こから何とか育ってほしいと思っていま刊寸れども、彼
らげ何をヤブってご力・ヒいうと、．賃肋於れいうのをっくフ

τこ。本会夢、はリザー十俄関、各メー’Jー、広告代理店、
ハいれころの桐査閑／末を辰く十フて一お・られけに、

貫肋倉頁として細口してもらう。

 マーケッティンブリ†一チ協会ナよらば、一電通寸んに毛

加入してもらうべさです。調査の・量才三’って、日本の全邦

の広告の受注量の平分を電通が占めているんで「‘が㌧、、

調査の利用量も電ノ通バ†分を1些めている。マーケッティ．．

ンゲ11†一チ機関脇倉をつくる直前に、、島井君バ来てく

れといっ丁二。む支之（ところで、りサーチ稀閑協会をつ
くるヒいうじゃ†よいか、なぜうちへ手召符が卒†よい。そ4ノし

は反亙τごク＼ら卒直にいうけれ二と毛、お’ま込めところグξ

マーケッティンゲり†一チを食い荒ら’しτこ元凶仁と．巴っ

ているから、電二五．は入れ†よいて’つくりτ二い。これが一清†

んのゴ希望だ。い1がって、ご’業内をいアかワ仁。

 じ’や、月条予にっくれヒいうんです。才レのところ’で’鋼

査稗閃をフくううと忠之ば・夕つでも／0でポ うちの注

文丁ごけで七幾らでいくれる。ゼいうあ・まえれ二ろ
で’っくっす1協会には加盟し†よい令植残閃を育てていくよ、

それでいいがヒいうから、と・’一つぞ，あ・ヤll†よすいというこ

とに1よるわけでプ突隊には、そういう二とをや？て〃

†1って、全くっまジよいことすごから、ハいうことはぢ

や’）にllら18かつ仁ですけれどポいいういがでウ
tフや困るといゲとはあるんです。

電亜†んに人1てもら・ちヤ困るといラ汽持ちも、七
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ちろんあるけれども、それで電通を刺板し†よいで、イ中よ

く一共存していく））には、／グ千俄関脇倉ヒいう名前

ですよさやいけ†よい。マーケッ†インク1け一千協会／よら、

当然電五†んに呼びがけるべぐで、呼びかけけい州け

手料です。マーゲ／71ンゲ協会そのい）は、電通Iく
ん／んが似力で121年支I之で河1ものです。マーケッテ／
ソノ7“ 梶�黹`はマーケッ†インクの仁めにある。マーケ
ッτ／ン／ブ1けイ協会・という名前ナよら、古ボ電亙くん

バ中心にナよフてしかろべさ†ご。それを排隊してっくろう

というん†よら、リザー千機I ﾖ脇倉という房前にせざ一るを

得†よい。電迎にもそう説明して、電五リサーチ寸んには

入ってもらフ†㍉メンバーにもそう説明、し仁。

 打ん、それで承知していllの一かというと、ハし・ヤ

ナよいんで∵私かヤっめ丁こザすってく名前をマーケッティ

／ゲ1け一千彬全に変え、電通にも個人の賃助念頁とし

て参加してい†こτど’いて、わゴ4つさ’マーケッ：アィンブ’リザ

ー千協。倉、マーケッティンゲ協倉が列五てで’ある。

 マーケッティンゲという孝之方ゲ、毛どもと3o年下九
力・シビう立帷るかというアメリカの不充対牽みて1いな

いで寸ね。禦局在庫ヵくムと積いて売れず“、2仲爪・
恐悦からどう立ち変るカ＼というので、3σ与の初めから．拒

まっrこイ士専でイカ・ら、吉．然物を亮る†二幻には・肴ト服は

か之られ†よいという孝之が、マーケッ7イン／ブの剤乏に
1よありま寸ね。

 それの仁・舳言1植という，ことにηると、和、のい。てい

るネ±倉澗査め伍純を伸ばしていく。そパ1グ）に唯一のお

食バ取れて！、1るところは、マーケッ了インク†よんす三かご）、

マーケ・ノ†イシゲ1）サーチを大切乏こしよう、 こういう考
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えればブい、ズ主いま寸ね。

 そういうラ盾なんで’寸がら、マーノフツ†イングリ†一

千協倉のいまめ考李者ブニちを噴幻てもしよづが．ない門題．

が、有後にク）るんです。それはそれ、商尼は商尼で、あ、

倉を悌けいヤ月衿け払込1よいんで’すから、いいラ衰、

味でけ、それぞ’札に工夫場カ灯ら†よさ中いけ行いです

けれビも、ヤつげ「にこを越之ては†よらぬという稼バ・／

本才）るヘゴ†よんですね。

 そういゲとをいうかいhいかという産い1こけ．で、

いいづことからい之ば、マーケッ†インク協会の！．1ユ

川打方．、、必γしも全面的に賃威とい之ないんナごかい
剛立てのす残・閃があって老いい．ヒユ迅いま寸。 列立て．a）弓残閃

があるんであれば、セめて木、発の尿占、に返、フて、ナよせ㌧

緒にやいい州く。け」ガー…という自分†1ちを律す・る

／つの線をれすバ㌣いnい。グを踏み超えち’や・フ
丁二ら、／可めT1川；則にフく。丁こかわヵ・．らないし．ヤナよいか

というのグ、申し上げず二い二とで’す。

 1形平さん才よんかは、そういう壱、は大変賛成してく丁～プ

1ている。西㍗んの場合は、ヨー口・ソバの調査の琢丸

といづいから、調査を抄孝之ドよフでいま寸から、マ
ーケッティシノブとマ・一ノ7ツ了インケ’リす一チを、全然列

立一てバめと！て考えられている。ハいうものに倣仕

込去れちゃっているもので’あクてはナよら†よいん↑ご、

 吃通でも、て一ケッチづ シブ月次長を争ってあ・られず（

未谷i11芳郎さ／）、いまはiヨ李ディズニーランドで’い・、

三井不すカ産と1亀亙ヒでつく。ている、浦’安にディズニー

ランドをつくる合ネ主て’、てれグでき仁ら、まτ1電亙に帰

るといフてあ1ら一黷驍ｯれピも、とつグわかりまセん。伎
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は電且ドけれども、広告をやっていす1わ付ヤ行い口調
                              ふ査一外て一歩んでご㌧れT（方ですね。エゾマー（日ネ代衣

で↑。電五を離れて老いまτ■こエゾマーの一日本行表で’礼

私以外に綱伽同地に秤心㍑は、長谷／け郎1人十三け

といってもいいぐらいい思いよす。
 彼は日オー4で表仁から’、エゾマーにゃいヤブいいわれる。

日本でいエゾマー・工CC共同郷沖どこも〃値していな

い。日オには日本マ」いτインクIけ一千協《という」
もの力、あるんで、そこを説得して、そこに杯刷さセてく

れ。それは。そういうのグ方）丁・リま之てIす・というのは、

今度の工CC・エゾマー共同稚1姉至フ川くると・ウド、前の

工CCのいと同じで、せ界中の工CC．の7いランイグら、
その国内での一恵見を取りま ヒ幻てくれ。 それで’前回かな

惰極相1奉カロしれTlから、今回は見をギボ1れト。
 そ（とウに、原案はて一ケツ†イ ンブリ†一チ綱領と

いラ彩前にプよっているんです柚。社底調査も、マーノ丁ツ

子イシゲり．サーチの隊列を無視しては、大8ら㍍いという条

文バ2力所入っている。ハ／はみかしいじゃ†よいハニも

ともとマー／アッティンゲりサー子ボけの綱領†8んである一

わけグ林いんで、社倉調査も当然ヤれに縛られるぺさ†ぺ

 歓ぜそれを蕉くい1仁ヵ・セいうと、杯すんが、これは
マーヶツティシノブりサーチの喜多†ごという人。です。マーケ

ッテイングリす一チというのは何をヤフリ出すかわヵ＼ら行

い。そういうものは、確かにみま之のいうとおリ綱領で
繕いさ’やいけγよいヵ・もしれすよい。われわれ学者のやる

毛のは社会調査ブ。マーケッテ／シグには関係す1い。縛

られる必等バすよいということにプ8るわけですよ。綱領と

いう州ま、、七ヒもと商㌧かに社倉多フ意灸をうプこうべさも
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めで’すかCフ、学者のやる言回査は、すべて自分の学問合ジ良

心に従・ていればいい1倫理綱領と関係アハ1。
 これはいけ行いと、思っ†二んで↑。†こがら、／1デ度、マー

ケッティンブ1け一手絆灯†なくて、りサー手一舟M
綱領い＜’い寸ということ†～っτ1がら、τこます1ま共同

綱領の意見をれ）られ1・んで’、いいつI B冷に、これは
ソーシャ1レリサーチ、マーケッティンゲりサーチの綱領

という’名前にして＜れと、弦く中し入れましト。それで、

今度の工CC・エゾマーの綱領はそういう．石前に打つ．τこ

んです。そのとさにこちらは、シャ／ぐンマーケッテイ・シ

グりゲ千節食の廠岡．と・いう立場で、そういうことをい

っていますハ、句二つからい之は一、日本トケッテ／
ンゲりサーチ協会ぽ当ゑξす采用すると思ワにわけて’す、 そ

れヵ峠っ1〔採用してく札ないというので’、モ今11けん‘

け、支卑もエゾマーの稔余で．荻くいわれてソ希フてさτこ。．

，日本でい初めて綱領を守ろう一といい土しτ二協会†こがら、長

谷1リ†んに いわれて 、 チ乗『反しま しでこ。 iコノ奈て．’チ奉同 して い

る川衣、唯一こハ協会r三． ｯ丁～と、むいよす。

 そういう意味では、77ン入て“、長与イ汀人力・の人バ号

フて系岡領の草案をつくフて、それをゼ界中に炎り土、し1こ

け札ビも一 A’

j領を相手に川い州、日本丁～けレや†よい
です。 丁こがら、 それの改善意見を並べて くれヒ いっても、

t二、ザん意見バ出で二㍑いヒ思うんです。唯一珍しく日本

がら意見バ社11がら、吋は綱領亙動グ六変禁、“行わ

れている回†三’と、エゾマーμ，巴っているんでマね。 そんノ

ナよごと．は絶対にない。文明田州中でけ一番あ’くれている

国ですよ。

 倫理綱領、という二とがらいえば、仁とえば祈閃め方は、

              9？
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新間協会・が新開倫理綱領をつく。でいまザけれども、

それ“・クフく新岡手帳に才）ることは知・ってあ・られるて

し…ゲ、てういうことをI無、視して／士辛乏やっ、てハれ

る。 そういうことと、毎関係に、取材の自由、人間の矢口る

権禾I川荻く守らすはやいけ行いし・取才才源の秘置は一裁
判で争われても、国泉’tカに膏かれて／・寺．ら1～
いnい新1酬係累グ）夜1咋。そういうこヒ1一ま、綱刷1
剛禾1よく、思・ってお・られるピ、忍11ます。新開綱領1そのもの

け、符に検討してみられて1二・とは†川んじ、ヤllいかヒ思

ラんです。

 †三バ、†二とタ＿ばUPの茅岡々更をご’う／しピこ†よれば’、 い．ヵ・に

紋にパ1細にわτ二17、取材の自由は守．らなさいけはい
し、情板，原の秘匿ばと〉）しけプやいけすよいヵ・、才，ら中る

ゲブについて細がく規定しています。そうでIすよいヒ、

知らすいに辰則を犯している二いくあリ仔ろグ㌧、綱含頁と

いうものは、いよヤすべていいうかっこゲ’プ細Iカ・

い、ヤらい中いけ1よい具／柱1㍑た・を羅列しr1榊綱
領は、日本にはないと思・う。茂三幸で’↑。原則ピ条か

斗粂。広．告綱領ゲいい例ですね。5余丁三けです。祈剛斜

蝦はま丁ご／ウ条ぐらいパはすけれビも、全くのスローが
ンです。

 楴に1ていです～倫邸領としては、映倫パ
脊有村三と思います。新剛綱領は、綱剛禾希市・て
いるけれども、はかの人はτこれも穴0らアよい。昧術でも、

これは又ローびンμ、思う．んです、けら、．伯ノポ1ちの

劫をネ1公州1秤／函れよう。そパ1めには、れ、州
ず㌧定の〕ントロー1レは白／れちで課すという†タです。

 でも、いでいよいんで、τことえば医者ヒいうも舳、
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医者の綱嶺Iは住いでナけれども、邑考は営利のす1めに医
術を伎．っI’ ﾄはいけ†よい。こには綱領という形に氏文化†．
れて†よ’ ｢というてごけで、職業傭哩．として当然あるわけで’

．すね。弁護士も、千笈±綱領ヒいういをっくフている
わけじ÷帆・。けれども、千言夏士は職京倫理でこういう

ことをしてはいけtよい、毛ち・ろん綱領という名前に†よプ
ーてい1よいτど’ ｯで、内規で↑ね。職業の尊夜、械菜の師
を傷つける行為は、釈に慎いという中し村1て・ヵぺ、専

門剛・はみいあポパいっ力・1こ㍉のもれ成．文／b
している。

 1よぜれ化しいや’い．けτ～い力・というヒ、われわい

やっているニヒは、一般を巻さ込む1んです。斬剛仁って、

叶綱領いくゲはヤいけlltlかというと・取材はあ
’らゆる人のところへ構くわけでてから、かくかくの倫理

視定に従1てわれわオしけ1、ているんrごといグとを・．、

納得してもらわナよウやいけすよい。†こがら、公表するわげ

です。調査も、灯象者棉カがいや、絶対11川τご．1
てデ・一9は集められτよいていT。ドから、綱領というもの

グ†はやいけ15いという二とを、少†～くと・いこてまI之アご

けでも、ヤらτハー’よ！ノいいヒ思うんで’T。

 弘め楊今は、あ）ま之は調査の軒1r家ビポ／くて、調査

倫理綱伽専門朱↑ごと悪口い．われ1・時榊州まし1㍍

雄かに4時か｝年ザ引まそうで’すね。い圭でも綱領

というものを目ヰの一とこかでいい出すと、ハいハの
がまとまIる言古かまとまら†よい話カ＼、メンノぐ’を児τ二τごけ

で’すぐ見奇グつく。ハいう意味でに、磁がに専門朱て’
すね。綱領（専門朱にナドけこい｛つけし’㌣すハリプれと．む、

そういうこヒμノぐカベカしい二とで’市グ㌧、 τごれもほウ・
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の人はヤってくれηい。

 調査に琶竿携ミを取っ入れるく士辛も、弘は一生、懸命ヤつ

ましr二。昭和30千代は、’ほとんどそれτごけでっ、ザれ1こ。

1彦和3・イに国産電蛾ダネ川て市賜け、㍗1こ、圭r1昭

和3ユ年は、官庁の中にだ型吃箪俄が眼リ入れう十して1最初

の与でもある。気象庁にい2午卜桝）て70斗という科学
技術計算椚エβ〔グ入っτ二’んですね。同時に社倉紀汀の

すていも、総理府に工巨［ク0すが取っ入れこフれτ二。

 これガ真空管弐（琶尊称ですグう、本当に穴ごすよ僻械

で、イ系守々・株に半日がかつ、動くのは千日プ’け、しかも、

人イッ千入れて真空管ヵく直ま・てからて一．†よいと使えない

わけ1い↑。州、7・け入っ1二といつて毛、使之るのは

／日3時附．らい一。当町け型祷ていぴら、それで’七匁

千の真全管グ入っていろわげてて。真空管πんていうの

は、 ラゾ才に3フ4つ入っていても、 ビ．れかバ春色えデブ又

障しているんで↑1・ら、これハ稚粁管理か1尺変でご1τ1．

 3ユ年にそうい㍉ものが出τこといいますけれども、桐査

碕閃1よんかt奇つようグけ1て∴初舳、確がにプロ
ゲラムはメーカー一つくザピ又しまし1・け札ビも、校訂フ’

ロゲク久πんでイ肺が1仁。けれビポ収集しτ1情散
は・電柵州㍍どう．しよういい。因チ・分析㍍て
戦前かラ沖1ていよすク・÷、データ処理には絶対電算僻

1ま不可欠τご。いいバ川二、早く棟計汎用プロゲ7ム

を収‘）入れうという二とIを、当呼がうヤかま！くい・て

い†（の毛1お’そらくせ界中で私／人丁ごと思うんていす。

 いまでこそSP∫S一これは了メリカの社倉学有アこ
ちが尺字にフく弓セて、売り太†れて、ど二め六字にも

           100

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



朱I釦1言乏置ぐれている。テ㌧タグどういう・形で’電茸桝っ

†ニアに入っているカ・、ヤや制限がありまハ†れども、

SP－ rSぐ之才、れば一…・一一。

 飼歪1というのは、マ1レ千フOlレ手ヨグ又を許していよ丁

ね。Tlから、場がによつ↑二ら、／ク・ら9辛で全制1九Σ

つげらやう勺にろグ、／がら9まで丸を’つける（に、
いまびヰ宗準〕一ドで’はエラーにプよるん．です’。 6車位ζ「こ

バ洋位で’、散字、英字、まTlは日本めか†よで’、プラ又、

マイす又のある粗々合わせほ認めるけれども、全部カ＼∵

ラス仁というも（は、イ町が（エラ’ブというので’、エラー

一チニッフにび、か、がフてしまうのです。

 丁ごウ・ら、調査めデ㌧9を入れようと、いビーっ／フ

について／か01＼続敏珂のデー9の基本はそういう二
とで、／0φ穴の．80けに、肺ハ1ドジシヨングありまて1；。

そ舳・お“ところカプラ人グマイすズク・と稼11辰同
’し．て、900けにのデー9にして入にてあ1一く。そういうバ

イすリーチータでア戸いと読パよいとい州粗バあるグて’
す。

 だグ、1芯デー㍑たゐれば、ネ±公徒訂として必要な’
いろいろtよ集計が、・非常ト簡単な付棟で、llとえばカラ

A／夕桝けろカラム／6一 ﾌ7ロスタブと祐たするτごけで’、そ

この集言すヵくでれやうという汎用ア白フラムがでポ1。
けれども、 そハていさ々含め↑こハは、如争にすよっ てからて’す。

その前の2◎年間は、絃訂の集計をヤ・ううと終フ↑こら・台

／かでイゥハク・らプログラムを書くよ！）しいカ用い。

 メーカィれ、月桝ガ啄のフObノブラムと1・、在序言
むフζ．口／ブラ久けみんは†一ビスしていτ・けれども、耗

訂．、H工s（マーケッティング・インワォメー三・ヨン・
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ン又テ人）というのは、それと庁深†ん†・ちが了メリカ

ヘ行1ト視察岡は、斗／イくらいですか。企業も、白ケの
とこ一 ?ﾌ内部・外部の／鰍をすべて生かすよう、、集／中倍

榊して・企掌畔以票ザ卯仔粒を、全部社長が
自で見えるように、いプ（いも欲しいいに呼び’一生セるよ

うい又テムい（ら’いやいけすよい。それをザsと
いっていますね。 そういうことバいわれ虹して、初めて

で一9をすべて数量化し、電算残で任意にれ㍑るよ
う†よか・二㍉にして1いという欲求グ出㍗で二。付しはヵ・

け戸†ごけてい、いま丁三定現は†れていまセんね。

 イ でリ スの ゼザ’・タイ ムス」 三買収しτこ、 1一ムソ ン と

い1人州1ますね。夕）ハl／＿・ろい．食ネ士の社長を兼
ねて、 あら印るネ土の采……＝営を酸に入れている。 これは［工

”完備れている1・らドといううザはが丁ニブいい、
ハいうことは、中ゲとして、い・い・でI㍗よいこと
の／っにいていろわけていす。Tl一が、一そ（走りみ丁こいな

ことは、順、次、突椚イいれっ7るわ、けで．す。

 日ノ条の場合には、 電、算秤氏そ（ものは、 いまで一二 そ 工β

HとFAcOH〕本匹敵するよ㍉†沸桁ごといっマいま
すけれビも、それでも肉体名Iけ，ハードの鉤ではどう中

ら素ねゲでざτ二。ヒいうのは、句二つの物を入れて、そ

れを細ヵ・＜ノか解して、 千圭薩を翔べ、 それに以仁も のをフ

くるわけていすグら、／。ニト価ていはて1弓ど二う1こ並いフ

いていくわけてす。ソフトの面では、桝負八相違バァ）．ろ。

まτごま†ご／0れ閉ぐバあるい、われろいい、フ・ログラ

ムというも川ま日本人向ガじゃ†；いんです。まして祥余

調査にぞラいうもハを取り入れるすよんてこ〕玄、ほとん

ど↑三れも考えい・1丁こと思うんて’て。

            1（12
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 汎用ネ士会調査デー9処理プロ、ついラムを、中央澗査て一’に

一生髭命にいて1・年代、才）グに亀算機がネ州て人1・

τ1川け午てすけれども、3ユ書がら入れいヒいう訂■身
を立て’ ��B人ザい汀いですカ・ら、／人かユんていやらい

やい巾享いていし…。それで’電算残が人1↑1ら即日勤く

い1げログラ久を準備するのは、容易ザけで・1い。
32年から3r与‡ていのク等間クカ＼1丁二hけで’寸。2～3人

てやっllわけてい↑。

32今に繰言す剛二実際．人フTlわけですけれども、徒亨す勺

も、hlフの調査にすべてプ1コグラムを琢ボら書い．て

い†二んじ’や剛1余い1こ†よい。仁か㌧、どういうテ㌧9

にも血引てごろ芙五八一用プロブク∠ヘバ開雛やられτ二。

いい手．尼君rよんかガ、茄いピにやつ↑l／土手1ごけれど

も、ある時点、て’、 中央洞査で開発しで二めと史ゴ／トわせて

ポ1ことがある今で手孝之、方が全く向けずにフ／
一レトつ・ら集めて汀こデータには、ビれても矛盾グあ

る一カ矛盾を光1て、れと訂正一して、ローデーg乏
一応・集寸て’さろものにして、 それを任意に組サ合わせて、

どの数量とどめ数量ヒの閃株七、1壬奄に楴定で．．ざる．よう

にし†よ㍉川1よいという基本の孝之方は、調査デー9
綱ヒいっτこらすべて某五で↑れ。†これが孝之セも同じ’

毛のにllるい～ヒ、大変安一。’しましTて。（笑）

 当時は、桐査碕閃はそういゲと付る共宴ハゲk
んで‘す、 いまにすよって月K5†んは、よそへ尤すと高く

てしよ→がげい、自／かのと二つへ電算機人一れてナ5んてい

います…丁れと毛、いよ角・かのヒころべ電柵を入れ1こ・

て、決して寄いま㍍らす8い。電算俄直入れようと思えに、

ヤつぼ㍉、その営耀一もしなずや打らない。オペレーション
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もし†よさヤ†5ら．けい。電算稀のオペレーションは、調査

のイt手と才）工1）閃イ禾ηいでいてか㌧、新剛ネ士でいえば製版

部門外τ二い†ハのでしょう。調査の拾さ何人はそうドう

ことをい㌣がるんです。tごグら、本に竹を接い†三よ）1な

紅織にllポよそに公し11方州1るかに年い一

 ハIいづい叶に入れるぐら川ら、印刷工程も中
に入れrこ方グいいぐらいド。印刷工程は盈けられすよいか

ら。尻に耗合調査税巾枕所はそういつ考えてい↑ね。い

ま㌣印刷部門丁三けの注文までI外ヵ・ら取る。’社印刷でてげ

れビポ確叶印刷部門を外に土している川は、中に
入れrこ方か安い。 そうい二）二とは正るけれども、イ町わよ

そドって い才ハよう↑よ競争絃希ズ、 そう．表く高いイ直依を

稚粁てぺさるわけが汀いから、外走でごる毛川丈、ビこが

やっても五当ブよ水準にすべて下方くって†ますね一

 計算センタ’一†こって、いまヤ且乞童え手で憎んでいろん

です。確かに調査の隼亨†は、 よ丁三行列てい†。給与計算だ

とウ・、師管理ポ1いに、ど二一列全茶バ全部あるとい
う忙専いや†よいですね。†ご力・ら、 当払、絞言す伺くの7oロ

グラム伐備している訂恥シダも、ごくわずプしか
／／い口ま丁ごに納寡占状態でマ。いニカ1て、抑ヵ崎

いことは破がです。けれども、よそへ士、しτ二方グ高いな

んていうことは、いτ8いと思うんて“す。／．1まにアよって
そういうイ±争を中へ人十二しち㌣ぢうと．いうのは、間遠いで

す。

 中央調査の場合アこって、いま．は電算俄ηんで返しちゃ

っプこ方ガいいんビやす求いかと肥一い三マ。†十、い麦の集

計邦衣は私よリ20ぐらい芦いんて’、仏州1前後、依グ20
のころに、一生懸命ござイ史って電算窄案乏中米洞査に取1）

1’（14
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入れ↑こ八丁こち．バまtごやって㌧までグら、し1ま五七ηんて

い㍉ビ、「オレけあ・ま之■こ丁こまく→・し†こJとい→つれます、 ピ’

こへ行っても、〃ん†よ㌃ごま†れ丁こというこヒになるんτご

けれピも、（笑）「力隊†んがそういづ二とをいうとは、夢

にも肥ってい・っ†二」といhしる。それはやっぱつネ士食

情勢卜合わせて、変／ししてし一く よリし一ようバσい話で’巧

1て、「亀算筏写植†よいダメ1ご、活版の方バ宮バされい

いやηいカリ ヒいま†…（い．う．人バいるハと、 同し’ような

話ていTね。

 電算化ということが桐釦将来を細る、それ1士タ変

量解析トしろ何にしう、研残カパて初めていえるこ
とていTl・ら、ハいう児通しガ同左1ていフネか1τ1こと

け雄がです。SP SSも何七†二い時イでに、中央詞査が汎

用フ｝ゲラムをつく1仁．イ（玄・各調査残閃が全都電茸

稀を入れるハは｝初めから亭寸これ マれは電算稀人一
カーに儲けぐぜちゃ作けの活ていパ．て、同ビことを’ k
っているんていすから1中央萌至で開発しτ1プログクIムは、

突貫一ですべてパ同査機剛よポ迂いくて～ぐい。集計州土手、

だけの受注を、言回査の仕尋ピ剤1引さ受けて・いて1んで
す。

 そういうこヒをやる丁二めには、倫理綱領し1㌣†よし・け斗・し

どわ、いつ・ら引数けk仁多にビういゲ備領バ合まれ
ていい・。マ川ま調査をやフ†二のと同にとがわ1・るわ

1すですから、そういうも（を紀ズ寸にょてにノ札くないとい

うイ言旧バ†パ寸れば、そういう注文を受けられるぽず’がな

いんです。調査と無鮒．な冒すれンタィら、いいウ
情板の意味グわ／・ら柱いグら、ビこヘボい打いτごい。
矢口ら丁よいからテ札くない。 そ ういう意り本σ）イ言岡バでさよす。
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桐査残閃自舛（’よその洞肴∫集計受託をするなんてこと

は、す8かけウ・てぺ ｲることじやびい。
 一時1ま／㌻ネニくらいの集汀を、うい使って、、い！われ
げ稀（・和芝の却巨に入ら てよし1。 才へθレー タ 一す 之表成 し て く

れれげ、あ丁よトのデー9はあτ汀二のオペレーダーグ、ラ
ーち（株秋室を依ってお・I Q1にいても緯構ゼすよ。それ
をオーフソ寅しヒいうんです、タワーズ’ト’ヒいう川玄・

注文を受一けて、 それをづ㌃のオペレークーバ機中茸に〉たし

て、秤果表をお届けする。いし’で1よくて、デーダフ。
ロ ゲラ人を全部将・ でご て依存ズ丁二■ブをイ青11る の互 オーブ。

ン値しといつ、才一プ．ン値し七どうゼビいっ二とて“、定

隙には伎1てくてごプτ二ところは、／ネ上．しか18が1τ1．〈い

す。

 調査俄関協会をっくるいに、着くん．グ札を列1ばつ
出そうとし丁ニハは、ノっはそれπんです。うち八機村互

伎1て集れ㍍ていr1調査残関か1、牛ノケぐらいパ1’1
いですかう、共五に1†宋詞査を評／臥していτ1んで’しょ

うね。ハいういをっくること1づ1て、固・の衛秤
メーカー、’エ川にせよ何トせよ．、いいう像汁処理フ。

ロヅラ公は、ど二も提快でいざい・っ↑二わけていす七八い

うとさに、それをっくフて、し力・毛伎わし仁。丁ど～・

あそ二帥f）に公表札．調査と1一・バのをルているんll

ろう、ハいう評価がク）、τ・んだと思います。

 一稀にや一て列1ら、公共的であり逝、ざプこカ・ら、あれ
じ、ヤ、あいつ． iま業界ハ利益乏無視してい．るという二とに

†よるわけでマね。言回｛をハイ戸島ビや布くて・、調査の命をユ

ーザーに売っちゃ1ているピピ～いつ・。ヅビジバて、

飼牢の作品を亮1て・枢乞育てるllめに、ち’灯んか
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い・全をいと取る方剛こ動いてくれア㍑や困る。いま
め調査はんて、そんけこヒいえる状態じぺよいです。ま
下ご泊まっτ二（其’かllのとこうです。

 その、こヒをいうと、そんすダニと、に行い、調査は30年の

歴史舳るといいまてけれども、†こと之は医学で人間バ

絵るがピ1うのヒ、同じ問題です。医学は・・00与の歴史

がある。病人を担之て何とかしいやいけない。剛二合
わせに何と1・して姉を胆！）・榊を与之、医学ヒいう

いは刊・浦れし一て剛立っていけ。けれど．も、
いまハ医学の水率でい、一あらゆる人間の病気バ右セろかと

いつ1二ら、応急処置はしますヅ、．’右セ打い病気の方ダク

い。いいう桟能1ま又・辱τごカ・う、一応丙危として成り立

っている；

 桐査毛全く同じです。調査て“解け伺い閃越け無紋にあ

る。て1けげ／面跳、競争市場で相手よ1）高くフける1

低いけるという問題グあリますけれども、そうし’やな

くて競争禍手バい初めての新製品を市吻に土して、一

番危るには一件努い但枚をつけれ1女’／lいのか。ハい

う二とけ、いまのマーノ丁・ソティンゲリ†一チてば、． �

めしいグτよい難1題で’すれ。ハいう難題ガらけて“寸。

 わ札われはお’各ぐんに助けてもらって∴あ・各ブんと共

同でデー9を意思末魔」二使う。そういう方法を榛家して

いる段階〃んτ～。何もていき上が’った商品を高＜売って、

hれわれ↑ごけうまいメンを食ち・）フ†よんて、そ・ういうっも

llの調査屋はか1）にもいてもらいTlくは18い。ぐっぐと

食いつ、ザして、出ていフてもらフて赫稿二で’すとすぐいい

ますグ、本当はそういう、ザうにいフ’らヤいけてよいんで’す

わ。（笑）
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 ア㌧9収集は、いまで七／歩くめ人力、調査艮をビう傍

哩↑るかという問遡です。調査員管理ということは、雌
牛盲目寺、 和・、 弦く し1し1ま しτ二。 そ れも 、 そ4じと’ころ し’で

†よいヒいわれ1こ二とで可けれど七、、いまに十いて片るヒ、

朔至残閃グ、フ／一レドワー7にもう一握力を入れ土、し
まし↑こ。あま1）にもひ’ ﾇ遣ざ’るんでて。． ﾕ時洞査資、学
生Tlレバイ1一、菜評にもハイヤートノソド（雇一伸一手しブニ子）と

いう言案づく才）る。チτこけ貸して才）げます。これは日本で’

いうピ了1しバイト／士専という二とて．す。調査1‡すべて

（．イヤードハンドー二依存している。 そういづビニうで’、い

いデー9バ徒侠て∵る←川ザτよい一それけそのと舳㍗
ヒ馬いよ’す。

仁辛には案閃があリま寸1・ら、抑え一 l土民でという1、

二一1レセンポ1いすよ舳いう件卑～列で寸けれども、
了ドオいソ7”飛び入りの如査をそ例郡改二†よしていく桐

査稀関八形態て’、職長すごけで’調査をやることはでざはい

相諌て．†ね。回勿杭打1ご1て、秩訂調査員け腕時師て’

ある。言回査役関の職長毛、蕗時職員て“ボていいと思う

けれども、それをや。げ1）一定の水準に訓。練する二とを

ヤら．州れば・これは全く調査票をつくつて、特11．して

ガはしτこ、何か書方・れていまし仁とい作’けハニとで

あって、柘1一変デ’一夕とはい之†5いで’すね。

い支、そういうこと古熱心にヤってくれる斥けと11

う食杜一組、の次に哩与長でんをヤってくれている。こ

れrlネ士長グ、実査部ケ、フィーレドワークの責任・看であ

る。そ汁ら汀いと、どういう二とグ起こる〃・。お1塔寸

んと企画却門」⑦人バ神談して、ある調査票いくろ。そ

の調査栗を調査艮にヤらせる青／壬の籾署八人バ、ハい
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バ川ま調査て’’ウτよいとい！lて1いわけてい↑。調査部門の

人ガ位・畔で万）リ、発言力ヵ・’汚いと、っくっ丁こんτ三’からヤ

れという二とに†よ1、やうわけでて。ハいう7／一レ
トいに符ち止め†～、いという桐査グ、ビんビん柳コ’する。そ

うすると桐査良グ、ビうセ調査察は、開nい笈閃で充

満している・まビ．めけろれ㍗ろ†こけバカす！んだ．と

いう誘に†よる。

τこがら、調査辞門は、ハいういは調査でガよいと

いう権限1べ†いやいけllい・とい1てザ調査機閃は小
川組織て“η・9、そぺにとをい之・ろめは社長しかい

1ぶい・んてい↑。7に1レト・フー7乞よ（しよ．つと思フτ二り、

社長1澗査部門の責イ壬朴†ふらいヤ9“メです。そうい

うンとを、ガでく定行して（れている川エ、K星Pの
中室†ん1こけtよんで’マ。．ど二まで’俵は本気で’7ド1レート’

フー1を見て／れているハ．・・グは酬て’すけれど1も、
少け（と七ネ士長兼定査御門責任第で’あ．る。

 二．木すん〆日本り†一ナてンターも、7イー1レト’ワー

ク万†，宛音戸門をまずフく・っ1二。調査をやる人は、口を勅〃・

すのけ好きすどけれビも、手を動かずのグさらい†5んです；

フにルトザフは全く足を便う仁専てイから、丁これ毛

い†バる。彼は、わlH二腰一を揖之て、ガ川来期的に

対策けてろ方†小ら、までフ／一レト．トクの研究都
門をつく1τ二。そ二て’論議ける、、何一軒か諭歳している

沽に、それい’ヤそれを突馴1や1てηようと1’、ラ気分
に、 ますい符1ていく。 て’れていそ（人τ・ちを中心1・（、7イ

ー1レドワ．戸17却門をつくるヒいゲヒをヤバい工す。

あれ（才本」榊なフ／一レドワーフの棒偲1・でごるドろう

いい。
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 で’も、李怜的に取リ細んで’いる州ま、グぐらい州
ので“ ｡。あヒは、集計は厄介に、τごヵ・ら集計専門職閃に

押しっけらや之。7イー1レト1フー7バ圧■介τご。，フ／－1レ

ト1トプ専門の磯閃ピ1くフて、そこへ抑し・けいえ。

確かに外因はそ竹よん．て’†・といづよリ程段グあるんで’

す。これは牛・全をが（すて竜いいデータを某め↑・いという

と、／票に／0ド1レ払・え一 髓ｲ査一も川まずし、そうし・でな

くて、寸一1才の保険勧誘艮のτこめに、ビニハ表（よ川で

うブ』いうデーgを集めるん丁こって二ら、幼tソトも弘之

け“いいわけてI†…う／・、うデータを一字門にヤるところと、

20ド1レ・ラ・ド1レ／対象に川る朔査をやる！ごろと、フ
イ．一1しドワーク専門の桟閃ゲ丁二くさん才）．るんてい寸。ロサ

ンゼ1し又で’いい桐査稗閃ヒいっ丁・らこれ、宇い朔査俄閲

†こつτこらこれという名前のりストグて’さている。

 いいう状態に日本もしτ1い。それは私はう思うん
てい可。丁こτごし、 いま（ように、有ノかの中のフイ 一1レドフ

ー7都門1・け句ガ土、ても、何をいっているん1～、†れ

ということで押し切っちゃうと二ろていは、フィールドフ．

一／Vハ専門稀剛よ斉仁ηい。’．ての食ネ上の中の桐査部門と

同にとに1ポ’らピ1。ハいういに耐乏て言回査叶
るのは・調査といういに文寸する良識舳い桐査艮す～け

力ぐそろう二とに川用．πい。ブごク・ら、時期尚早τごとい

つ・ ﾄいるんで一すけれども、フィー1しドワークτぞけ、ヒいう

のも、ぼつぼ7如才一でいま†。

 性調査糾ごいに、時卒の支局に全都匂分のところの
支勺を置いて、桐査担当劣’ゲいてといづと、そこに捌貧

冒、ゲブ㌧ルしてあ1はすから、尤海左の桐査て“ア）れ、九

州の調査であ札、才着～本て“別にそれほど困ら．すよい。午
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に／回†川2回」15りハいうのを吋んでい、諦背徐でへもや

っていれ（ズいいわけて一寸。 とこうグ、そういうケー人バ

llいのが考通ですから、ハ．いっビろは、北春丘の言回

査、九州の調査1ま困フてしまうんです。プこがら、フ1－

1レトrフー7専門桟．閏1ま、まで尤奄丘に、次いで九州ト、

㍑次に束束に、いよて一さグか1ているところていす。

柵とい州ま作業ですから、秋1ぐ電算糾いうこと
をいい土し1・もとは、†1ぼ’1作家の水率がさ1ち1）し

てい†川～ゴ、デーバ1†スら六よい。メーガバ品肺哩

するのと同レ’ように、調査了㌧gの晴理をさフちり中ら

†いヤダメτご。電算榊方バまτ～しも管理で㍍すグら、

こニヒここの関係ガお’がしいというのは、左く俄榊フに・

油幻いさます。とこうグ、調査良のれ管理は、人・租
餓てい一

ｷから、自／かクフ／rレドワー7リやん！ていウる
ビーいう人が・桐㌶の傍理を、していいヤ、調査艮の・ド

い悪いヅわヵ・るわけバ行い日まして桐査1乗を見て、これ

りぐいい調査票〃・どうグ汁て、わヵ・るわけバ18い・ヒこ

け・・洞杜て二く寸んじ仁という人は、詞餓剛1は式
ブい†よい。でごカ・ら、調査良の宿理というと土うは†’ら†よ

さやいけτよいと、いい舵けているてごけで、セめて中央調

査す～けはいい朔査をやろうしいう以外には、何もでご打

1・1仁。いまや、、少しでざる〔にすいて打こと思・いま
すね。

笈の郁水利1フいては、アメりカ広告羊協会バ・ア
メリ“澗査綱領ピ番ネη州三っ＜フ†二。これは／93・手

バ、調査バ姫まフ丁二げ川で、〃）て調査らしい杖術白ヲ’

l1最低水率・作とい．1が、らにへllいう水干ニト砂
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てい甘いやダメτミ。†～から、’サ／プ1レ！1がくφ・くで才）う

ねばタペメ、 回→人率は少τよく ヒも80弘之走邑之て ナよさや ダ’メ、

そういう杖術水干1～けの綱領がますでプこ。い、まハ綱槻

はそうじゃすよくて、相手乏困らしちヤナよらぬ、調査レベ

1レ。／支術水れい竹は、調査俄閃とクライアンい閃
／粂ですね。クラ／了・い1納品するがらllは、セめて1
のぐういの基準・一一・。

 い邦画もいる、んあリますけれども、そっちはい弍
ヤ1‡っといてもいい。．31年代は使う方、発注†る方バ、

調査か何1三かい〕1まゼノ）1・㌧、調査桟剛1いいいに

ボ’ラ札ちや三仁。いまはてういうことはすよいがう、いま

の椚領は、そつ“引け常に薄い、
 †ごが、日本で最ポ㍉†よさ㌣いけ1よいのは、その収術

水率で5）ろ二とは間圭い†よいので’、そこのとこうい・は

リ手を続いτこヒい’ ､力・、一生遂命ヤつτ1。＿生懸命やる

ヒいうグ）は、白佃調査稀剛三けやれば／／いんで寸。あ

る水率をお容くん！1木ゼば、それを基準に・してぢ喜さん

がほカ’の調査残関乏使うようにいわけで’す。そういう

形で、自分のピろの商売と、巷率を細る二とけっな’
グろわけで↑。とこうグ、倫ア里綱領．のす1まハはいかな

1㌧これけ、そ’の雌として巧ズ1上げていく1～1チ

ー1こがら、昭和30年代は、主として日本の調査の抹体水
準・を、ビうやつllら雑持’ ﾅ’さ、高められるか。外帥1主

文は当目寺ヵ＼らあるわけで’すが〔フ、それに、日本の調査は

…一 ﾆ笑われちゃういパの1ま、つくるれヤめよう
じ’ヤす1いかということをヤっていましす・。

斗1竿代は倫理綱領、舛代は、い／つの問題！して
’l1、．データライブラり一という問題州るんで’す。
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 この前、私が、日本也漸同査協会のメ／べ㌧を歴訪し
て、これけ稚ア里府1・らお・倉をもらいまして、データライ

ブラリート村マる芭諭朔査協会の人†こちの孝之方の稚告

書を青く。あれでも、／00一万円くいらいのあ・全をいつに

んし’ヤすよいて’ ﾄか。稜言†局に一いに水野坦と手∠。と、2人バ

頼まれτ二わけで’す。水野先生は、データライブ’ラリーが、

外因では・どういう、1・うにという、文献的ナよ整理を引ゴ受

けてくれる。私は、世論調査協会のメン1ぐ一を歴訪すう

役を引さ受け↑1わけです。

 デー 9ラ イ ブ’ラり ∵ ヒ い う のは、 す・フ さの循理稚〕令貫と

全く同じ’でイ。調査勿稼告書を置いてお・くのはライブーラ

リーで↑れ、ところガ、いまや外国は、了1レ77ベット
の閃條もあリますし、外交情事長であれ何であれ、すべて

オンラインで電算残を湿．．して、番号を振られ、それゼれ

のオフィスーへ亀算機1の端末グらムてくるわけで寸。 て㌧．す

から、この場合にぼ、流れてこデー9～育之ちゃわ†よいで、

一通人っ、†1毛のはそのま麦覚之てち・くという．形にいえ

守れ一，デ、あ仰るデ㌧クバ全都因全図者．備式に集タ）られ

るわけで’す。

 調査デー9↑ごつてそうηんで↑。それバこういうよう

に人リ椎める。入っ†こものは、それをラれ†よいように保

管しよれ一いうことを．tよぜいうが。人’間ヒいうのは、わ

1）に長く†こ1て1れてい’ざます1・ら、茅いピに何を孝

之、年取っTlら何を孝之ピいうこヒは、観察バでけい
んぐす。こ1ちも同ビように与之珂ス1ていいますグら、
レい㍍が老込1二ことが、子侠にビづいう彩饗をし、弓一

供バ派にどう伝え仁か、そ二のところを中ら行いと、文
κ碓氷ヒか、文イしハロターン．という門差更は、われれれの突
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祉的研牝の村尿に1よら1よいていす。それ有ヤるr1川1は、

デ・タを保管してお（よりしようヅすよい、先ハこヒはわ

がら†1いで寸カ・ら。いいヲ禾はこういうろI之方、㍑あ・

欠寸んはピういう孝之、そのあ・し・い寸んはどういう考え。

三れ～00年／けデ㌧タグあ／λげ、ラ舳年前ヒいまのせ
の叶一と、どうい1社会規象が起こると、それ盲境μ’う

いう、／・うに老込グ変わるグという；とガ明らか・にηる。

調脊デーIタによる珂完には、ネ土倉の動きも、自然科学と

向いように良証的に研I允でざるいだヒいう基李的な主
張バあるわけてイがら、・そうで†よ（てネ土倉が神八手によ

って、矢口ら1よいうちに動いているというんじゃ、デー9

ライブうり一なんて孝之は出てこ†よいわ．けて’寸。

 とこうが’、新間社の人は、世論洞査に一番斜．）なはず
ナよんτ～’ ｯれども、その変わらでる人間性ガ、ある一ネ土倉現

象ハ変化でビづいうしいに括れ効くが、ハいう、〕・うに

け見てい㍑いんです。†こがら、人間牲というものグあフ

て、て二から夕）る才戻帖で’、捧、れ仁リ、’手霊、れ†よかフてで1）し

ているん．1～、日本一 ｯいま平約～、いま描れているという．

し、、勺には見てい†よいので’あ・つて、夕年前には全くなかブ

すこある効さガ、いま’ ﾉナよフて土、てさ。仁。それは表面相1

見ると、確が、に．そづ†よんて’す。60年安林一であれドけ欠燐

ざして、ニェーフ・1り、一ナ1んと、いういヵ仏てさて、
いままで“とはI Sくをう価値観て’、左う買い物のイ士矛をし、

幻夫婦剛禾と特フ。それは速つ†、といい立ていとす

るがら、いいうこと寸よのであって、ハでは行くて、
†二まてこまある現象にナよってざ†二から、いままで’の基李η

ナよ済責．者としての欲ホグ、こうい仲㌣採子を凌之て・板

柚であらわ4・している†こけの話てあろ。基牟的け人間白7欲
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氷グ、’い支の社会釈況に合わI ｵて． r’ ､いう形であらわれ
ているが、いいう、いに射よい隊1）、雅紀惟毛何いよ

いわけで’す力・ザそめい、そのとさのニイが断h的
に匙二って、それを並つ1・け・ているい㌧作’けに六よつ．て

しまいます。

調査は本来ハいうものl！んで～から、、’ハいういを

τこめてあ・いても、ケ年わ前のデーブが一件何の意味があ

る∴．与七前のは．旧聞ブ。旧舳新開社ト剛糸州い。
デ1・ら、うちけデーバま†二州いとお・1しゃるわ1†、て’す。

新開社の場合は、これはもう使っtノピけ㌧げから
意味｛いイから、†二・Tこて仁1デますといしる立場に才）

るんです。一番保管の弓張仕がある。   ’

 マーケッアィングの方は、決してそづはい之げし1。あ
ると一ｱうが、あるア㌧タからある意思決定をし、ある製

1州航どういう銃でや1、てい1τ・か・デタの抑
オ、使い方は、企案筏塞に属する／一一／。ウですハ、／・

柿の荊製品開発のデータτごフて、ハ簡単け、竹し
ナよいし、土して二’ら、企業又／ぐイにビう買1ヌ寸れτ1ん丁～と

いう話．に†よっち㌣いま寸ね。丁こがら、マーケ・ソ†イシブ

のチータμまで集められないで寸。世論滴査の方のチー

タ、特に抑めつ・ら公問をす二てま之IヒしているNHK†ん
とヵ＼、そういづと二一ろのデータは、発表し†1ものである
し、」 рP†1ことも紛れいい辛欠†よんで、ハいうチー
タはビニ4・に保帥れて、後ヵ・ら刺亙し使われても、

一向に差レええす8いはず’“に、いいうわけて～か、施

村に出すといナ用い。

 依うという人は．いるんです。一番彼い↑こいの｛ま、学生

倣斉†よんて’孔自ソかグ稚アイとして令外あれば・
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ど二の企業へ／うっ丁ニブて、二ういう詞奄をhて州プま

しれいい、向Iこうバ評価しぐえすれぼその有司査責1司

いらえます。ところグ、こ1〕・ら／サー千の，専門家に

音とうという学生力ぐ、調査の稗習をし丁二いからカネを土

せヒいフ↑こフて、†これも尤しヤブしよセん。実際にデー9

を集め、データを外曜するという経験を積一まηい限り、

リド手ヤーが育つわけ州い。そ．れには・調査して1わ
けでは†よいけれども、言回査ヵ・ら集まフてこであろうと思わ

れるデータバ、こういう、／・うトあろん†ごグーら、これを分

析して祈るという敢材に、徒快ズさろわけていすね。

 ．それ力付よいグら、日本の社倉学を出てざτ二人間で．’、調

査の†㌧9処理がでさるというのは！人．もい打い←フけで’

寸。sPssなんていう名前を開いている人は、ご’くわ

すい1・いるグ、SPSSにぐわ一て1二といよい。調査テ㌧
9に寸わっτこことも†よい。 ます三しも理学却は、回立のだ

学τごと、学科によ！1ま寸けれども、 τこと一えば！人の学生

1ぐ、何年のど分率位の11川1計算郎何分使っていいと

い・う時間をもら1ている。ネ土会学の場合で毛少し・衛ん

ですけれども、データ州きゃ、その時間を使っ一 ﾄ一体I

何をヤるん1三しいうニヒに†ズつちやう。†こがら、穴掌の

ネ立会学、特に定証的社倉学け・ていろ人11卯、ぜひ
デー・gを使込るようにして1ましいという稼い要求を特フ
てお・られる。．

 そ打二。くぐんはいまセんよ。データ処理ナよんていうの

は、打算センターに綴んじ’ヤ1て、自分路界表1～けし

力・見ブこ二・とが林いネ士会学者け仁くぐんいま†。そういう

ベニちにデータゲ戸い仁って、デ㌧タグ麻しいわけし．や

ナ8い、移果表バ欲しいんて～という話にすよっちゃう。

            u6
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 それは卯んをイン9ビューして歩1、で1いいバう
／パ社会学舎、1倣学倉の名簿を使いまして、「もしプ

ー9ゲれるいにl！フTlら、あ1打こはどづいう使い方
を†よ守るが」記入法卸並沃の調査をヤラ↑二んで’T．2・00

人ぐらい”方にお’願いして、チヶぐらい五って・ご†1んで

すガ、’自分で汎用プロゲラムの又ぺ・ソクを青いて、共へ票

1／情稼を取1はして片下二いといわれ†1州、社会学会、

1帷孝公、それから杯守んのやっている㈱計量学会の
メンノぐ一に公しτこはでηのト・／割ぐ←いしかい才よ．いん

です。祥局、ハいバのを伎って、力る解素を人に
筏んで土して’烽轤､。そういう二とでは、辛当にイ史っブこ

ことに†よら何いヒ思います。       ’

 マ．れでポーそういう二とを飾学生に・～しているう
ちに、ン欠ヵ・ら衣に、。自分．て’デ’一夕処理がでさる人バ育フ

てくるわけてい↑。 そういう人．トちバ使いす（いデー9が・．1

ますいある柱良一㍑1よにτこいん1よくて二っていいんで

す・200か300あれば・かナぶりいラんはこ．とに使之るわ
けてい・す。千1一から、ハいうデータをまずll’れか批して

くれ。オレヵく出し5すという人バます1い1よさや一、」切挿

まらすよいわけです。

 いまのピう、同志ネ土の二毛くん、これは末郁尺学に

いllオですけれども、末郁尺学ズやフす1あらゆる稚の

テ㌧タ企却を、冷皮同志社に／了くけに、コピーをい
っていフて、同たネ丈の’計算センターにぼ、調査1岬処理

フ◎1ゴ・ブラ久と一精に1処理のク寸凍に7よる玲つハの7アイ

1しが休原寸れている・。同志・社の人す二ちは．、そのデーgを

泉哩して卒論を書いています。わず州・ゲτこけヒャな

いかと思う。

           ．．11？
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 三宅†んの場合は、ユーず一であり、同崎ト調査のメ
ーカーでけ、つ一ます。商危でやフていろわけで’は†よいけ

れども、研完パ1舳萌査でてワでも、彼ぐらいのもの
てい ｷ。本引1必祭で、データ作榊邑力も才）り、処理能力
け．ろ。それで使う人．牢も柊／いているといづ州、’七1

といす二っていい。

 これは泊まっllぽ’1・ザよんで↑が、イアン又ト（工A

SSエST）という団僻がわリます。ア’一9ライブ’ラリ
ー達二動をやって、共通一に世界中のデ㌧タ、少打くとも世

界レし牧ハ可能はデーg乞／克之るよ引二しようし’’ヤ1よいか。

こういういは、は1．てお1くと隠滅します。／叶前の澗
査は、いよでこそ1タイ前ですけれど毛、．／00軒てこてば、

／ρ0年前のデータカ）るつ†ニニとに川ます。すごから、

州くヒもいよあるも州柊械を防ご’うレヤすよllグ。そ

の仁め1こカを合わせよづヒいうイアン又トと一いっ、ぜ1界

中で土00人くいらいしか禾カロしてい†よい学公です．。人件は

た学問係者で、才フぐいいよしτ。1単生・ドデータを提供し

1二いという二とから泊まっ1二二ど．でて・それが’で〔、．

ことしで手午自です。

 七つとも了メリウの場・カ＼は、シカゴ、ロサンゼ．）レス、

ミシカ“ン、 そづいうビーこうには、そこ中心で’いろんすよと

ころからめデー9崎碑を受．けて、尺学ゴと・のデー9ラ

イブラトグ、20年ぐい1の歴史がポはす。
 その揃に、口べ一セン9一というのグ、／つ†こけデン
9 を も ら フ て いτこ。 ヨ 一 ロ ーノノぐ才旦当 、 了ジ不才旦首 ナよビ と

6人のデー9収集委艮に襖んで、世界中から馨」らτよくば

1↑1データを／でご†い、／締しま寸、保ノ菅するτ1’けで使

用してはいけナよいという条件でも紬・構で’すという二とで、
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へ又ティンゲ所長で  これは日本にも見え丁二二とのわ
る方てい、ユ000ぐらいの使えるデータ、全イ羊ヵ・らいう・と／

万」ソ。上の調査乏集めllんでマ。

へ又テ／シグは、私リ／・ギらい先陣小で’、商売

1気、カベ†よいんです。竹私弍すよんです。友）あい．う人にや

らしてお・い†こんじゃというので’、租餓か2守ぐらい前一に

変わりまし仁。いまけ尺一学1中心の星嵩に～ています、

いよの方が使いやすくはなっでい1て’1しょう。
 アこτご、データガ横允れして、か†リ神社史にτ㌧．タ管

理をしていて1いと、hいう、／・うに使ってもら・ちゃ困

るヒいうい引こ、丸れてい一けねない。いまめやり方
では、注文↑るとコピーグ米る。τ二と之ば’、’今夜（新し

く改組立れ†こロノベーセンターに、二ういうデータは打い

カ＼あ1†二ら律しいといフ†ことすろと、市フそくコピー

して止って／る。1ト国の場合には、若作権バ紬テーア

（1斑打れるか寸れllいか、これは論議があろんです（ナ

れども、少1／くヒも理展からいって、本をコじ㌧して丸

写しして売っτ二んじゃ、申しわげすよいといづ二とは夕）る。

 rごカ・ら、すドー9のコピー乞取りキ忙て、来でこから’とい

って、まτこそれをコピーして、日本世補調査協倉のナに

も分け仁。そいよことは、外国．いや夢に脈わ†川です

れ・そういうことをヤ1τ1㍑や・安く軍之るピ、うも

のめ、値段ガあぺて†けヅゴヒぐ二とに1よリま寸。臼本

では、てういう、ξはわリに1レーズというφ＼、そういう一と

こうへも、そ匂いうデータバ米ちゃうて’しょう。 そうす

るヒ、 どこへ充れてい・仁の〃＼何く先がわヵ・ら伺いと

いうニヒになリガ・ね．㍍いわけです。

一面㍑・私バ。本にテ㌧タライブラ／．一を、フくうラ
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じ一や林いカ＼一口ノ＼。’セン9’にむ、かげり中来訪1全の
フタを榊しまし1こグ㌧、いい州で、、λ。与前の内

閣支符・双兜支打の毎月のデー9が、口べ一センダに
行けば丁これでも兄こフれるわけていす。てうてると、日本の

内閣文持がどう動いた．へ少τよくともここ・・午の記剃丈

あるわけですね。それもイ固栗デー9で、何歳・の人はどう
ドフブこのグ、閃束と閃画はと一つ速、ブこのク・、その遼いバ

20年下こフでどう変わっ†この〃＼、 そういう分析バでさるわ

けズしょう、

清水 チーフで入れるんていTね。

九豚．．ハいうことバていするん†こがら、日本でもと私は

孝之る。・徒叡研の人†1ら、来たのボ・ち．は、㍑帆の

日本1・ら比侠しt！くτ二1て、外因めアークはいま自由ト

イ吏た一ま寸力・ら、そういうものと使って／lればいい。われ

わ→しが骨を折って 、 日本1ニデー9 ライブラリ 一 をつ＜ る

二りボよいという孝之に・いま仁ん「こん固ま、1ドブっあク’

よす。

三宅さんは彦い人で＼助敢梗1いてから、そい11学卒
を引っ1スフていくカは林い。 そういうカが’ヤ）ヤあって、

そういう方剛こ関心を持ってくれている州ま、家汚尺学

の小ム険くん。催けわざわざ一お・ととしの日本社倉学会で、

そういウ亙動力、ある、／としは耳をかしてあげてはしいと

い・づ1れ’かけをしてくれT1州1いです。彼もパ城でマ。

 あと、亡く†よっτこけれビも、東大の新開万千完所の池内

㍍、彼は私よリ2舛彼れたですけれビも、牧パ㍑
ていれば、束尺にゲブよくヒもいまの同、もネ主よ1）もう少レ

すくいれでニライブラリーバでざ†こと思う。侭も大変摩、心で、

プさの倫理綱硬と同じ’で、デ㌧タを隠滅グら救い、イ禾
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．管す」るといI ､’

ｬ、保管しII nめて0 Uよ／ヒい・与、・l1年

仁フて、使う麦カ末が士、でく1る。 †ご．から、将来のとい）フふ

1一 gれで1いと、そいこ」Il1帝を千ゲて、一件昨一と
いう’二とにける。いまの新開研の人トろは、地1勾†んサ

τ1い’1よ考えはまで行いで’すれ。てれいH耳、新しくプ㌧
タ’ �Wめて、そこ、でものが．いい仁い。そのあτこり、す～ん

ドん施争が激しいでてグら、

 赫局、外国（†㌧9をそういうつ・1二つで’使いっけて
いるしいうニヒは、ある意味で、やっぱ1）データラ．イブ’

ラサをフくる端精が開け仁こヒ／ま間圭い†よい。それは、

もいん中夫にちゃんとし11磯蹄備を拘千、いまヤ肩
房象て’’どこヵ＼ら丁こってデータに了クセ又でさるわけで’すか

ら、靖本寸え手寺っていれば、ど二ヵ・の討草センターのデ
ータ’ ﾆ尺理、プbゲラ∠。、両方便之るというか1こうが’’、

一番望まい1に圭い†よいけれども、一でア！（て、す1・．と

えげ同志社のデータライブラり一．、束木のデ二クライブ’

ラリーヒか1紋唖てい、あちこちにそ二へ行けばごくわず’か

のデーでもある。あヒ、てこにどういうヂータバ、ど’
ヶいう形て“イ禾管†べているか。どいつカタロブ†え英一．通に

持っていれば、．イ史いτこければそこに行ってイ更之ばいいん

でて。各尺学の人下二らが’、外因．のチータを利用している

うちに．、ハいう分秋型テ㌧9利用一 奄戟v1打んプ川れてくる。

それぞれのと・ころでやっτ1研究調査1才、てれぞ’れの尺学

で蕎積が進一し。祈聞社は、オレのとこうの、デ’一9は差し

上け“†よいといフているけれども、そういう毛のにイ衣存し

ナ5くて毛、 ぼっ。はつ少しず’っはで†ているんし’、†プよいヵ・

という気グし圭す。

NH．K6・州二は戸恨・がけに〔ヨぐ、らいかわ1．ち
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ヤうんです。口八㌧センダの極奉剛采のテ㌧9収集責
／壬有は、私より彩い人†三’けれども、／㌧主ヤ了メリカの末

学では老人侭いで’一、ドイソか何かト行ってい其す。彼と

長くフーざ合。†こもの†｛’つ’ら、そ内人のヵ・わりに、あちこ

ちbノぐ一セン9戸に・デ．一夕を土してあげ有寸いηノして看力

吉看1こ歩いて、 ある時期は、NHKは大1変協力的仁’っτこ。

 llサーチセンターは、ザヤ．ラッア”・臼。本の擢二携綱査手咲

関ていす。Iロノベーとギャラッγは、ある仕度就・争相手です

けれども、ある程度規友ですから、ヤ’ヤラッフ｝テ㌧タ

は、全知口／・。七ンタニに八フています匂ギャラップ｝

．．

增Eら七勧誘力｝つて、リサーチてンターのデ㌧9一も、

ある程度ロノぐ丁センターへ行フています．、クライアント

めある調査彩刺よ、詞章機関が勝チに処理でさ行い口／フ
ライアントの了承を符て二上で’†よければ士、・せでよい。

 中宋詞査力｝べ一セン9一にデータを遂る』いフて毛、
これは中失調査バ枚臼にやつτ二調査†ごけです。ノフライア

ントのあるものは．ダメーフライアント・で’允していいヒい

フてくれ11川よ、神奈1リ県庁て～けIて’7。神奈川砂け

（こ／回ハ県民意織調査のデ㌧タは、1コ・・㌧センターにわ

る程度行っています、

 データ従保をすよぜいやがろのか、よくわから行いけれ

ども、！っ1こは・っまいい調査といわれ†よいかという

心配バある。汚れるよう1よ調査ピピ8い。けれども、デ

ータを学生の綱にポいには、制でる調査であろう
とηかろうと、かえつて間趣バ〃いはどいいhけていす一

㍑†よに・いい）回†れる（はい打ごヒか一一一。（笑）

 い1っ、学者先生バいやバるのは、あるデータハ
ある稚諭を導㍑、して、自分の学術諭文を青いているで
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し1う一れガτ㌧9の曲解で才）ることを1揚げ足取っ
ポごいに一突つさ町れtノやいヤτご。†こがら、自分の剛禾

しているデー一9は自ノかτこけグ使う。人にイ史わしτこくプよい。

これも力・す8リ茂いですね。

けれども、ノ・間は知る自由！知る権ヂj一 Oあるのであフ

て・テ㌧タというも舳、デー9臼件あ帥’ヒして、間
知依底されることと望んでいいろ。才レのア㌧9tこがら、

オレ以タドに使っちヤいけ†よいびんていう子イ芙みアこいηこ

とガ、 いっよで’も通るわけて’はすよい・ヤバて ビうい．うデ

Tタでも共で長／保管†牝、稚統的にあるネ土倉州丈想が、

個雰で知れろ川11／るニヒは、間遠いてよいと、堅いま

す⑰間違いτよいいる川ご〃・ら、！日も早＜ハして
あけ“ D†二いヒ思う1こけ帰で’す・

 てゲうことに、稜牧研ナよいレ番好意的で’す。↑こナ～、

いままでW∫Sポ1いい二の一B1・111て’ sから、寒
際に亀算榊いし’1ている人1・ら．見るヒ、もしそういう

諸ガ持ち上がると、汎用プログ“ラムをっくつ、それ乏管

耀をするのが’、才レ仁ちの位専に打つちゃう、てうする

’ヒ、才レ江ちは珂充ビこゲバ1・。電算筏の喬人．．に1よ

っちハ．し’ヤ柱いがヒいう1帆を・先生11ちは持ちまし
て、てラいう活は、†よるべく牧して圭ざ’ける。いま㌣デ’

一クければ、餌単に雌で’さる体制に1リ夏次丘ケいて

います。電埼一窄粂のそういうソフ1・の笠歩は非1、常に達一いか

らしパという間に何でもで’さるようになリまて。ハ
すると、くてテ㌧9がすよい。ア㌧タ寸乙糾しばという状
花が、七っすぐ奉る。そ㍉い．うニヒを、耗牧研の人す二ち

（け常に的確に見てち・られます。

 †1ド、私がそういうことを／0年．いい暮らしてい’て．、／可
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の成果も†よがってことい㍉こヒを、みん†よ先刻ご存じで’す

力・ら・ああいうベカザとは中リでこくす／い、と思1ている

でしょ㍉けれど七。

浦水（ゴくらのところでは、／っ1正家禄訂画調査のデ㌧

夕、終戦直1麦のかはも．川いでい何れども、昭剛Oギ
ろ、コ．！ビュータに入れ舳1・ごろからは、．ヵ一ドであ

るんです。これは黒田先生勿一しラて“、いまコヒ㌧して、
併存をIc’ゲけていろんです。

 い1つけ、隻初狩刈世論調査ヒいうのが才）ります
ね。あれ1よどこの新開ネ±もそうで’しょ㍉が、毎日新剛て

は、コンビ。上一9卜入れずに手集計でやっているんです一

九斥支杓ごとにヤっフているんていすね。．朽果で～け・サマ

り一データ†ごけを集夕）ている。

清水 あれは朴帝に急ぐことヒ、数もべらぽづし二夕し㌧

夫卑グ）同崎星和場合に、お、とヒしの／o月量挙と完全バ

ネ1レてやっ丁二んです。非常に珍しいケースでして、デ’一

タピてもおも！ろい†㌧gてい、これ乍けは、耗教研の

餅水先生のピろとゴ協力して、改めてバンチを左ゲ
いるんで’す。

九豚終わ1てからてイね。
清水それ以前の榊」桐査デーバよ、調査栄のまま・し
力・も言いあは食癖に置・ぐ切れませんグら、彪菜しちヤラ

ているんです。毛つT二い†よいヒいえばもフ丁二い†よいで’マ

けれビ毛。

 そ川が、五常やっている政治意綱査とヵ・荒考稚
とか、これは電算カードは保存しマいるんて’す。

北豚テープバ、一時は240・フにトで／万円ぐ’ら．いし

フニでしょう。ラーフrこ入れて保管するという二とバ天変
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厄介tこっ†このヒ、もゲつは、2斗OOフ／…一のテープが
／万円て’、いま新・間ネ主で’み州．l11よっている／年ノかぐう

い／本の†一プに入っちゃう／）です。ところが、それを
／本の†一フ。に遊’いムむ とさに、 1琶箪乍実をイ史わτよ一さや入

ら†求い。賄グに集言†するとさは、テープに入れIるんだげ

れビも、チーフ｝端っこの方に・片し入二ている才ごけて’・’、

こっち勿方はブ’フンクのま1ま。 そのテープ茎そめまま置

いてあ・くピよると、年間／O日調査をすると、／0本めテー

アにすいて、／呆管にが1川場所をビリまマし、特11．ラー

プの場合、うる甘いでしい、戚気に彩饗ゲあると・こう
はダメ。

清水温度↑ごとつ・浬皮1ことか。

九隊 てざガら、ノ全・郭を逢い込、んで／本にまとめて、イ采管

でさ’ 驕^榊をとるτこけの余ウダ、計算センター1二ないと

  ○
清水 †よいん・でてね。

北辰テー7・で／呆菅するといって毛無理なんですね。
中央1同査パ粉には、データを保管しね甘いという一二

とを、ユーザーにあ・願いしているんて’す。セ1っかく．’あ・㌣

りに1いて、次の調査部長が、そザろ剛固票デー9を
見τこいといづニヒもあるんで、少†よくと毛幻00万円以上

の調査の場合には、必ずτ一プを添之て納品している。

仇で’㌧b与丁ニブてから、前の調査と比較1し†1い、夕）

ハさ（テープを差し上げてあ川ず’1ゴしいっても、「そ

づですか」なんていって、ブニいていすよくなっている。

 中央詞査、色体としても、全部立い込んで’竹フています、

ザよくともここ／◎与くいらい（文。穴し↑1号し一ヤ．†ざいて帆す。

†＾プ叶い・幅タ0セン．チ・耐！メー一1レ冨1二年・イ
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パこ†ぶで、I3奈ぐ㌧い、電算碑の部屋のす州1置いてあ

‘けザてれで／0年／かぐらい一・りに／村・象がらどの程
度（テ㌧タグ発生しているか、何ともいえ’1よ！、・けれど一も、

吋象叙にすると、少τよくとも／000万村牽以上の個栗デー

タバある。そのうちクライ了ソトつウ列もa）が80外以上

丁こがら、そのノフライアン←の才一ケーがすぶければ、よそ

へ土、セ†よい。

清水  デー9 ラ イ ブラ リ ーセ ン9 一を つく ろ として 、 こ

の細指示情報のあ・れ’ヤナよいけれども、ヵ・すぶり構想が

具体州こ1よって、それ‘に基ブいて校訂しτ↓で’すよいと、

イエ又、ノー一はい之すよいて’しょづね。

九陳いいうことを私ガ簡単にい衛のは、臼・かのと
ころに1帥残があフて、テ㌧タめ前処理、集計ブるまで

にず㌧夕のあ・がしいヒころをっ、ポして、†三’れがビづ使っ

ても、必す’肌’茄呆バ払てくるようf二、データに手と入

れることがで’さますれ。イソラケリティーといいますけ

れビも。

 丁ことえばこ（質問は、前の質問てIIイエスといフτこ人τぞ

けに聞くどい1ても、調査栗の上ではノーといっτこ人に

紅て潤いてあります。いいう場合には、こ二でイエ又
といっ↑二着は、ここをどラ答之ているか、3カラムカ組

み合わせで一とりれすれば、そういうデ㌧・9†こって叶

んと集計でさます。普通」ま、二こをノーと答えている人

は、次パ貫閃に惨えてい1ハ、ばず†～ヒいう形ズ、集計し

ちやいます。

 いいう使い方にもこす・えら牝るように、匂・かのと二
ろてい鼻テ寸ずる以上に、 デ’タに手をカロ之ておか†よいヒ‘

」必ずここを消しπ・．力・いやいけ1エいというにろは、
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全邦本引こ消す。和†よく仁って、集計川耐乏ますけ

れビも、．そういうことをやらτ書やいけ1よい。ハいう
ことがでさる件質てごから、デ㌧9を士、し倉工・うし’やすよい

力・と、いゲとを・平気でい之るので’す・

 ところが’、よその計算センタ．一に頼、んでいるヒこ州エ、

そのテー一フグ仲どう’いラ、いに処理されて、そういク

律果に1いt二の力・、全く関知しないで寸ね。τこがら、テ

ープの中和集言立・はで汁ヒい生けで、／テ段ほか（人

が集言†をヤつτこら、同い律果にはるといづ保証も何も増’

いでし1ゲバいうものは・帥／て左／せl！いという
閃越もあ、る。

 ＜づいう意味で、は、三もマー之勿ところと、耗教研と、

いく’らいていすよ。白／かで企ヨしllとお1リハデー．ハ1ば

フて、ブフ・に保むれ．ているという碓／書バ持てるの’1ま。

てういれころはら、本引．1一打ると思うのです
 1時に細かくスペックを青いてあ・かな．．㍍川†！い。Iタド

目の場合τごと柿に乗1よんです。テープの販のところへ、

調査1票はア1しファベッ←て・そのまま八つちゃうでしょう。

τこがら、 こういうエフ又千ヨネやでやつ丁二。回・蒼月支、亙

択肢の1，z，3、それバてにぞれビういう意味．”も。
であるか。 調査1票を を（まま／ぐソチ してっけてあ・さ くえ■

すれば・あ哀！説明が要ら†5いで’しょう。

 ところヵぐ、日本は、漢字情話という二とにηろから、

七1と漢字惰根バ処理しゃす（†い1としても・卿尺1よ

データ量にア川よす。丁こがら、ハいうい暫一プll
一ノ}入れナよくて毛、付馬文幸として整理しすよさやいけな

い。 これφ“、 矛麦ハ／＼ガどうイ史㍉ ハかわカ＼らη し1。 夕）ら中

一る場合を航して・メ・軍11注意を書さ込人でわくという
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のけ、ライブラリ了ンのイ士李ですけれビも、疹易じ一バ

いて一寸。いいう喋雑1よ仁多茎で、無料で十れがヤれる．

力・どいつ話にパ1ますね。

清水ビバ長時岡あ／ガとう・汀いよし1㍉辛当に定
ナ色にヤフフていらフ しヤ らはいヒ、 こ）フいう話’はひが打力＼

間カ・せていす｝けtよい’で’↑れ。

北限 外国の渇冷は、学者は確か1．こ廿津に実務的です。

外目て’業績乞」二．げ’て、名拘の賊っている人は、理論構氏

もいろん↑ぐれているけれビも、いけ†よくて、・実

証的デ㌧タ収泉の作菜に卓越しているんていす。臼奉の場

合は、何ピよく／州・れちゃっている。丁ごヵ・ら．こそ調査と

いう川本、3σ与やフていてもこんすよ状態．にヒどまってい

ろんてrれ。全くぐあい思い。いいうピラは何ピカ・
赴らtよむいけ†1い二とτビ’けれども、これは直りようが

1よいですね、小学一価放育ヵ・らっく1）直れさや！lげナよ

い。ハすると、㍑小学校”荻育を担当している敢師
を、つく1）直立†8いといけない。

 岡倉由三村んという研充社の英和辞飢つくられτ・
方が’、枚青天（ち付文概欠）の英静学をやフていらっし

ヤいまして、倉／州先生を青てる。その先生†こちヵ岬掌

稼に配属寸れて、そこの中学枝で’教之られτ1生徒1二ちバ

尺人に†いてこ†よさヤ、日本の爽静の註解カバレベルは

」二カぐいいよとあ・。しい↑；。いとあ・りでて。英語教

育は、・い行くとも有価†年の歴史ガあ11ますφ・ら、そめ

間には少しは丘歩し丁・かもしれ†よいけれども、いま・1・学

稼の先生を育てているト学課往の、そういうことを担当

していらっしゃるすは、まTごそ㍉いう敢育を受けていな・

いんで寸ね、
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 飽戸彦ア8んかにいわ忙ると、放授陣は一ダメ了～けれども、

助教夜陣はた丈たて～とい㍉けれども、そハ中で㌧番調査

を夫1っフている川エ、ち・ま之すんぐらいτよいブ。．帥之

†ん程辰の先！主バー香調査をわグっていろんじゃ、」で

もし一ヤ†よいけれども、言回査岡係の学生a）姉はで’れい，

 外国へ〔・てみてこって、飽戸君は特卜自ノかの実証的†い

一夕収集の掌夙といゲとて“、ハひげ∂を柊し・行いみ

†1いにから、1∋本の祉会期査圧敢之ている人†ころも、才）

る水判1逸！てい、ると馬1ているバしれまセん1ぐ、そ

れけ非1常に一却の人ですね。

清水どづも川ヵべとうごでいまし1二。一．

］21）
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